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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　トクトクトクと規則正しく脈打つ心臓の音。

　みこは二に海かいの逞たくましい腕うでに包まれて、胸に耳を当てながらそれを聞くのが大好きだった。

「二海！　二海！　しっかりしてっ」

　ここは富ふ士じ山さんにある古い蔵くらだった。このすぐ近くにあったみこが生まれ育った社は、今はもうない。先ほど長年二海を騙だまし続けてきた一いち陸りくが、みこ達を殺そうと爆ばく破はしてしまったのだ。

　みこはかすり傷ですんだが、二海とみこの育ての親である炎えん守しゆの雅みやびが重傷を負っていた。

　とりあえず彼らをこの蔵に運んで、医者に手当てをしてもらっていた所だった。しかしほんのわずかな間、蔵から出てなぎなたの師し匠しようである蘭らん刀とう斉さいと話をしている隙すきに──みこが大好きな音を奏かなでる二海の心臓が、その動きを止めてしまった。

「みこ、どいていろ、呼吸も心臓も止まっているんだ。医者に任せろっ」

　蘭刀斉の声が、狭せまい蔵に響ひびいた。みこが歯を食いしばって二海から離はなれると、医者が彼の胸の辺りを両手で押して、応急処置を始めた。だが二海の鼓こ動どうが再び脈打つ気配はない。

（どうしてこんな事に……！）

　みこは、両目にいっぱいたまった涙なみだをこらえながら、心の中で叫さけんだ。

　血の気を失った二海の顔色を見て、思わず彼の手をとった。筋張っていて大きくて温かい。この手で頭を撫なでてくれるのも大好きだった。

　だけど、このままではこの温ぬくもりも永遠に消え去ってしまう。

　名前を呼ぼうと口を開いても、声が詰つまってしまった。泣いてもどうにもならないと判わかっているのに、とめどなく涙が頰ほおを伝わる。

　みこはただただ、彼の手を握にぎりしめた。この手が冷たくなってしまうなんて絶対に嫌いやだ。彼がいなくなってしまったら……考えただけで不安と喪そう失しつ感かんで立ってすらいられなくなる。

　だけど願いはむなしく二海の目は開かない。いつもなら優やさしく握り返してくれる手もぴくりともしない。医者が二海の胸から手を放し、わずかに首を振ふる。残念ですが……と聞きたくない声が聞こえてくる。

「……そんなはずないっ。二海は生きてる！」

　みこは右手を振り上げた。それを二海の心臓がある胸の辺りめがけて振り下ろす。昔、同じようにして鼓動が止まっていた者を、雅がこうして助けたと一いつ瞬しゆん思い出したのだ。




　ガツンッ！




　手がしびれるほど痛んだ。それが心臓を再び脈打たせると信じて、もう一度振り上げる。

「みこ、よせ。二海はもう死んだのだ！」

「いいえっ、お師匠様。二海は生きてます。わたしを置いて死んだりなんて絶対に……」

「……み、こ……」

　そこへ小さな小さな声が聞こえた。そのかすかな声は、みこに全身の力が抜ぬけて座り込むほどの喜びをもたらした。医者が慌あわてて、またわずかに息をし始めた二海の胸に、耳を当てる。

「き、奇き跡せきじゃ。今の胸への衝しよう撃げきで、再び心臓が脈打ち始めた……。じゃ、じゃがまだまだ弱々しい。このままではすぐに止まってしまうぞ」

　医者の驚おどろきと、不安が混じった声。みこはまたしても二海を失う恐きよう怖ふに足が竦すくんだ。

「……みこ、二海と雅様を江え戸ど城じように運ぶぞ」

「で、でもお師匠様。動かすのは危険です」

「判っている。だがこの蔵の中では大した治ち療りようもできまい。江戸城ならこの国最高の医師達がいる。私とそこにいる梟ふくろうとで空を飛んで運べば、そう時間もかからない。このまま手をこまねいているよりは、一か八ばちか運ぶ方がいい」

　蘭刀斉が目を向けると、藤ふじ菜なが頷うなずいた。一陸が裏切り者だと知らせに来てくれた彼女は、本ほん性しようが巨きよ大だいな梟なのだ。人の姿で空を飛ぶ蘭刀斉と藤菜ならば、二海と雅を運べるだろう。

　顔色を無くした二海に、みこは目をやった。確かにこのままでは、彼の命は風前の灯ともし火びだ。

「……判りました。行きましょう、江戸城へ……！」

　決意の声は、思っていたよりも凜り々りしくはっきりと、冷えた空気の中に木霊こだました。







　──百ひやく獣じゆう国こく江え戸ど、それは人と獣けもの、二つの姿を持つ化か妖よう達が住む世界。戦国の時代を駆かけ抜け天下を勝ち取った狼おおかみの一族、徳とく川がわ家。彼らによって、新たな時代の幕が開かれた──







　大おお海原うなばらを吹ふく風を感じながら、自分が指揮する軍ぐん艦かんから青い海を見み渡わたすのが、グレートビースト国の王子、デズモンドは大好きだった。だが今日は天候も良くて心地ここちいい風が吹いているのに、いつものようにすがすがしい気分にはなれなかった。

『秘伝の巻物の翻ほん訳やくに、まだ時間がかかりそうだと！』

　怒ど声せいとともに報告に来た軍人を蹴けりつける。跪ひざまずいていた若い軍人が、体勢を崩くずして倒たおれ込むのを苦々しく睨にらみつけた。

『巻物に書かれた情報がなければ、百獣国を攻せめるのは難しくなるのだぞ。戦略とはすなわち、情報を集める事だ。どれだけ有益な情報を集められたかで、戦いの行方ゆくえは左右されるのだ！』

　いくどとなく口にしてきた言葉を、若い軍人を蹴りつけながら怒ど鳴なり散らした。

　もうすぐ百獣国の陸地が見えるという段階にきて、デズモンドの苛いら立だちは頂点に達していた。戦いに必要な敵の情報が詰まった秘伝の巻物を、百獣国の〝友達〟から手に入れたのはいいが、思ったよりも膨ぼう大だいな情報量の為ため、翻訳に時間がかかってしまっているのだ。小さな島国一つを攻め落とすだけなのに、戦う前から計画がうまく進まない。それがデズモンドの怒いかりを大きくさせていた。

　若い軍人をひときわ強く蹴りつけると、ヒィッと悲鳴が聞こえた。

『何だ、その情けない声は。軟なん弱じやくな奴やつめ！　お前のような奴は世界最強の我が国の海軍にはいらぬ。海にたたきこめ！』

『お、王子。お許しをっ』

　泣き叫ぶ若い軍人を、他ほかの軍人達が躊ちゆう躇ちよしつつ取り押さえる。デズモンドの命令を聞かなければ、次は自分達が海に落とされてしまう。そんな恐怖を与あたえて軍人達を萎い縮しゆくさせる事は、海軍を牛ぎゆう耳じる上で必要なことだと、デズモンドは思っていた。

『デズモンド第二王子。弱い者いじめはそのぐらいになさったらいかがですか』

　そこへ響いた低くて落ち着いた声は、デズモンドの神経をいっそう逆さか撫なでした。鋭するどい眼光で背後にいる男を睨みつける。男は壁かべを伝わる配管に縛しばり付けられているというのに、瞳ひとみには恐おそれや戸と惑まどいではなく、冷静な色が窺うかがえた。

『執しつ事じごときが生意気なっ』

　男の黒い燕えん尾び服ふくはぼろぼろだ。乱れた髪かみに、顔には痣あざ。汚きたならしくみじめな恰かつ好こうをしているというのに、憎にくい弟であるアーサーの執事、ブレイクは、少しも凜りんとした表情を崩さない。それがまた無性に腹が立つ。

『間ま違ちがった道を進もうとする主人を、命がけで止めるのは執事の仕事。あなたにはそんな忠実な執事がいないようですね』

『何だとっ。私はグレートビースト国の世よ継つぎなのだぞ。その私に向かって何と無礼な！』

『いいえ、あなたは第二王子でお世継ぎではありません。お世継ぎは第一王子のレイウッド様です。それに人を蹴り飛ばして怒鳴り散らすあなたよりも、よほど人望がある第三王子のアーサー様もいらっしゃ……』

『黙だまれっ』

　ガツッとブレイクの身体からだを蹴りつけた。怒りが身体を駆け巡めぐる。本来なら八つ裂ざきにして海に放ほうり投げて魚のエサにしてやる所だ。だけどそうはしない。彼にはまだ使い道がある。

　デズモンドはもう一いち撃げきくわえようと振り上げた拳こぶしを止めて、にやりと笑う。

『判っているぞ。お前は憎らしいアーサーを牽けん制せいする人ひと質じちだ。それを知っているお前は、アーサーの足手まといになるぐらいなら死を選ぼうとしている。わざと私に逆らうのはその為だ』

　ブレイクの悔くやしそうな顔がよく見たくて、顎あごを捕とらえてこちらを向かせる。

『だがお前は殺さない。生きてしっかりと私の役に立ってもらう。自殺しようなんて、くれぐれも考えるなよ。国で牢ろうに捕らえられている可愛かわいい妹が、この先生きて外に出られるかどうかは、兄のお前にかかっているのだから。……連れて行け』

　近くにいた軍人達が慌てて駆け寄り、ブレイクの縄なわを解いて腕を抱かかえ上げた。望み通り、彼が悔しそうに唇くちびるを嚙かんだのを見ると、わずかなりとも溜りゆう飲いんが下がる思いだ。

　デズモンドは気を取り直し、前方にうっすらと見えてきた島しま影かげに向かってほくそ笑えんだ。

『見ていろ、私は世界一の海軍を率いて、この世のありとあらゆる国々をこの手で支配してみせる。その為には、海軍をもっともっと強くしなければ』

　おそらくあの島影が百獣国だろう。かの国には、デズモンドが喉のどから手が出るほど欲しい宝物が眠ねむっている。

『これからは木造の帆はん船せんではなく、スピードも出て丈じよう夫ぶな鉄船の時代だ。百獣国を植民地にして、あの国で採れる豊富な鉄をすべて手に入れ、もっともっと海軍を強化してやる。そして私は、この世界のすべてを制する覇は王おうとなるのだ！』

　デズモンドは、青い海に向かって幼い頃ころからの野望を力強く宣言していた。
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「イエミツ。少し相談があるんだ」

　江戸城の廊ろう下かは慌ただしく侍さむらい達が駆け回っている。それもそのはず、誰だれからも信しん頼らいされていた老中の横よこ山やまが秘伝の巻物を盗ぬすみ、そのあげくグレートビースト国からやってくる敵に渡わたしてしまった可能性が高いのだ。しかも、横山が江戸城を去る時に残した言葉によると、敵船はもう間近まで迫せまっているらしい。

　百獣国の三代将軍徳川家いえ密みつも、中なか奥おくの一室で待つ老中達の許もとへ、話し合いをする為に急いでいた。廊下を足早に歩いていた家密を呼び止めたのは、グレートビースト国の第三王子アーサーだ。金色に輝かがやく短めの髪と紺こん碧ぺきの瞳を持つ彼は、その肌はだと同じ真っ白な洋服を着て、真しん剣けんな表情をこちらに向けていた。

「何だ？　アーサー。私は忙いそがしい。相談なら後にしてくれ」

　彼は本来ならば敵国の王子だが、攻めて来ようとしているデズモンドという第二王子に疎うとまれ、以前暗殺されそうになった事がある。デズモンドとはまったく考えが違ちがう彼は、何とか未然に百獣国と祖国の争いを防ごうとしているのだ。

「いや、できればハヤク話がしたい」

　言葉に不自由はないが、アーサーの話し方はややたどたどしい。彼の表情からは、話の内容が切せつ羽ぱ詰つまったものだと受け取れた。家密は傍かたわらに控ひかえている小こ姓しようにちらりと目を向ける。

「老中達に少し遅おくれると伝えろ」

「し、しかし上様……」

「──早く伝えろ」

　やや声が冷たくなってしまった。いつもなら、上様の忠犬だと自他共に認める老中の信のぶ津つ名なが、家密の心を読んだかのように素す早ばやく動いてくれる。だがその信津名は、裏切り者であり家密達の兄だと判明した横山に重傷を負わされ、今は生死の境をさまよっていた。代わりに仕えている小姓は、信津名のようにはあうんの呼吸で動いてはくれない。

　慌てて老中達の許へ走る小姓の背中を見送ってから、家密はアーサーに目を戻もどした。

「相談とはなんだ？」

「デズモンド達がこの国を狙ねらって、スグ近くまで来ているのは間違いないだろう。それでワタシに一つ考えがあるんだ。だが、それを実行するにはワタシ一人ではチカラが足りない。イエミツ、協力してくれないか？」

　アーサーが辺りに目をやり、人がいない事を確かく認にんしてから、家密の耳に口を寄せた。彼の考えを聞いた家密は、軽く目を見開いて、やがて小さく頷うなずく。

「……確かにいい考えだ。だが、それは不可能だろう。どうしても難しい問題がある」

　アーサーが悔しげに唇を嚙んだ。彼も不可能な理由が判わかっているのだ。だが、それでも諦あきらめきれなくて、相談に来たのに違いない。家密は、彼の提案をどうにか実行できないかと頭を巡らせる。そしてふと、みこから聞いたある話を思い出した。

「そういえば……」

　みこから聞いた少しばかり信じられないような話。けれど、彼女が噓うそを言うはずがない。もしあの話が本当で、自分が考えている事が実現できれば……。

「アーサー、お前の提案を実行できる『秘策』が使えるかもしれん。あの男さえいれば」

「あの……男？」

　アーサーが首を傾かしげた。家密は考えを頭の中で素早くまとめる。かなり無む謀ぼうな考えだし、実行できるかは判らないが、やってみる価値はあるだろう。だが一つ、大きな問題があった。

「ああ、あの男を使えばあるいは……。だが問題は、あの男が今どこにいるか、だ。あの男を探すならみこを探した方が……」

「上様、上様！　一大事でございます！」

　そこへ駆かけ寄ってきたのは、江戸城を守る番方だ。泡あわをくったように慌あわてふためく番方に、家密は眉まゆ根ねを寄せた。

「何事だ」

「み、みこ様が戻られました！」

　それを聞いて、思わず安あん堵どの息がもれた。肩かたの力が自然と抜ぬけ、喜びで胸が震ふるえそうになる。愛いとしいみこが、やっと自分の目の届く範はん囲いに戻ってきたのだ。

「みこは無事なのか？」

「は、はい。みこ様はご無事です」

　その答えに、再び胸をなで下ろす。だが続けて番方が発した言葉に愕がく然ぜんとした。

「ですが、みこ様が連れて戻られた家いえ春はる様がかなりの重傷で、意識がないそうです！」

　ひゅっと、息を吞のんだ。家春こと二海は家密の弟だ。その二海が重傷だと、今この番方は言ったのだろうか？

「まさか、二海が……？　一体、どういう事だ！」

　思わず声を荒あららげた。化か妖よう達の頂点に立つ家密が認める程ほど、二海は強い。彼は狼おおかみの一族である徳川家でも、特別扱あつかいされている闇やみ狼ろうの本ほん性しようを持っているのだ。その二海が重傷を負うほどの怪け我がをしたなんて信じられなかった。番方が報告を続ける。

「詳くわしい事は判りませぬが、護衛をしていた稲いな葉ば蛍けい之の進しんの話によりますと、家春様の怪我には、横山様……いえ、横山が関かん与よしている様子。もとお庭番衆で家春様の護衛をしていた誠せい蔵ぞうが、横山の手下だったのだと」

　稲葉蛍之進こと空くう三ざも、誠蔵こと一陸も、二海の護衛として何年も前から町中で一いつ緒しよに暮らしていた。家密も一陸が横山の配下だと知ったのは、つい昨日だ。それを教えてくれた藤菜に、二海達にも知らせるよう富士山へと行かせたのだが、どうやら間に合わなかったらしい。

「医者達が総出で家春様の手当てをしていますが、お命をとりとめるのはかなり難しいと……」

　番方の声がどこか遠くで聞こえている気がした。常に将軍として己おのれを律している家密だが、今はさすがに動どう揺ようしている。

　弟のくせに態度は大きく、みこの事では一歩も引かず、負けず嫌ぎらいだが男気溢あふれる二海。

　本人に言った事はないが、自じ慢まんの弟だ。その命がこの世から消え去ろうとしているというのだろうか。あまりにも信じられなくて、家密はらしくなく表情も動きも固まらせていた。

「……どこだ？」

　やっと絞しぼり出した声を聞き取れなかったのか、番方が首を傾げた。

「二海は……家春はどこだと聞いているのだ！」

　声を荒らげると、番方が慌てて中奥にある部屋だと告げる。家密はすぐさま駆け出した。

　いつも喧けん嘩かばかりで、周りからは兄弟仲がいいなんて少しも思われていないが、本当は違う。

　二海は家密にとって大切な大切な、家族だった。
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　男が江戸城に来るのは二十年程ぶりだった。その間に色んな事があったなと、一人嘆たん息そくする。以前この城を治めていたのは戦国の時代を制した初代将軍だったが、今は氷の将軍と呼ばれるその孫が城の主あるじだ。そしてその氷の将軍は今、男の目の前にいた。

「……これを、お前に頼たのみたい」

　将軍の声も表情も落ち着いたものだ。つい先ほど重傷の弟を見て顔色を無くしていたとは思えない。

　だが男には判っていた。彼は動揺しているし、弟の事が心配でいても立ってもいられない状態だ。しかし将軍としての責任感が、彼をどうにか冷静にさせている。その証しよう拠こに、彼が自分に頼んだのは、この国を守る為ためのある『秘策』に関かかわる事だった。

「しかしこれは……いくら私でもかなり難しいですし、危険ですぞ」

「いいや、お前ならできる。わしが上様にしっかりと太たい鼓こ判ばんを押しておいたぞ」

　ふいに隣となりの部屋から現れたのは、古い友人だった。だが、懐なつかしさを喜び合うような間あいだ柄がらでもないので、ふんっと鼻を鳴らしてしまう。将軍が真剣な眼まな差ざしでこちらを射抜いた。

「江戸城に外国と通じている者がまだいないとは言い切れぬ。だからこの事は、当分はここにいる三人とアーサーだけの秘密だ。……これはお前にしかできない事だ。お前にこの国の未来がかかっている。やってくれるな、──蘭刀斉」

　さすがに化妖達を束ねる将軍だ。声にも眼光にも迫はく力りよくがあった。男……蘭刀斉はふっと笑えみを浮うかべる。

「そうまで言われて逃にげる訳にはいきませぬな。では、今すぐ出発しなければ。わずかな時間でも惜おしい。……少々失礼」

　蘭刀斉は部屋にあった文ふ机づくえに向かって筆を走らせた。そして折りたたんだ手紙を友人に渡わたす。

「みこは今、二海が重傷を負った事で動揺している。少し落ち着いたらこれを私からだと言って渡してくれ」

「それはよいが。……これは一体何じゃ？」

　友人は信しん頼らいできる男だった。だから蘭刀斉も噓はつかなかった。

「みこが神通力を取り戻す方法を書いておいた。かなり危険な方法ではあるがな」

　友人が息を吞み、無表情だった将軍が目を見張った。

「では、私はこれにて。急ぎ出発致いたしますが、城を出る前にぜひとも会って話をしなければならない人物がおりますので」

　蘭刀斉は中庭に出て、白い翼つばさをはためかせ、屋根へと飛んだ。眼下では友人と将軍が中庭に出てきているのが窺うかがえる。どうやら将軍が何か友人に話しかけているようだ。

　何を話しているのだろう、将軍の表情がいやに険しい。だけど、それ以上は気にしている暇ひまはなかった。この自慢の翼に賭かけて、百ひやく獣じゆう国こくの未来を切り開く為の『秘策』を、成功させねばならない。だがもしそれをうまく成し遂とげたとしても、すぐには帰って来られないだろう。

　蘭刀斉は、先ほど考えていた事を再度頭の中で確認した。将軍の話からすると、この国には既すでに外国の敵が迫せまっているらしい。だから万が一の為、自分が持つある知識を将軍の忠犬と名高い男に伝えておかなければならなかった。
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　みこが富士山から江戸城に戻もどって五日が経たっていた。十一月に入ったばかりの江戸城は、慌ただしさに満ちている。いつ襲おそってくるかも判らない外国の敵を警けい戒かいして、侍さむらいや役人達が国を守る為に寝ねる間を惜しんで働いているのだ。

　彼らが廊ろう下かを足早に進む音を背中で聞きながら、みこは布ふ団とんに横たわっている二海を見つめていた。彼は江戸城に帰ってきてからも一度も目を覚まさない。医師達の賢けん明めいな治ち療りようと、みこがつきっきりで水や重湯を口に含ふくませて看病しているから、どうにか命をつなぎ止めていられるが、正直明日はどうなるかも判らない状態だ。

「二海の様子はどうだ？」

　そっと襖ふすまが開いた。振ふり向くと、いつもと同じように冷静な顔つきの家密がこちらを窺っている。ここ数日ほとんど眠ねむっていないはずなのに疲つかれた顔一つ見せないのは、仕えている侍達の志気を下げないようにという、将軍としての家密の配はい慮りよだとみこには判っていた。

「まだ……」

　目を覚まさない、と最後まで言わなくても家密は判わかってくれたようだ。目を伏ふせつつ部屋に入ってみこの隣に座り、小さく息をつく。

　二人で二海をじっと見つめる。たった数日でずいぶん頰ほおがこけてしまった。何とか水分は与あたえているが、唇くちびるも肌はだもかさかさだ。顔色は青いと言うより白くて、まるで人形のようだった。

「……すまない、みこ。私がもっと早く一陸の事に気付いていれば」

　その名を聞くと、悲しみと同時に未いまだに信じられないという気持ちでいっぱいになる。

　一陸は二海が町中で暮らす事になった五年前から、ずっと彼の護衛をしていた。今では二海が座長を務める木こ挽びき芝しば居い小屋の人気女形おやまでもある。江戸の男達みんなが恋こいするという愛らしい顔と、いたずら好きな猫ねこの本性を持つ彼の事は、みこも心底信頼していた。

　だけど、それはすべてみんなを騙だます為の彼の芝居だったのだ。

「ううん。わたしだって一緒に暮らしてたのに、ちっとも気付かなかった。一陸が横山様の配下で、二海の護衛じゃなくて監かん視しをしてたなんて。横山様だって幕府の老中だし、とってもいい人だって思ってた。彼が家密達のお兄さんで、この国を滅ほろぼす為に外国と手を組んでたなんて、今でも信じられない……」

　一陸に裏切られた時の事を思い出すだけで、涙なみだがこぼれそうになった。横山に命じられた一陸は、富士山の社に爆ばく薬やくを仕し掛かけてみんなを殺そうとしたのだ。そのせいで、みこの育ての親であり、炎守でもある雅とみこを庇かばった二海が重傷を負った。雅は二日前にどうにか目覚めたが、二海はまだ意識を取り戻さない。

　一陸の裏切りは、みこの心に衝しよう撃げきとともに深い傷を植え付けた。

「家密、わたし悔くやしい。何も気付かなかった自分が。何もできなかった自分が。わたしはあの場にいたんだから、もっと何かできたはずなのに……」

　二海に目をやって、唇を嚙かみしめる。ぎりりと嚙んで血が滲にじみ始めた所で、そっと家密が肩かたに手を置いた。

「お前のせいではない。老中だった横山も、元はお庭番衆だった一陸もどちらも私の配下だ。私がちゃんと気付くべきだったのだ。そうすれば二海は……」

　家密の声も表情も普ふ段だんと変わらない。だが二海を見つめる金色の瞳ひとみには、悲しみと後こう悔かいの入り交じった複雑な色が見て取れた。

　ここで後悔ばかりしていても、何も始まらないと判っている。だけど、やはりあの時こうしていれば、ああしていればと何度も何度も考えてしまう。

「わたしが神通力さえ使えれば、二海を治療できるのに。ううん、そもそもあの時わたしが一陸達を止められていたら……」

　頭を占しめている一番大きな後悔を、つい口にしてしまう。

　神通力を取り戻しに富士山に帰ったのに、結局炎守になる為の儀ぎ式しきは中断し、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうと共鳴する為の神具である〝能面〟にヒビが入ってしまったのだ。そして、もう一つの神具である守り刀は横山に奪うばわれてしまった。それらがなければ、みこどころか炎守である雅も不思議な力は一いつ切さい使えなくなってしまう。

「いいや。それは違ちがうぞ。無理をして横山達に刃は向むかっていたら、お前の命も危なかっただろう。お前を危険にさらす事は、二海とて一番したくない事だ。お前も二海も炎守様も、命だけは無事で帰ってきたのだ。それでまずはよしとしなければ」

　声も視線も柔やわらかで優やさしかった。家密のそんな表情は大好きだが、今は微笑ほほえみ返せない。

（ううん。あの時わたしがもっとうまく立ち回れていたら……。こんな風に何もできない自分が悔しくてたまらないから、神通力を取り戻そうと富士山に帰ったのに。結局そのせいで二海達を危険な目にあわせてしまった。やっぱりわたしの……）

　みこは心の中を後悔でいっぱいにしながらも、何とか息をついて気持ちを落ち着ける。今までの事ばかり考えていてもどうしようもない。それより、今からどうするかを考えなければ。

「……ねぇ、家密。お師し匠しよう様は見つかった？」

　これだけの傷を負った二海を治ち癒ゆする為には、やはり神通力を再びこの手にするしかなかった。神具がなくても神通力を使う方法はあると、蘭刀斉は言っていた。だがその話を聞こうにも、江戸城に戻ってきてから彼の姿が忽こつ然ぜんと消えてしまったのだ。元々風ふう来らい坊ぼうでどこで何をしているか判らない所はあったが、炎守を守る一族の族長である彼が、雅が重傷を負っているのにも拘かかわらず姿を消すのはずいぶんと不自然だった。

　しかし探そうと思っても、みこは二海のそばを離はなれられない。家密に蘭刀斉を探してくれるよう頼たのんではあるのだが、まだ見つかったという話は聞いていなかった。

　わずかにだが、家密がそっと目をそらした。何か不自然な気がして首を傾かしげようとしたが、すぐに彼がまたみこの目を見つめる。

「──いや、まだだ」

　短く的確な答えにまっすぐな視線は、いつもの家密だった。

　みこはため息をついて思わず俯うつむいた。すると家密がそっと肩に手を置く。顔を上げると、優しい微笑みがこちらに向けられていた。

「みこ、今は二海の看病に集中していろ。……私は本音を言うと、お前が神通力を取り戻すのには反対だ。確かにお前がまたあの強大な力を取り戻せば、今の状じよう況きようは格段によくなるだろう。だがこの国の将軍は私だ。二海も私の弟だ。国民や、家族である弟を守るのは私の役目だ。私はお前の神通力に頼たよるような真似まねはしたくない」

　言い聞かせるようにゆっくりと、だけど力強く優しい言葉。家密はその口調で話し続ける。

「敵に立ち向かう為ための準備も進んでいるし、二海を救う為に江戸城の医師達が手を尽つくしている。必要ならどんなに高価で希少な薬でも、私が必ず手に入れてみせる。心配だろうが、今は堪こらえて待つのだ」

　堪えているのはきっと家密もだろう。いつもと変わらぬ表情の奥に辛つらい悲しみの色が窺えた。

　家密がそっと両手で頰を包み込んでくれる。

「必ず二海の目は覚める。もし覚めなければ、私がたたき切ってでも起こしてみせる。だから心配するな」
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　たたき切っては元も子もないだろう。みこは思わずくすりともらしてしまう。同時に家密の強さと思いやりの深さに気付いた。珍めずらしい彼の軽口は、みこの気持ちを和やわらげようという優しさでもあるのだ。家密に勇気づけられ、みこの心も少しだけ強くなれた気がした。

「──うん。二海は必ず目を覚ます。家密がそういうなら、絶対にそうなる」

　根こん拠きよはない。だけど、口にすればその願いが叶かなうような気がした。

　二海の頰に手を触ふれ、祈いのりを込めて今の言葉を繰くり返す。意識はないが、生きている。だったら目を覚ます可能性だって高い。いつもの自分ならそう考えられるはずだ。だが、立て続けに起こった予期せぬ出来事や裏切りは、みこの心に暗い影かげを落として考えまで悪い方へいかせてしまっていた。

（もしかしたら、雅様が前にわたしに、憎にくしみや恨うらみという感情を知らずに育って欲しいと言ってたのは、それを知るとこんな風に考えまで暗くなってしまうからなのかな。大きな神通力を持つ炎守は、なるべく負の感情を知らない方がいいって言ってたよね。物事を平等に見られなくなるからって。でも……）

　雅の優しさからくる考えだろう。だけどみこは違うと思った。確かに一陸に裏切られて、生まれて初めて憎しみを覚えた。怒いかりに任せて神通力を暴走させてしまうほどに。

　だけどそれを経た今の自分は、以前と少しばかり違うのではないかと思う。

　江戸に来て、みこは色んな出来事を通して色んな感情を覚えた。憎しみも知ったが、人を愛する事も覚えた。それらは富士山の社の中で、外にも出られずにいた時には絶対に味わえないような思いばかりだ。辛くて苦しい事も多いけど、でもそれらを知らずに生きていくよりはずっといい、みこはそう思えるようにまでなっていた。

（心を強く持とう。誰だれに何を言われても、自分が揺ゆらがないように。二海が目を覚ました時に、笑っておはようって言えるように。そんな強い女性に、わたしはなりたい）

　年ねん齢れい的にも精神的にも、自分はまだまだ子供だと思っていた。大人になる為にはどうしたらいいのだろうと考えた事もある。結局は年を経ていけば自然と大人になれるのだと信じていた。

　だけどそれは違う、とはっきりと今気付いた。自然と大人になるのではない。経験と知識と、そして色んな感情を知り精神的に成長した時、たとえ実際の年齢はいくつだろうと、人は大人になるのだろうと思う。そしてみこは、今まさに大人への階段を上がろうとしていた。

　二海を愛している。彼はみこが楽しい時嬉うれしい時、そして苦しい時や辛い時もずっとそばにいてくれた。誰よりも一番大切な人だ。

「二海は必ず目を覚ます。そしてわたしは……」

　彼の手を額に押し当てた。二海が目覚めたら、一番にこの思いを告げよう。みこは心の中でそう誓ちかっていた。

　そんなみこの様子を見ていた家密が、わずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「みこ、お前は……」

「上様、大変にございます！」

　何か言おうとした家密の言葉を遮さえぎるように、襖ふすまの向こうから緊きん迫ぱく感かん溢あふれる声がした。みこは思わずびくりと震ふるえてしまう。とてもとても嫌いやな予感が身体からだを駆かけ巡めぐったのだ。神通力はなくなったというのに、こういう勘かんはよく当たる。

　そう、とても悪い時ほど──。

「何ごとだ」

　家密の鋭するどい声と同時に襖が開いた。正座しているのは息を乱している番方だ。

「た、高たか輪なわの海に、多数の外国船が現れたとの報告が……！」

　ひゅっと息を吞のんで目を見開いた。高輪とは、江え戸ど湊みなとに面した宿場町だ。江戸の玄げん関かん口としても知られ、たくさんの旅人が行き交かっている。

　判わかっていたはずなのに、実際にそんな近くまで敵が迫せまっているという事実を聞いて、改めて身を竦すくませてしまった。だがさすがに百ひやく獣じゆう国こくを統すべる将軍の家密は、顔色一つ変えなかった。

　音もなく家密が立ち上がる。冷静な表情からは想像がつかないほど、静かな闘とう志しが窺うかがえた。

「──すぐに高輪に向かうぞ」

　背を向けた家密に、みこは片手を上げようとして、ちらりと二海に目をやった。これが正しいのだろうか。そんな気持ちも湧わいてくる。それでもじっとしてはいられなかった。

「……家密、わたしも行く」

　意を決して立ち上がり、心とは裏腹の静かな声を出した。状況や雰ふん囲い気きに吞まれてしまっては冷静な判断ができなくなる。だから、みこは一度大きく深呼吸した。

　家密がこちらを見て、眉根を寄せた。驚おどろいた様子がないのは、みこがこう言うのを予想していたからかもしれない。彼を説得する為にも、心をなるべく落ち着かせてから口を開いた。

「本当はここにいて、ずっと二海のそばで看病をしていたい。それが本音だよ。でも悔くやしいけど神通力が使えない以上、わたしがここにいても二海の為にできる事はほとんどない。だけど高輪に行けば、わたしもこの国の為にできる事があるかもしれない」

「駄だ目めだ、みこ。お前が高輪に行ったとしても……」

「もう何の力もないし、役に立てないって判ってる。だけどわたしはこの国を守る炎守となるべく育てられたの。雅様が怪け我がで動けない以上、わたしが代わりにできる限りの事をしたい」

　みこは毅き然ぜんとして顔を上げ、家密の瞳ひとみを正面から見つめた。

「止めたってわたしは行く。この国の行く末を見守る義務が、炎えん華か姫ひめのわたしにはあるから」

　言い切ると、家密が口を開こうとした。だがみこが目をそらさずにじっと見つめると、やがて小さく息をつく。

「──どこかに監かん禁きんして止めても、どうにかしてついてくるのだろうな。……みこ。無茶はしないと誓えるか？」

　家密が譲じよう歩ほしてくれるなんて珍しい事だ。だが、確かに断られたらどんな手を使ってでも高輪に行くつもりだった。それを見み透すかしたのだろう家密が、廊ろう下かに向かって足を向ける。

「お前に一人で行動させる方がよほど危ないのだと、最近気付いた。仕方ない、ついてこい。その代わり、絶対に私の言う事を聞くのだぞ」

　みこは慌あわてて頷うなずきながら、二海の枕まくら元もとにさっと跪ひざまずく。そして彼の頰ほおに手を当てた。

（ごめんなさい、二海。ちょっとだけ一人にするけど、すぐに帰って来るからね）

　症しよう状じようは落ち着いたとはいえ、まだ予断は許さない。けれどここでじっとして、ただ二海の顔を見つめていても何も事態は変わらない。彼の治ち療りようは、専門の医師達が賢けん明めいにやってくれている。だったら、自分は自分にできる事をしたかった。そしてそれはきっと二海が大切に思っている兄の家密や芝しば居い小屋の面々、そしてこの国に住むすべての人々を守る事に繫つながるはずだ。

「行ってきます、二海」

　後ろ髪がみを引かれる思いだったが、意を決して立ち上がった。そして家密の後を追う為ために、一歩を踏ふみ出した。

　向かう先に、明るい未来があると信じて────。
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「横山様、グレートビースト国のお友達が、ようやく高輪に姿を見せたようです。家密公がそちらに向かっていると連れん絡らくが入りました。それに……」

　そろそろ秋も終わろうとしているのに、鈴すず虫むしがリーンリーンと鳴いている。

　横山は、開いた障子の向こうから聞こえるそれに耳を傾かたむけつつも、背後で報告をしていた一陸が言葉をとぎらせたのに気付いて、眉根を寄せた。振ふり向くと、座ざ敷しきの片かた隅すみで跪いていた一陸の顔色がわずかに悪いと感じた。

「それに、何だ？」

　歯切れの悪い言葉は嫌きらいだ。子供の頃ころから知っているが、一陸は何でもはきはきと物を言う方だった。だがそういえば……と横山はふと思い出す。いつからだったろう。ごくまれに、言葉をにごしたり、自分からそっと目をそらしたりするようになったのは。

　そう、今のように。

「……みこちゃんも、家密公と一いつ緒しよに高輪に向かったようです」

　その名前に、ちっと舌打ちをする。不ふ機き嫌げんな表情を見て、一陸が慌てて目を伏ふせた。

「あの女め。百獣国が滅ほろぶのを見せてやろうとせっかく生かしておいたのに、まだあらがう気か。そっちがその気なら、こちらにも考えがあるぞ」

「……あの、横山様。みこちゃんはもう神通力も使えないですし、もし高輪に来たとしても何もできません。放ほうっておくのがよろしいかと思います。それより、家密公の動向を……」

「いや、私はあの女が気になる。一時の気まぐれで生かしておいたのは間ま違ちがいだったかもしれぬ。あの女を甘く見たせいで、江戸城に攻せめ入ろうとした諒りよう影えいは失敗したのだからな。……炎守と二海は、あの傷では命が助かったとしても、当分の間は動く事もままなるまい。家密の相手はデズモンドに任せればいい」

　横山はそこで言葉を句切った。頭にすみれ色の瞳をしたみこの姿が浮うかぶ。まだあどけなさを残した少女だが、油断してはいけないと本能が囁ささやいている。

「だがあの女はやはり、私が始末をつけるべきだった。……一陸。みこを見張れ。ここまではすべて計画通りに来ている。ただ一つの不安材料はあの女だ。諒影のようにあの女を放っておいて、計画をめちゃめちゃにされてはまずい」

　横山は金色の瞳を鋭くして、障子の向こうに見える、まるでにんまりと笑えみを浮かべたような口にも見える三日月を見つめた。

「いいか、一陸。この計画をやり遂とげて、私のものになるはずだったすべてのものを、必ずこの手に取り戻もどしてみせる。私は正統な徳川家の第一子なのだから！」

　元々百獣国の頂点に立つのは、徳川家の第一子だった自分のはずなのだ。それなのに、徳川家に不ふ吉きつをもたらす闇やみ狼ろうとして生まれたばかりに殺されかけた上、庶しよ民みんの子供として育てられた。家密が持つ権力も財力も家臣達も、元を正せばすべて自分の物なのだ。それを取り戻す為に、弟である家密の家臣のふりをするという屈くつ辱じよくに何年もの間耐たえ抜ぬいてきた。

「一陸、私はお前の主君だ。忍しのびであるお前にとって私の命令は絶対だ。それに──お前は私に返しきれないほどの恩があるだろう？」

　最後は含ふくみ笑いとともに、わざとらしいほど優やさしい声を出した。

　ここの所、一陸の様子がおかしいのには気付いていた。殺せと命じて一陸がとどめを刺さしたはずの雅も生きている。手元がくるって急所を外してしまったと彼は詫わびたが、本当はわざとではないかと疑ってもいた。

　まさかとは思うが、二海のもとに潜せん入にゆうしている間に、情が移ってしまったとも考えられなくもない。だから、しっかり思い出させなくてはならない。本当の主君は、誰だれなのか。

　一いつ瞬しゆんびくっと震えた一陸が、すぐにすべての表情を消した。それはずっと昔、まだ子供だった彼が、すべてに絶望していた彼が、よく見せていた表情だ。

「はい、横山様。あなたがいなかったら、僕は今、生きてはいません」

「そうだ、お前が一番苦しかった時、そばにいたのは二海ではなく私だろう？　お前の命を救い、お前に生きる目的を与あたえた。さあ、一陸。お前の主人は誰だれだ？」

　顎あごを撫なでてやると、本ほん性しようが猫ねこの一陸の頭から、猫耳がぴんっと飛びだした。顔には先ほどまでの戸と惑まどいの表情は少しも見られない。

　一陸がにんまりと、横山の一番見たかった冷たい笑みを浮かべた。

「──もちろん、僕の大切なご主人様は横山様だけです」

「では、私の命令を聞け。みこを見張るのだ。あの女が余計な事をしでかしそうな時は、必ず報告しろ。いいな」

　御ぎよ意い、と頭を下げた一陸を、横山は満足げに見つめていた。
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　みこが家密や幕府の役人達と江戸城を出たのは夜半すぎだった。馬に乗る家密に摑つかまって夜の江戸を駆け抜け、高輪の海についた頃には白々と夜が明け始めていた。

　高輪に来たのは初めてだった。以前見た品川の海と同じくらい、高輪の海も朝日をきらきらと反射して美しい。だけど白いさざ波の中に、不気味な黒い斑はん点てんのようなものが窺うかがえた。

　砂すな浜はまのすぐ近くにある岩山に立って、みこは海に向かって目を凝こらした。黒い斑点は数にして三十ほど。それがすべて敵の軍ぐん艦かんである事は間違いなかった。

　今の時点では、かろうじて目視できるぐらいの距きよ離りにいるので黒い斑点にしか見えないが、実際にはかなり大きい船だろうと想像はついた。軍艦はそれ以上近づきもしないが、立ち去りもしない。どうやら向こうもこちらの様子を窺っているらしかった。

「近きん隣りんの住民達の避ひ難なんは終えたか？」

　背後で家密の声が聞こえた。この岩山は高い位置にあるので、砂浜や海の様子が見み渡わたせる。その為、幕府の拠きよ点てんとして天幕が張られた野営地が作られていた。この岩山と眼下にある砂浜あわせて侍さむらいや役人達が千人ほどはいるだろうか。

　慌ただしく辺りを駆かけ回る侍達からは、緊きん迫ぱく感かんとともに好戦的な獣じゆう気きがあふれ出していた。侍のほとんどは肉にく食しよく獣じゆうだ。彼らの本能が強い敵を前にして、興奮しているのだろう。

　そしてそれは、銀色の狼おおかみの本性を持つ将軍も同様のようだった。

「……家密。怖こわい顔してるよ」

　海に浮かぶ軍艦を鋭するどい眼まな差ざしで見つめている家密は、目には見えない獣気を全身から発していた。獣気が強い化か妖ようには近づくなと言われる通り、より強い化妖ほど大きな獣気を持っている。それを証明するように化妖の頂点に立つ家密の獣気は、近づくのも恐おそろしいほど強大だ。

「心配するな、大だい丈じよう夫ぶだ」

　短い一言だったが、言葉と同時に攻こう撃げき的な獣気が和やわらいだ。敵を前にしても冷静さは失わない。さすが家密だと、みこはほっと胸をなで下ろす。そこへ一人の侍が、家密とみこがいる岩山に駆け登のぼってきた。

「上様、小こ舟ぶねが参ります……！」

　家密の瞳ひとみがきらりと光る。みこは慌てて持ってきていた布ぬの袋ぶくろから遠めがねを取り出して、海へと向けた。肉眼では判わからなかったが、確かに手こぎの小舟が一艘そう、こちらに向かっている。

「家密、二人乗ってるよ。それに白旗を振ってる……！　どういう事？」

「自分達は戦う為にきたのではないから、攻撃するなという合図だ。おそらく交こう渉しよう人だろう。……面おも白しろい、その二人を私の前に連れて来い」

　侍が頭を下げて、岩山を降りていく。みこは遠めがねをじっと見つめた。そして家密にもよく判るよう、口に出して彼らの事を伝える。

「船をこいでるのは、ずいぶんと逞たくましい感じの人だよ。そうとう鍛きたえてるっぽいから、軍人さんだと思う。……でも一緒に乗ってる人は、ひょろりと細い体型の中年の人。あの人は軍人さんには見えないな」

「軍人であろうがなかろうが、敵には違ちがいない。何をしに来たかを、まずは見み極きわめなければ」

　それに頷きながら、みこは百ひやく獣じゆう国こくとグレートビースト国が戦うのだけは何とか避さけられますようにと、心の中で祈いのっていた。




　白旗を振っている敵の小舟は、そろそろ遠めがねがいらないほど近くまで来ていた。みこが肉眼で彼らの姿を確かく認にんしていると、家密の渋しぶ々しぶといった声が聞こえた。

「……みこ、気は進まないが、空三を呼んできてくれ。あいつは外国の言葉が話せるから、もしもの時の為ために侍達と一緒に来るよう命じておいた。あいつに通訳をさせる」

「ええ!?　空三にそんな大役を？　それってかなり無む謀ぼうだと思うけど。だって同じ百獣国に住んでたって空三の発言は理解できない事が多いのに。いくら外国の言葉が話せるからって、ちゃんとそれをわたし達に伝えたりできるのかな」

　失礼だと思ったものの、みこはつい本音を口にしてしまう。

「それはよく判っている。私はあいつとは乳ち兄きよう弟だいで、赤子の時からの知り合いだからな。私もできたらあの訳の判らない男に、こんな重要な事はさせたくない。だが外国の言葉が不自由なく話せるのは、江戸城では空三だけだ」

　二人でため息をつくと、背後から聞き慣れた声がした。

「おお、師し匠しよう。やっと見付けました」

　振ふり向くと、道どう化け役の三枚目役者だというのにやたらに整った顔をした空三が、こんなに緊迫感に満ちた状じよう況きようだというのに涼すずしい顔で立っていた。蛇へびの本性を持つ空三は、みこの作る料理を大いに気に入っていて、一方的に師匠と呼んで従って（つきとまって？）いるのだ。

　普ふ通つうならみこも、料理を気に入ったから弟で子しになりたいとまで言われたら嬉うれしいのだが、彼の場合はちょっと事情が違う。

　この江戸城一賢かしこく、江戸城一の剣けんの使い手で、家密の乳母うばで大おお奥おくで絶大な権力を持つ春華かすがの局つぼねを母に持つ、何から何まで完かん璧ぺきな男は、性格がとてつもなく〝変〟なのだ。

「師匠、侍達に訳が判らないまま連れて来られたのですが、一つだけ判っている事があります。今は朝です。せっかく海に来ているので、海の幸さちを使った師匠の朝食が力いっぱい食べたいです。今すぐ作って下さい！」

「空三、周りの状況を見て空気を読んで！　今は朝ご飯どころじゃないでしょっ」

　思わず突つっ込んでしまったが、空三は何を言われているのか判らないようで、きょとんとしている。常識からも周りからも外れているというのに、それを一いつ切さい気にしない空三に呆あきれたのか、家密が額に手を当てた。

「朝食は後だ、空三。今からおそらく敵の交渉人が来る。その話し合いで、敵との戦いが始まるか、それを避けられるかが決まるだろう。気は進まないが、お前にその通訳を……」

「気が進まないなら、ワタシに通訳を任せてくれないか」

　聞こえた声にはっとした。声がした方を見ると、アーサーが足早に岩山を上がってくる所だった。家密が驚おどろいたように軽く目を見開く。

「なぜ来たのだ、アーサー。デズモンド達からしたら、お前は死んだ事になっているのだぞ。城で待っていろと言っただろう」

「ワタシの国の船が攻せめてきたんだ。トテモじっとはしていられなかった。……さっき軍艦からボートが出てきたと聞いて、遠メガネを借りて見てみたが、一人は軍人でもう一人はデズモンドが可愛かわいがっている商人だ。あの男はワタシも知っている。百獣国とも交易していて言葉が堪たん能のうだから、何か話をさせる為によこしたんだろう。お願いだ、ワタシに話をさせてくれ」

　目の前まで来たアーサーが真しん剣けんな表情で訴うつたえた。しかし家密は眉まゆ根ねを寄せたままだ。

「だがデズモンドという男は、お前の命を狙ねらっているのだろう。せっかく死んだことにして、あいつの魔まの手から逃のがれたというのに、今出ていったら生きている事がばれてしまうぞ」

　グレートビースト国の第二王子であるデズモンドは、女王と同じライオンの本性を持ち、人望もある弟のアーサーを疎うとんでいたらしい。彼の執しつ事じであるブレイクを脅おどし、殺すよう命じていたのだ。しかし結局忠誠心厚いブレイクはアーサーの命を奪うばうことはできず、デズモンドには殺したと噓うそをつき、人ひと質じちにされた妹を救う為に国に戻もどっていた。

「いや。デズモンドはオロカだが馬ば鹿かではない。ヨコヤマから本物の秘伝の巻物を受け取ったという事は、ブレイクが持って帰った秘伝の巻物が、ニセモノだとばれているという事だ。だったらワタシを殺したというブレイクの話も、噓だとばれた可能性が高い。という事は……」

　アーサーの握にぎった拳こぶしが震ふるえている。デズモンドはブレイクに、アーサーを殺せという命令とともに、百獣国の情報が書かれた秘伝の巻物を盗ぬすめとも命じていた。

　みこの機転で偽にせ物ものの秘伝の巻物を作り、ブレイクが人質にされた妹を国から連れ出す時間を稼かせぐ予定だったが、それも横山という予期せぬ裏切り者のせいで、すべて相手にばれてしまっている可能性が高かった。

　アーサーとブレイクの主従の絆きずなは、とても強い。それは彼らと接したみこが一番よく知っている。ブレイクの身を案じるアーサーの気持ちは痛いほどよく判った。

　それでもアーサーは、家密とみこを見つめて、気き丈じような様子で口を開く。

「デズモンドはズル賢くて用心深い。ブレイクが裏切ったと知っても、その場の勢いに任せて処しよ刑けいしたりはしないだろう。必ずワタシへの切り札として一いつ緒しよに連れて来ているはずだ。だから、ワタシに交渉人と話をさせて欲しい。モチロン通訳はちゃんとやるし、百獣国と戦せん闘とうにならないよう最善を尽つくす。……こんな時なのに心苦しいが、ブレイクの事が心配なんだ」

　それは当然の事だとみこは思う。ブレイクを盾たてに、デズモンドがどんな要求をしてくるかも判らない。できたら彼の要望を叶かなえたいが、決めるのは百獣国の将軍である家密だ。

　そっと見上げると、家密の金色の瞳が鋭く光った。

「……アーサー。お前は敵国の王子だ。本来なら将軍である私はこの大事な場面で、通訳という大事な役をお前に任せたりはしない。だが百獣国に来てからのお前をよく知っているし、私の信しん頼らいを裏切らない男だとも判っている。……しかし念ねんの為に聞く。信用していいのだな？」

　鋭えい利りな眼差しに、アーサーは曇くもり一つ無いまっすぐな目で大きく頷うなずいた。そして腰こしに差していた異国の剣をすらりと抜ぬいて、顔の前で縦に構えた。

「最愛の母、グレートビースト国のヴィクトリア女王に誓ちかう。ワタシは戦い続きで疲つかれ切っている母国の為にも、百獣国との戦いを絶対に止めさせたい。その為に兄のデズモンドと戦う事になったとしてもかまわない。この命に代えても、兄を絶対に止めてみせる！」

　凜りんとした声と表情だ。彼の決意が直接心に響ひびいてくるようだ。そして、それは家密にも届いたようだった。真剣な表情のまま、ゆっくりと頷く。

「いいだろう。ではお前に通訳を任せる。外国の言葉を話せる者は、今の所お前と空三だけだ。空三よりはお前の方が何千倍も安心だからな」

　微笑ほほえんだアーサーとは対照的に、空三がむっとした顔をする。

「どういう意味ですか？　いくら上様でも今の言葉は聞き捨てなりません。アーサーも私と同じくらい空気が読めない男ですよ。憧あこがれの忍にん者じや屋や敷しきで興奮して暴れ回ったせいで、建物を半はん壊かいさせたくらいです」

　記き憶おくに新しい出来事だった。確かにあの時のアーサーは空三と同じくらい〝変〟だった。だが家密は考えを変える気はないようだ。

「アーサーはふざけていても、きちんと時と場合を考えている。だがお前は時と場合が判っているくせに、まったく気にしない。判らない奴やつよりもよほどたちが悪いぞ。……昔から江戸城で悪目立ちしていたお前のあだ名を知っているか？　〝江戸城で一番賢い大おお馬ば鹿か者〟だ」

　なんて的を射たあだ名だろうと、思わず唸うなってしまう。家密は更さらにむっとした空三にさっさと背を向けた。

「アーサー。砂すな浜はまに降りるぞ。もうすぐ小舟がつくだろう。準備をしなければ」

「あっ、じゃあ、空三。わたしは家密と一緒に行くから。朝食が作れなくて悪いけど……」

　まだ仏ぶつ頂ちよう面づらをしている空三に両手を合わせて謝っていると、家密がふいに立ち止まった。

「みこ、お前は駄だ目めだぞ」

「えっ!?」

　驚いて目をぱちくりさせてしまう。家密がこちらを向いてゆっくりと首を振った。

「一緒には連れて行けない。お前の熱意に負けてここまでは連れて来たが、これ以上は駄目だ。大人しく空三とここで待っていろ」

「で、でも……」

　何とか連れて行ってもらおうと説得しようとしたが、家密はまったく取り合わなかった。

「何と言われようともここは譲ゆずれないぞ。敵はたった二人だが、あいつらが何をするか判わからない。危険な場所には絶対にお前を連れて行かない。ここからでも様子は見えるはずだ。空三と一緒に、ここから砂浜を見ていろ」

　家密がアーサーを連れてさっさと岩山を降りてしまう。あまりにきっぱりと拒きよ絶ぜつされて、呆ぼう然ぜんとしていたみこは、彼らの姿が見えなくなった頃ころ、ようやくはっと我に返った。

「ええ!?　本当に置いてかれちゃったよ。もう、家密ってば。連れて行ってくれたっていいじゃない。ここからじゃ様子は見られても、何を話してるかまでは聞こえないよ。それじゃ、何にも情報が入らないでしょ！」

　頷いたのは、隣となりにいた空三だった。

「ええ、師匠、お腹立ちはごもっとも。上様は判っていらっしゃらない。江戸城一の武芸の達人で、江戸城一賢いと言われた私がどれだけ役に立つのかを。私にだって通訳ぐらいきちんとできます。それなのに私を置いて、アーサーを連れて行くなんて……！」

「いや、それは正しい判断やろ」

「そうでしょ、煙えん助すけ！……あれ？」

　上方なまりの聞き慣れた声に思わず返事して振ふり向くと、そこに立っていたのは、みこの親友である小こ猿ざるの化か妖よう煙助ではなく、その兄の煙えん太ただった。煙太は煙助と違ちがってちゃんと人の姿をしているのだが、兄弟だけあって声がそっくりだ。

「あっ、煙太さん。いつ実家から戻ってきたんですか？」

　みこは目を丸くした。炎えん上じよう事件の後、江戸城で療りよう養ようしていたはずの彼がいなくなったので探していたら、煙助からしばらくの間実家に帰ったと聞かされていたのだ。

「つ、ついさっきや。煙助から外国の敵が来てるって聞いたから、慌あわてて来てん」

「じゃあ煙助も一緒？」

「い、いやいやいや、煙助は江戸城に居残りや」

　慌てて両手を振る煙太の様子が何かおかしい、そう考えて、みこはふと気付いた。

「そういえばわたし、煙太さんと煙助が一緒にいる所、一度も見た事ないんだよなぁ」

　それは何度か感じていた疑問だった。空三がまじめな顔で、煙太を指差した。

「師し匠しよう、まだお気付きでないのですか。では弟で子しである私が真実をお伝えしましょう。煙太と煙助は同一人物なのですよ」

　あっさりと、だけどはっきりと言い切った空三に、みこは思わず目を見開いた。

「空三ーっ。な、ななななな何てこと言うねんっ。空気読めや、アホッ」

　煙太が顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。みこはしばらく目をぱちくりしていたが、こみ上げてきた笑いを抑おさえられず、ついには吹ふき出していた。

「あははっ。また空三ったら変な事ばっかり言って。煙太さんと煙助が同一人物のはずないでしょ。そりゃ二人とも声はそっくりだけど、それは兄弟だからだし。二人一緒にいる所見た事ないけど、それはいつもどちらかが実家に帰ってるからだし。それに煙助から兄弟がいるなんて一度も聞いた事がなかったのに、突とつ然ぜん煙太さんが現れたのはすごくおかしな感じだったけど、それは煙助が家出してたから家族の事を話したくなかっただけだし」

　空三が呆あきれたような表情で、丸眼鏡を押し上げた。

「師匠、煙助と煙太の話を鵜う吞のみにしすぎです。おかしいと判っているのに、どうして気付かないのですか」

「空三っ。いい加減その軽ーい口を閉じろや！　みこがそう思ってるんやったら、それでええやないか！……あ、みこ。それより、外国の船から小こ舟ぶねが出てきたって話聞いたか？　その対応をしに、上様がアーサーを連れて砂浜に降りていったんやろ？」

　気を取り直してみこが頷くと、煙太が顎あごに手を当てた。彼はやや垂れ目で可愛かわいらしい顔立ちなのだが、まじめな顔をすると途と端たんに凜り々りしくなる。

「さっき、役人達が話してるの小耳にしたんやけど、その船、そろそろこっちにつくらしいで。砂浜に急きゆう遽きよ天幕を張って、そこで上様と対面するらしいわ」

「ほんとに？　煙太さん、その天幕ってどの辺りか判る？」

　煙太が指し示したのは、眼下にある砂浜のちょうど左手だ。十人ほどの侍さむらい達が、大きな布を広げている。どうやら今から天幕を張るらしい。

　みこはその場所の裏手が、ちょうど岩場になっている事に気付いた。

（あそこなら身を隠かくせそう。天幕は頭上にしか布を張ってないみたいだし、あの岩場からならこっそり家密達の様子も覗のぞけるはず）

　みこはそれを確かめて、すぐさまきびすを返した。

「ありがとう、煙太さん。わたし砂浜に行って、外国の交こう渉しよう人がどんな話をするのか、探さぐってくる！」

「そういうと思ったで。みこ一人じゃ心配だから、わいも一緒にいったるわ」

「師匠、私も参ります。そしてアーサーが言葉の訳し方を少しでも間ま違ちがえたら、乗り込んでいって訂てい正せいします！」

　三人で駆かけ出したものの、約一名ちっとも状じよう況きようを理解していない男がいる。それでも外国の言葉が話せる空三が一緒に来てくれるのは心強かった。

　みこは走りつつ、気を引き締しめ直す。アーサーも言っていたが、小舟に乗ってやってくるのはデズモンドの使者のようだ。これから始まる話によっては、百ひやく獣じゆう国こくとグレートビースト国との戦いが始まってしまうかもしれない。

　それだけは何があっても阻そ止ししなければならないと、みこはそう、心に誓っていた。




　みこの赤毛を強い海風が揺ゆらしていた。白い砂浜にはたくさんの侍達が整然と並んでいる。辺りには異様な緊きん迫ぱく感かんが漂ただよっていて、侍達肉にく食しよく獣じゆうが放つ獣じゆう気きに背筋がぞくぞくするほどだ。

　砂浜に並んだ侍達以外にも、敵には見つからないような場所に幕府の役人達が控ひかえていた。先ほどいた岩山からも確かく認にんできたが、家密が話し合いに来た敵と対面する為ために張られた天幕の裏手には、身を隠すのには絶好の岩場がある。そこで話し合いをこっそり聞こうと思ったが、もちろんそこにも役人達がいた。彼らはみこ達がやってきたのを見て、かなり困こん惑わくしているようだった。

「……あなた方がここの守りを？　それは本当に上様の許可を得ているのでしょうな」

「当たり前です。私を誰だれだと思っているのですか。母は大おお奥おく総そう取とり締しまり役やくの春華の局、父は長なが崎さき奉ぶ行ぎよう、稲葉竜りゆう之の進しん。私自身も幼少の頃から上様の小こ姓しようを務め、今はその弟君である家春様の護衛ですよ。上様の信しん頼らい厚きこの私が、噓うそをつくはずないでしょう」

　小声での役人との言い合いに、空三は一歩も譲らなかった。みこは話を聞いていて、ちょっぴり呆れてしまう。前半は本当の事だが、後半はほぼ噓だ。空三は家密にまったくこれっぽっちも信頼されていない。それでも役人達は信じたようで、戸と惑まどう表情でちらりとこちらに目を向ける。

「まあ、みこ様は上様の大事な方だと聞いてはいますが……」

「そうですとも。その師匠と私がここの守りを上様から仰おおせつかっているのです。ですから今すぐあなた方は立ち去るように。そうでないと、みこ様の邪じや魔まをしたという事で上様のみならず、母の春華の局があなた達にいつも持っている鉄てつ扇せんで百叩たたきの刑けいを実行するかと……」

「ひぃっ、あの鉄扇で叩かれたら二度と歩けなくなるって話だぞ！　おい、行こうっ」

　役人達が真っ青になって、逃にげるように岩場から走り去る。おかげで砂すな浜はまの天幕もばっちり覗き見できる位置に陣じん取どれた。しかしみこは逃げ出した役人達が、気の毒だと思ってしまう。

「やっぱり、春華の局様ってみんなに怖こわがられてるんだね。……うーん、やり方には色々と問題ある気がするけど、とりあえず岩場が確保できたからよしって事で」

　みこは早さつ速そく岩場に身を隠して、天幕の方に目をやった。ここからだと、天幕の下に座っている家密の後ろ姿が窺うかがえる。その視線の先に目をやったみこは、はっとした。

「二人とも、敵の交渉人が来たみたいだよ、ほら、隠れて！」

　背の高い空三をどうにかしゃがませる。天幕の裏手なので目立たないが、家密達とはそう距きよ離りはない。今は砂浜にいる侍達がざわついているので少しばかり喋しやべっても大だい丈じよう夫ぶだが、この後はそうもいかないだろう。

　みこは息を詰つめて、緊きん張ちようしつつ歩いてくる二人の男を見つめた。

　彼らは明らかに、百獣国に住むみこ達とは肌はだの色や顔立ちが違う。一人は筋きん骨こつ逞たくましく、黒い洋服を着ていた。彼から発せられる獣気は攻こう撃げき的で、その圧あつ迫ぱく感かんに気分が悪くなってしまいそうになる。彼はほぼ間違いなく肉食獣だ。彼の獣気がそう物語っていた。

　そして男の一歩先を歩くのは、やせぎすの中年の男だった。周りを囲む百獣国の侍にびくびくする様子を見せつつも、足取りはしっかりしていた。発せられている獣気は弱々しく、彼が草そう食しよく獣じゆうだと証明しているかのようだ。空三が彼らを見て、ふむと呟つぶやき顎あごに手を当てた。

「アーサーが、デズモンドに可愛がられている商人が小舟に乗っていると言っていましたが、どうやらあの瘦やせた男がそのようですね。お金の匂においがぷんぷんします」

　煙太も、みこ達の後ろから窺いながらうんうんと頷うなずく。

「そうやな、金かね勘かん定じようしてる姿が目に浮うかぶわ」

「しっ、二人とも静かに。何か話し始めたよ」

　みこは口元に指を当ててから、天幕の方へと意識を集中させた。

　とても急きゆう遽きよ用意したとは思えない、立派な朱しゆ塗ぬりの椅い子すに座った家密の前に、瘦せた男が進み出る所だった。アーサーとよく似た、やや発音がおかしな言葉が聞こえてくる。

「……初めまして、将軍サマ。ワタクシはジョージ。デズモンド王子の代理で来ました。おや、そちらにいらっしゃる方は、我がグレートビースト国の太陽と謳うたわれたアーサー王子によく似ていらっしゃる。なんたる偶ぐう然ぜん……」

「メンドウだな。ジョージ。王室の御ご用よう達たし商人のお前がワタシを見間違うはずがないだろう。デズモンドに可愛がられているからって、イヤミな性格まで真似まねしなくてもいいんだぞ」

　アーサーにぴしゃりと返されて、笑え顔がおを浮かべているジョージの眉まゆだけがぴくんと上がった。

「デズモンドの周りでは、お前が一番百獣国の言葉が上手だからな。またこれで兄に気に入られるぞ。よかったじゃないか。さあ、どんな話があってきたんだ？」

　どうやらアーサーは、ジョージという男をよく知っているようだ。しかしその攻撃的な口調から察すると、決して彼の事をよくは思っていないようだった。薄うすら笑いしていたジョージが、さすがに忌いま々いましそうにアーサーを睨にらみつけた。だがすぐにふんっと鼻を鳴らす。

「女王様も国民達も、あなたは遠い異国で死んだと思っています。それも異国の……つまりこの百獣国の将軍に殺されたのだと。その敵かたきをとる為に、デズモンド王子が海軍を連れてやって来られたのでございます」

　みこは思わず目を見開く。とんでもない誤解だと思ったが、すぐにそうではないと気付く。

　おそらくそれは、デズモンドがブレイクにアーサーの命を狙ねらわせた時から立てられていた計画だろう。目め障ざわりなアーサーを殺した上に、その敵かたき討うちと称しようして百獣国に攻せめ込むつもりだったのだ。

　最初からそんな計画を立てていたとするなら、デズモンドは何とずるがしこい男なのだろう。みこは腹立たしささえ覚えた。そしてアーサーもみこと同じ事に気付いたようだ。

「やはりそういうシナリオか。何が敵をとる為だ。ワタシの命を狙っていたのは、あいつなのに！」

　アーサーの怒いかりの獣気を浴びて、草食獣だろうジョージは怯ひるんだように一歩後ずさった。しかしそれ以上は何とか踏ふみとどまって、ほくそ笑む。

「ですが、女王陛下はそう思ってはおられません。あなたが直接グレートビースト国に戻もどってお顔をお見せにでもなれば生きているとシンヨウなさるかもしれませんが、そうするには時間が足りないでしょう。なにせ、母国までは船で一月ほどかかりますから。その間にこの小さな島国は、あのムテキの軍ぐん艦かんによって人の住めない荒あれ地となるでしょう」

　ジョージが指差したのは、海に浮かぶ不気味な黒い軍艦だ。目視できるまで近づいたその甲かん板ぱんには、黒光りする大たい砲ほうがいくつも積まれている。もしその数え切れないほどの大砲が火を噴ふいたら……みこは想像しただけで背筋をぞっとさせた。

　悔くやしそうに顔を歪ゆがめたアーサーに対して、ジョージは満足げな笑みを浮かべていた。その笑みのまま、家密へと視線を移す。

「ハジメテお目にかかります。将軍サマ。長崎の方へは何度も貿易の為に立ち寄らせてイタダイテ、あなたのお噂うわさは伺うかがっております。ナルホド、江戸中のすべての美び姫き達が憧あこがれるというその銀色の髪かみ、そして……」

「見え透すいた世辞はいらぬ。用件を言え」

　冷静な言葉とともに、家密が全身から目には見えない獣気を発した。途と端たんにジョージがヒィッと悲鳴をもらす。百獣国一の獣気を持つ肉食獣の家密に、草食獣であろうジョージの本能が恐おそれおののいたのだろう。それでもジョージは何とか息を整えて、家密を見み据すえた。

「ワ、ワタクシはデズモンド王子の代役です。あまり扱あつかいを乱暴にすると……」

「──もう一度だけ言うぞ。用件を言え」

　迫はく力りよくのある金色の目で睨みつけられて、ジョージが真っ青になる。そのまま一歩後ずさろうとしたが、一いつ緒しよに来ていた軍人に背を叩かれてはっとした顔になった。

「で、では、単刀直入にデズモンド王子からのお言葉をお伝えします。百獣国の将軍、トクガワイエミツサマをぜひ世界一と言われる我が軍艦へご招待したい。そしてそれぞれの国の未来について語り合いたい、との事です」

　うやうやしく片手を胸に当てて礼をしたジョージに、家密がふっと冷たい笑みを浮かべた。

「未来について、か。空々しいな。戦せん闘とう態勢が万ばん全ぜんに整った軍艦で我が国に接近しておいて、どんな未来について語るというのだ」

　じろりと睨まれて、ジョージが縮み上がった。それでも役目は忘れていないようだ。

「ふ、船の上ですので、あまり大人数で来られてはパーフェクトなもてなしができません。お世話役の者を一人ぐらいなら構いませぬが、それ以上はご遠えん慮りよ願いますようにとの、デズモンド王子からのお願いです」

「願いだと？　ふっ、強制だろう。もし行かないと断ったら、すぐに攻撃を始めるとでも言う気だろう」

　図星だったようだが、ジョージは慌あわてる様子もなく、余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。

「さすがは百ひやく獣じゆう国こくの頂点に立つ将軍サマ。話が早くて助かります。さあ、どうされますか？」

「もちろん伺おう。話をしたいのはこちらも同じだ」

　答えに躊ちゆう躇ちよはなかった。堂々と返事をした家密に、逆にジョージが驚おどろいたようだ。周りにいた侍さむらい達もざわついている。

「危険です。上様。敵船ですぞ。せめて腕うでの立つ者達を……！」

「いらぬ。私はこの百獣国の化か妖よう達の頂点に立つ、最も強き者だ。護衛など必要ない。……だがそうだな。アーサー、お前は一緒に来い。通訳が一人はいた方がいい。この男が私の言葉をきちんと相手に伝えているか、ちゃんと聞いていてくれ」

　アーサーがThank youと答えて頷いた。みこはこんな時に家密の強さと優やさしさを知る。執しつ事じのブレイクの安否を心配しているアーサーは、デズモンドが乗る船に彼がいるかどうかぜひとも自分の目で確かめたかっただろう。おそらく家密は、それを踏まえた上で彼を連れて行くといったのだ。

「お前達が乗って来た小こ舟ぶねでは、私達までは乗れないだろう。船はこちらで用意したものに乗っていく。だが、あの軍艦に乗り込むのは私とアーサーだけだ。それでよいな？」

「モチロンです。ではあまり遠くまで足を運んで頂くのもモウシワケないので、デズモンド王子の軍艦だけ、あの小島に近づいて停てい泊はく致いたします。準備しておきますので、日が暮れる頃ころにおいで下さいませ。船から見る夕日はそれはそれは美しいですから、それを見ながらお食事でもというデズモンド王子の計らいでございます」

　砂浜から少し離はなれた海辺に、岩と木々に囲まれた小島があった。見る限りどうやら無人島のようだ。家密が承知したと頷くと、ジョージが一緒に来ていた軍人に目配せした。すると、彼が懐ふところから出した赤い布を海に浮かぶ軍艦に向かって大きく振ふる。それからしばらく経たって、軍艦の中でも一番大きな船が、こちらに向かってゆっくりと動き始めた。

　岩いわ陰かげからそれを見ていたみこは、隣となりにいる空三と煙太にそっと目をやった。心の中には、闘とう志しが満ちあふれている。それが表情に出たのだろう。

　煙太が困ったような顔で、みこの肩かたを摑つかんだ。

「みこ、考えてる事が丸まる判わかりやで。内ない緒しよであの軍艦に忍しのび込もうとか考えてるやろ。でも、それはあかんと思うわ。どうやったって無理やって」

　考えている事を見事に言い当てられたが、どんなに止められたって、やめるつもりは毛頭ない。みこは毅き然ぜんとして、煙太を見つめた。

「無理じゃないよ。家密達は話し合いをしないといけないし、見張られてるだろうから、軍艦の様子を探さぐるまではできないと思う。向こうは秘伝の巻物があるから、こちらの情報は筒つつ抜ぬけなんだよ。こっちも対たい抗こうできるぐらい相手の事を知らないと。あの軍艦に行けば、きっと敵の情報が摑めるはず」

　どんなに頼たのんでも、家密が連れて行ってはくれないとよく判っている。だから危険ではあるが、忍び込まなければならないだろう。そして見つかってしまうのだけは、絶対に避さけなければならない。

「危険な賭かけだって判ってる。だけど、相手には情報を握にぎられてるし、たくさんの軍艦が百獣国を狙ってる。わたしも雅様も神通力は使えないし、家密も住民達に大砲を向けられてるから思うように動けない。考えれば考えるほど八はつ方ぽう塞ふさがりなんだよ。だからわたしはどんなに無茶だって言われてもまずは行動を起こす。それが道を切り開く第一歩になるはずだから」

　それがみこの信念だ。今までも危険な目にあってきたが、そうやって乗り越こえてきた。

「い、いや、せやけど、言葉かてわからんのやで。どうやって情報収集するねん」

　それでも止めようとする煙太に、みこはにっこりと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ、こっちには、江戸城一賢かしこくて、外国の言葉がぺらぺらな強い味方がいるじゃない」

　性格は変だけど。という言葉は飲み込んだ。さすがに自分の事だと気付いたのか、空三が顔を上げる。明らかにやる気のない顔を。

「師し匠しよう、敵の船に潜せん入にゆうだなんて、面めん倒どうで……」

　渋しぶる空三の肩をがしっと握った。そして目を合わせてぶんぶんと前後に揺ゆさぶる。

「空三、これは名めい誉よ挽ばん回かいのいい機会なんだよ。ここでみんながあっと驚く情報を摑んだら、家密だって空三を見直すはず。〝江戸城一賢い大おお馬ば鹿か者〟なんて言われたままでいいの？」

　ぴくんと空三の眉まゆ根ねが上がった。先ほど自分より、アーサーを信用した家密の事を思い出したのかもしれない。

「確かにそのあだ名は許せませんね。江戸城で一番なんて中ちゆう途と半はん端ぱな。どうせなら、百獣国……いや、世界一賢い大馬鹿者と言われたいです！」

「そうじゃないでしょ！」

　つい声を荒あららげて突つっ込んでしまったが、すぐにはっと我に返る。幸い天幕の方までは聞こえなかったようだ。ほっとしていると、煙太が声をかけた。

「せやかて、みこ。どうやってあの軍艦に入るつもりやねん」

「それなら大丈夫。……っていうか、わたしはあのぐらいなら……」

　みこが視線を向けた先は、先ほどジョージが話し合いの場所として軍艦を停泊させると提案した無人島だ。

「……多分頑がん張ばればいけると思うの。ただ見つかっちゃいけないから、さっきの岩山の向こうから回り込まないといけないよね。そうしたらけっこう距きよ離りがあるかな」

　考え込んでいると、煙太と空三が何かを察したのか頰ほおをひくひくとさせた。

「……師匠、まさかとは思いますが、あの小島まで……」

「うん、泳いでいくつもり。だって、小舟を借りられないこともないけど、絶対に目立っちゃうもん。こっそり小島まで泳いでいくしかないよ。あ、もちろん泳げるよね、空三。あなた性格以外はすべてにおいて完かん璧ぺきだもんね」

「はい……。江戸城の水練大会で五年連続で優勝しています」

　がっくりと項うな垂だれた空三だが、答えはみこの予想通りだった。

「それじゃ行きましょう。あの軍ぐん艦かんに。この国を絶対に戦火に巻き込まない為ために！」

　神通力はないけれど、みこには考える頭と行動する手足と、生まれつき持っている勇気がある。それらを駆く使しして、今自分にできる事を精いっぱいやろう。

　みこはそう決めて、青い海へと駆かけ出していた。
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　さすがに十一月の海は、凍こごえそうに寒かった。みこは空三と、一いつ緒しよに行くと言い張ってついてきた煙太と三人で、どうにか小島まで海を渡わたりきり、軍艦が停泊しているのとはやや離れた岩場にたどり着く。距きよ離り的てきには大した事はないのだが、寒さで手がかじかみ、顔も唇くちびるも真っ青になって震ふるえが止まらなかった。

「は、はよう着き替がえよう！　寒くて寒くてわい凍え死んでしまう！」

　天気がよくて、太陽がさんさんと降り注いでいるのだけが救いだが、海から上がると寒さは余計に身にしみた。濡ぬれた着物も体温を奪うばう大きな原因の一つだ。

　みこは、一周しても半刻もかからないような小島を見回した。

「着物をどこかで調達しないとね。濡れちゃうから持ってこられなかったし……。あっ」

　身体からだをなるべく温めようと小走りに岩場を駆け出そうとしたみこは、ふいに足を止めた。そして岩場の陰に身を隠かくす。

　小島の中心は木々が生おい茂しげった森になっている。その木こ陰かげで、数人の男達が談だん笑しようしていたのだ。しかも彼らは百獣国の者ではない。明らかにグレートビースト国の軍人だった。先ほど砂すな浜はまに来た軍人は黒い威い圧あつ感かんのある軍服を着ていたが、彼らは白い綿の洋服を着て、やはり白い小さな帽ぼう子しを斜ななめに被かぶっている。空三が丸眼鏡を押し上げた。

「あの制服は見覚えがあります。昔父を訪ねて長崎に行った時に見かけました。父の話では、彼らは軍艦の下級兵士で、水兵と呼ばれています。ほら、白いシャツには青くて広い襟えりと、同じく青いリボン。白い小さな帽子には錨いかりの印が入っているでしょう。あれはセーラー服と言って、水兵の制服なのですよ。かなり目立つ服装なので、よく覚えています」

　男達はみこより少し年上というところか。青年と呼べる彼らはちょうど三人いる。煙太ががたがた震えながら、空三に目をやった。

「……なぁ、空三。この場合、仕方ないと思うんや」

「ええ、このままでは敵船に潜入どころか凍え死にます。これは正当防衛です」

　二人の会話の意味はすぐに判った。正当防衛の意味は少しばかり違ちがうとは思ったものの、みこは黙だまっていた。とにかく寒さが限界を超こえようとしていたのだ。

　空三が素す早ばやく男達に駆け寄った。居合の達人である彼は、目にもとまらぬ速さで刀を抜ぬき、彼らを峰みね打うちにする。気絶して倒たおれた彼らに駆け寄って、みこは両手を合わせた。

「ごめんなさい！　服をお借りします」

　みこの声と同時に、空三と煙太が彼らの服を手早く脱ぬがせてしまう。そして持ってきた荷物の中にあった縄なわで、下着姿の彼らを近くの木に縛しばり付けた。

　みこは一番身体の小さな男の制服を受け取って、木陰に隠れて手早く着替える。

　空三が言っていた通り、白いシャツと同じく白いズボン。背中の半分程ほどまである広い襟に、青いつるつるとした布地の大きなリボン。頭には斜めに載のせて留め金でとめた、丸い形をした白い帽子。少しでも男の子に見えるよう、髪かみは無む理り矢や理りその小さな帽子に入れ込んだ。

「けっこう可愛かわいい服かも」

　水兵のセーラー服は、さすがに男物なのでぶかぶかだったが、軽くて動きやすい。袖そでと裾すそを曲げて、何とか恰かつ好こうがつくようにしてから木陰を出ると、空三と煙太も既すでに着替え終わっていた。

「うーん……。煙太さんは似合うけど、空三はビミョー」

　みこより少し年上で垂れ目な煙太はよく似合っているが、春華の局ゆずりの冷たい美び貌ぼうとすらりと背が高い空三には、セーラー服はあまりにも可愛らしすぎた。

「ビミョーですか？　私はなかなか気に入ってますよ。だって、この恰好の私は〝変〟で〝おかしい〟でしょう？」

　至し極ごく満足げな空三は、おかしいと言われる事が何より大好きな変人だった。そんな彼に意見すると、いつまで経たっても話が終わらなくなると経験上よく判わかっているので、みこは気を取り直して砂浜の方に停泊している軍艦を見つめた。

「さあ、みんな気を引き締しめて。いよいよ敵船に乗り込むよ！」

　拳こぶしを握りしめて宣言し、みこは煙太と空三を連れて軍艦へと足を向けたのだった。




　　　　[image: ]




　軍艦の入り口では、たくさんの水兵達が大きな樽たるを運んでいる所だった。どうやら小島で水を補給したらしい。そのおかげで、同じ水兵の制服を着ていたみこ達は、彼らに紛まぎれて軍艦の中に入り込むことに成功した。水兵はやはり年若い者達が多いようで、まだ少年と呼べるような者までいる。小さな身体のみこでもそれほど目立つことはなかった。

　船底の倉庫に樽を運ぶふりをしながら、水兵達の群れからそっと離はなれる。しばらく足早に進んで廊ろう下かで三人だけになったのを確かく認にんして、みこはほっと息をついた。

「無事潜せん入にゆう成功だね。……それにしても、デズモンド王子はどこにいるんだろう。彼の様子を探さぐれたら一番なのにな」

「ですが師し匠しよう。それはさすがにまずいかと。デズモンド王子の周りは、それなりの警護がしてあるでしょう。私達が一番してはならない事は、見つかってはいけないという事です。デズモンド王子は上様にお任せして、私達は上様が手に入れられないような、細かい情報を探した方がよろしいかと」
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　確かに空三の言う通りだ。しかしこんなに大きな船のどこに行けば、情報が手に入るというのだろう。考え込んでいたみこは、ある事を思いついて顔を上げた。

「グレートビースト国から長い船旅をして来てるんだし、もちろん旅の間はこの船で暮らしてるんだよね。だったら、きっとみんながご飯を食べる食堂とかあるはずだよね」

　大人数で暮らすなら、個々で食事の用意をしたりしないだろう。必ず食堂のようにみんなが集まって食事をする場所があるはずだ。

「食事の時は、みんな気が緩ゆるみやすいと思うんだ。それっていくら外国人でも同じだと思う。きっと気軽に世間話とかもしてるはず。そういう所の方が話を聞きやすいかも」

「おお、さすが師匠、いい考えだと思います。ですが、一体食堂はどこなのでしょうね」

「それやったら、わいに任せとき！」

　煙太がにっこり笑って胸を叩たたいた。

「わいは鼻がええねん。ちょうどもうすぐ昼時やろ。きっと昼飯の匂においが食堂からするはずや。っていうか、さっきからかすかに食べ物の匂いがしてんねん。そっちに行ってみよう！」

　煙太が先頭に立って歩き出す。敵船の中なので、緊きん張ちようのあまりどきどきしつつ、みこは辺りに気を配りながら空三と一緒に、彼に続いた。




「……あそこの扉とびらの向こうから、ええ香かおりがするで！」

　煙太の言う〝ええ香り〟は段々と近づいてきていて、みこにも感じ取れるぐらいになっていた。船底からかなり階段を上ってきたのだが、廊下にある円い窓から外を覗のぞくと、すぐ真下で海水が泡あわ立だっている。どうやら甲かん板ぱんはまだまだ上の階のようだ。

「それにしてもええ香りやな。お腹なかが鳴ってまうわ」

　途と端たんに煙太のお腹がぐぅっと鳴る。だけど、そうなるのも仕方ないと思う。それぐらい、廊下を漂ただよっている香りは食しよく欲よくを誘さそった。みこもくんくんと鼻を鳴らす。

「あれ、この香りって……」

　香りがしている部屋に近づいて、少しだけ開いている扉からそっと中を覗く。やはりそこは食堂のようだ。ざっと百人ほどの軍人や水兵達が、盆ぼんを机に置いて椅い子すに座り、がやがやと話をしながら食事していた。みこは大きく深呼吸する。心臓がどきどきと脈打って、自分がどれだけ緊張しているかがよく判ったが、それに負ける訳にはいかない。

「いい、わたしと煙太さんは口が利きけないってことにしよう。会話は空三に任せるよ。それから……」

　みこはそっと食堂の右手にみえる厨ちゆう房ぼうに目をやった。そこには三人の料理人らしき男達が、汗あせだくで大おお鍋なべをかき回している。

「やっぱりこの香り、かれーって料理だ。前にアーサーにどうしてもって頼たのまれて、長崎から材料を取り寄せて作ったことがあるんだ。……よし、わたしはちょっぴり特技を生かしてくるよ。空三、散々包丁の使い方教えたから、料理はそこそこできるようになったよね？」

　料理の弟で子しである空三には、暇ひまがあれば彼が望む料理を教えている。最初はとんでもないものしかできあがらなかったが、最近は何とかまともに食べられるものを作るようになっていた。

「ええ、包丁より刀で野菜を切る方が得意ですが」

「刀は絶対に駄だ目め！　料理ぐらいまともにやって。……えっと、煙太さんは料理できる？」

「おう、肉屋で働いてたこともあるし、そこそこ包丁は使い慣れてるで」

「あれ、煙助と同じだね。煙助も木こ挽びき町にある二海のなじみの肉屋さんで仕事してたんだよ」

　兄弟は変な所まで似るものだなと、みこは目を丸くした。するとみこ以上に目を見開いた煙太がぶんぶんぶんぶんと首を振ふる。

「き、ききききききききき奇き遇ぐうやな。ほんま奇遇や！　えっと、それより、みこ。今の話の流れからすると、厨房を手伝うんか」

　妙みような慌あわてぶりが気になったが、今はそれどころではないだろう。みこは大きく頷うなずいた。

「うん、食堂に入り込んでも、わたしは言葉が話せないし。それにぼうっと食堂に突つっ立ってるより、働いてる方が目立たないと思うんだ。かれーなら作った事あるし、こんなに大きな船に乗ってる軍人さん達みんなの食事を、あの三人だけで作ってるなら大おお忙いそがしだろうしね。手伝いに来たって言えば喜ばれると思う」

「せやけどあんまり近づいたら、わいらが百ひやく獣じゆう国こくの者やって料理人達にばれるんと違ちがうか」

「でも、料理作りに集中してる時って、案外周りの細かい事って見てないものなんだよ。それに船の厨房で換かん気きがうまくできてないからか、蒸気がすごくて見通しも悪いし。うまく入り込めれば、彼らから情報が聞けるかも」

　せっかく敵船まで乗り込んだのだ。手ぶらでは帰れない。最悪正体がばれたとしても、食堂にいる百人からの軍人を相手に立ち回るよりは、厨房の三人だけの方がましだ。

　空三が仕方なさそうに、息をついた。

「判りました。師匠はこの空三が必ずお守り致いたします。ですが、煙太は守る筋合いがないので、一人で頑がん張ばって下さい」

「ええっ!?　そらないで。空三！　わいも守ってんか」

　緊きん張ちよう感かんのない二人にため息をつきつつ、みこは目指す厨房へと目立たぬように足を進めた。




「Thank you　Thank you!」

　大おお柄がらな料理人三人が、みこの手を握にぎってぶんぶんと振り回す。にこにこしている彼らと同じように、みこはとりあえず笑えみを浮うかべた。口が利けないと言ってあるので、とにかく笑って乗り切るしかないのだ。厨房をちょっと手伝って、料理人と仲良くなってみようと思ったのだが、色んな意味でそれは大変な作業だった。

　まず本当に人手が足りない。手伝いに来たと空三が外国の言葉で説明した途端、彼らは泣いて喜んだ。この船に乗る五百人近い乗組員の食事を、三人でまかなっているのだというから驚おどろきだ。料理の手の早さは、誰だれにも負けない自信があるみこだったが、さすがに彼らを手伝うのは一苦労だった。そのせいで、乗組員達の食事作りをし後片付けまで終えた頃ころには、そろそろ日が傾かたむき始めてしまっていた。夕飯の支し度たくの手伝いまでは丁てい重ちように断ったが、それでも料理人達はみこに感謝して何度も礼を言ってくれた。

（……外国の人達だってわたし達と同じだよね。何を話しているのかは判わからないけど、このおじさん達はとってもいい人達みたい）

　短い間だったが、一いつ緒しよに働いた彼らは豪ごう快かいに笑いながら働く、とても楽しい男達だ。食堂にやってくる軍人さん達も礼れい儀ぎ正しくて優やさしそうだった。

（彼らは敵だからといって悪い人達じゃない。デズモンド王子の命令があるから、百獣国を狙ねらっているだけ。彼ら個人が百獣国に恨うらみや憎にくしみがある訳じゃないんだ。……やっぱりお互たがいの国の為ためにも、戦うのだけは止めたい）

　みこは新たに芽生えた思いを胸に刻みつけた。先ほど料理の合間に空三が彼らから聞き出した情報が色々とある。料理人達はみこの料理の手て際ぎわの良さに気を良くして、空三のさりげない質問に色々と答えてくれたのだ。言葉がわからないみこに、空三が耳打ちしてくれたその情報は、なかなか興味深いものだった。その情報を生かすも殺すも自分達次し第だいだろう。

　誰にとってもいい方向に、なんて虫が良すぎるかもしれないが、そうなるよう全力は尽つくしたい。それがみこの考えだった。

　厨房を出ると、辺りに誰もいない事を確かく認にんした空三がさっと耳に口を寄せた。

「師し匠しよう、最後に彼らに聞いたのですが、デズモンド王子の部屋は、甲板のすぐ真下で船せん尾びの方角だそうです。そろそろ上様がいらっしゃる頃かと思いますが、どうしますか？」

　家密が軍ぐん艦かんを訪おとずれるのは、夕日が沈しずむ頃だと言っていた。確かに廊ろう下かにある円い窓の外には、橙だいだい色いろの空が広がっている。

「……気付かれないようにそっと様子を見に行こう。いくら家密とアーサーが強くても、たった二人で五百人も敵がいる軍艦に乗り込むなんて心配だよ。急に襲おそわれたら、いくらあの二人でも無事じゃすまない」

　家密達の強さはよく判っているが、軍艦に乗っているのは訓練を積んだ軍人達だ。彼らが束になってかかれば、家密達とて無傷ではすまないだろう。

「判りました。では上の階に参りましょう」

　みこは煙太と一緒に頷く。そして三人で辺りに気を配りつつ、船尾を目指して駆かけ出していた。




「デズモンド王子と家密が話し合いをする部屋って、どこなんだろう」

　船尾に移動してそこで見付けた階段を上がり、どうにか甲板の真下辺りまでたどり着いたみこは、歩きながらふうっと息をついた。

　とにかく船が広すぎるのだ。それに変装はしているが、狭せまい廊下で乗組員達とすれちがうのは緊張する。幸い、仕事が忙しいのかばたばたと移動している乗組員が多いので、そう注目はされなかったが、歩くだけでもかなり気をつかってしまう。

　辺りに人がいないのを見届けて、廊下の壁かべにもたれると、空三が丸眼鏡を押し上げた。

「料理人達の話だと、この辺りのはずなのですが……ん」

　彼の赤い目がきらりと光った。その原因には、みこも煙太もすぐに気付いた。

「なんや、えらい攻こう撃げき的な獣じゆう気きを感じるで。こら、一人、二人のもんやないな」

　みこは頷いて、足を忍しのばせて廊下を進んだ。段々と獣気が濃こくなっていく。目には見えない化か妖よう達が持つ獣気は、彼らの強さに比例していた。おそらくこの獣気を持つ化妖はそうとうの手て練だれ達だ。

　廊下の曲がり角まで来て、そっとその向こうを覗いたみこは、ぐっと眉まゆ根ねを寄せた。

　奥は扉とびらがあるだけで行き止まりになっていて、左右に廊下がのびている。その廊下に、黒い軍服を着た男達が十人ほど並んでいた。全員やや両足を開いてまっすぐに立ち、両手を後ろで組んでいる。寸すん分ぶん違たがわず同じ姿勢で胸を張る彼らは、顔立ちや帽ぼう子しを被かぶった髪かみ型がたまでとてもよく似ていた。まるでからくり人形が並んでいるようだと、みこは思ってしまう。

「あれはおそらく上級士官達ですね。獣気の正体は彼らでしょう。料理人達に聞きましたが、あの黒い軍服を着ているのが士官達で、肩かたにつけた金色の勲くん章しようが多い者ほど、立場が上なのだそうです。おそらく全員が肉にく食しよく獣じゆうですね」

　空三が彼らの服装をそっと指で示した。確かに両りよう肩かたにこれでもかというほど、勲章が並んでいる。

「……上級士官が扉の見張りをしているという事は、あの部屋にいるのはもっと偉えらい人だって事だよね？」

　その予想は当たっていたようだ。一糸乱れなかった軍人達が、ざわっとした。見ると廊下の左手から、銀の髪かみをなびかせ堂々と歩く家密と、紺こん碧ぺきの瞳ひとみをまっすぐ前に向けているアーサーが現れた。

　二人の姿が見えた途と端たん、今まで胸を張っていた軍人達が、急に萎い縮しゆくしたように身体からだを縮こまらせた。ぶるぶると肩が震ふるえているのは、彼らの獣としての本能が、百獣国の将軍である銀ぎん狼ろうの家密と、ライオンの本ほん性しようを持つアーサーに怯おびえたからだろう。

「やはり上様の強さは、外国人にも判るようですね」

「そらそうやろ。なんたって百獣国で一番強いんやで！」

　誇ほこらしげに声を上げた煙太に、みこはしっと人差し指を自分の口に当てた。

「あんまり大きな声を出しちゃ駄目だよ。気付かれちゃう」

　慌てて口元を押さえた煙太を見届けて、みこは再び奥を覗のぞいた。

「扉の中に入っていった。……やっぱりあの中で話し合いがあるんだ。あ……軍人さん達も入っていく。見張りは二人か……」

　残った二人が、再び胸を張った仁に王おう立だちの姿勢で、鋭するどい視線を辺りに向けた。

「どんな話をするのか気になりますね。それに、上様とアーサーがいくら強くても、この船の中では多勢に無勢ですし」

　空三の言葉に、みこは頷うなずいた。きっと考えている事も一緒だろう。

「あ、ど、どこに行くねん。みこ、空三」

　慌あわてる煙太に再びしっと合図して、みこは空三と二人で見張りの許もとに歩み寄る。なるべく堂々と胸を張った。びくびくしていたら余計に怪あやしまれてしまうだろう。

「Hey!......」

　見張りが声をかけた。仏ぶつ頂ちよう面づらなので怒おこっているようにも見える。みこはさすがに、内心ではびくっとしながらも、顔にはにこやかな笑みを浮かべる。

「Sorry,　I am........................」

　空三がみこには判らない言葉で返事をした。だけどかなり小さな声だった。聞き取れなかったのかわずかに頭を下げた見張り二人を、空三もみこも見み逃のがさない。

　空三が腕うでをさっと男の背中に回して、手刀で後頭部に一いち撃げきを入れるのと、みこがもう一人の見張りのみぞおちに拳こぶしを入れたのは、ほぼ同時だった。

「oh......!」

　うめき声を上げて倒たおれてきた大柄な軍人を、慌ててこちらにやってきた煙太と二人で支える。なるべく音を立てないよう慎しん重ちように、気絶した二人の見張りを廊下の隅すみまで引きずった。

「これでよし。さ、中を覗いてみよう」

　幸いなことに扉は完全には閉まっておらず、わずかに隙すき間まがあった。音を立てないよう注意して、そっと扉を引いてみる。するとどうにか覗けるぐらいの隙間ができた。

　中は、船室とは思えないほどの広さだった。江戸城の大広間ぐらいあるかもしれない。壁には金細工の装そう飾しよく品が飾かざられ、床ゆかは綺き麗れいに削けずられてつるつるとしている石でできているようだ。

　右手はすべて窓になっていて、青い海とそこに沈む夕日が一望できた。思わずうっとりするような光景だが、中にかなりの人数がいるというのに、誰もその絶景に目をやる者はいなかった。

「……ハジメマシテ」

　部屋の奥にある、細かい飾り彫ぼりが施ほどこされた真っ白な椅い子すには、三十代後半の大おお柄がらな男が座っていた。筋肉質で濃い茶ちや色の髪と同じく茶の瞳。眼光鋭く、彫りが深い顔立ち。日焼けのせいか、頰ほおの辺りに細かいそばかすがたくさんあった。にこやかな笑みを浮うかべていても、目は笑っていない。どうやら立ち位置的に見ても、彼がデズモンドのようだ。

　アーサーよりも発音は悪いが、百ひやく獣じゆう国こくの言葉が少しは話せるらしい。椅子から立ち上がって家密に片手を差し出している。

　家密が躊ちゆう躇ちよなくその手を握にぎった。そして口角を上げる。

「初めまして。私が徳川家密だ」

　手を放して、デズモンドが部屋の中央に置かれた机に家密を促うながした。そしてちらりとアーサーに目を移す。

「オトウトとよく似た部下をオモチのようだな」

「その会話はメンドウだとジョージにも伝えたぞ、デズモンド」

　アーサーがぴしゃりと返したが、デズモンドは少しもうろたえる気配がなかった。

「oh!　声までソックリだ。まるでオトウトが生きているかのようだ。ワタシのオトウトはこの国で不幸にも命を落としたというのに……」

　嘆なげくような声で、だけどデズモンドの口元は笑っていた。アーサーが握った拳を震わせる。

「ふざけるなっ。ワタシは生きている。今すぐ国に戻もどって母にもそう話す。だからお前も軍人達に命じて、すぐさま国へ戻るんだ！」

　デズモンドがくっくっくっと肩を揺ゆらしながら含ふくみ笑いをする。その様子がみこには不快に映った。

　いくら仲がよくないとはいえアーサーは弟だ。彼は真しん剣けんに話をしているのに、デズモンドはふざけてばかりでちっとも取り合おうとしない。三十代後半という年ねん齢れいやグレートビースト国の王子という立場を考えても、彼の態度はとても許されるものではなかった。

　怒いかりに唇くちびるを震わせているアーサーの姿を見て、デズモンドは嬉うれしそうに目を細めた。

「おや、オトウトによく似たイエミツの部下が何か言っている。……しょうがない、その金色の頭のボウヤにも判わかるように話してやろう。ワタシはこの国の将軍に殺されたオトウトの……Ah～弔とむらい合がつ戦せん？　この国ではそういうらしいな。その為ために来たのだ。国では大々的にオトウトの葬そう儀ぎも行われた。母も国民達も、アーサーは死んだと思っている」

「だから今すぐ国に戻ると言っているだろう。ワタシが生きて戻れば、弔い合戦も必要なくなる」

　そこでデズモンドが、辺りをはばかること無く大声で笑い始めた。そしてその眼光には鋭さだけではなく、憎にくしみがこもる。その視線の先には、アーサーがいた。

「ハハハ、オロカだな、アーサー。国までは船でも一月かかるぞ。戻って母がお前の無事を知る頃ころには、この国はワタシのモノになっている。お前にはもう何もする事はできない。大人しく、この国が滅ほろびるのを眺ながめていろ！」

　とうとうアーサーの名を呼んだデズモンドは、自信満々な態度でアーサーに近づき、顎あごに手を当てて顔を上げさせた。

「キレイな顔だな、アーサー。母上の若い頃にソックリだ。それにお前の本性も、我が国で聖なる獣けものと呼ばれるライオンだ。幼い頃からお前は、第一王子のレイウッド兄上以上に、グレートビースト国の世よ継つぎとして期待されていた」

　デズモンドの目に宿った憎しみが、彼の全身を覆おおうのが目に見えるようだった。怒りの獣気を全身にまといつつも、デズモンドの声は気持ち悪いほどに優やさしかった。

「第二王子のワタシをさしおいて、お前が世継ぎの候補と言われている。そう噂うわさされていると知った時のワタシの気持ちがお前に判るか？　お前を憎くて殺したいといつも思っていた。どうせ身体の弱いレイウッド兄上は世継ぎとしては役に立たない。つまり、お前さえいなければグレートビースト国に君臨するのは、ワタシという事になるのに」

　そこでデズモンドが、憎にく々にくしげな口調とは裏腹ににんまり笑った。

「だけど今のお前を見て、ワタシはカワイソウだとすら思ったぞ。死んだ事になって国には帰れず、他国の将軍の力を借りて何とか生きている。そんなミジメなお前の姿を見るだけで、嬉しくて嬉しくてたまらない」

　デズモンドは、どうやらあまり褒ほめられた人格をしていないとみこは思った。性格が歪ゆがんでいるとよく聞くが、みこの周りには空三のように性格が〝変〟な人はいても、歪んでいると思ってしまうような人はいなかった。だがあのデズモンドという男は違ちがう。彼は血が繫つながった弟が苦しんでいるのを見て、心底喜んでいるのだ。

　アーサーも、憎々しげにデズモンドをにらみ返した。

「ワタシを憎むのも殺そうとするのもかまわない。好きにすればいい。だがこの国には手を出すな！」

「イイヤ、そういう訳にはいかない。何しろ、この国にはワタシの大切なオモチャをもっともっとカスタマイズする物がたくさんある」

　両手を広げたデズモンドに、アーサーは不ふ愉ゆ快かいな表情を隠かくさなかった。

「やはりこの国で採れる鉄が目当てか。それがあれば、お前の大好きな鉄の船をたくさん作れるからな。だが、海軍も船もお前のオモチャじゃない。すべては女王陛下のものだ。お前は将軍としてそれを管理しているだけにすぎない。母の権力を自分のものだと勘かん違ちがいしているだけのオロカモノめ！」

　鋭く指し摘てきされたデズモンドが、怒りに顔を染めて右手を振ふり上げた。

「オトウトのくせに生意気な！」

　だが頰を狙ねらって振り下ろされた手が、途と中ちゆうで止まった。

「……兄きよう弟だい喧げん嘩かはその辺にしてもらおうか」

　デズモンドの手を摑つかんで止めたのは、家密だ。船室にいる軍人達が、その行動に驚おどろいてざわついたが、デズモンドはもう片方の手でそれを制した。

「……これはモウシワケない、イエミツ。せっかく来て頂いたのに、見苦しい所をみせてしまったな」

「いや、今のでお前の考えている事はよく判った。……私も腹の探さぐり合いは好きではない。どうせなら、単刀直入に話をしよう」

　いつも冷静な家密は、こんな時でもまったく普ふ段だんと変わらない態度だった。デズモンドは、わずかに口角を上げる。

「それはこちらもアリガタイ。ではイエミツ。ワタシの望みをはっきり言おう。この国へは女王陛下の命令で、オトウトを殺された敵かたきを取りにきた。……そういう名目でワタシは軍を率いてここにいるのだ」

　もう隠すつもりもないようだ。堂々と言い切ったデズモンドに、家密が眉まゆ根ねを寄せた。だがデズモンドは、家密のそんな表情も気にならないようだ。

「しかし、イエミツ。君次し第だいではこのまま何もせずに国に戻ってもいいと思っている。母は君がオトウトを殺したと思っているが、それは誤解だったとワタシが説明をしよう。オトウトは事故で死んだと判ったといえばいい。君の国は何も関係はなかったと。そうすればお互たがい戦わなくてもすむ」

　家密がふっと笑えみを浮かべた。だけど視線は鋭するどいままで、デズモンドを見つめる。

「ずいぶんいい話だな。しかし、お前にそうしてもらうには、見返りが必要なのだろう？」

「さすが百獣国の将軍。話が早くて助かる。条件は二つだ。まず一つ目は、アーサーをこちらに渡わたす事。それから二つ目は……この国で採れる鉄を、今後永久に我が国に無む償しようで提供する事だ。その条件を吞のむなら、このまま攻こう撃げきせずに黙だまって国に戻ってやろう」

　完全に上からの目線でものを言うデズモンドだったが、それでも家密は冷静な顔つきを崩くずさない。反対に怒りに顔を染めているのはアーサーだ。

「バカなことを言うなっ。永久に無償で提供などと！　百獣国を植民地扱あつかいしているのと同じじゃないかっ」

「何を言う。鉄を渡すだけで戦いが避さけられるのだぞ。我が軍ぐん艦かんは三十隻せき。一隻につき、大たい砲ほうを十門は積んである。一いつ斉せいに攻撃したらどうなるか……それが判らぬ将軍サマではあるまい？」

「デズモンドッ、我が兄ながら何と卑ひ怯きような。そんなに鉄が欲しいのか！」

「欲しいさ。これからは鉄の船の時代だ。この国の鉄を手に入れて、モットモットたくさん鉄の船を作って世界を制してやる！」

　頰ほおを紅潮させて笑みを浮うかべるデズモンドを見て、みこは年上のはずの彼がなぜか子供のように思えた。欲しいものを欲しいと言えば、何でも手に入ると思っているのだろうか。しかも彼は、その為の手段を選ぶつもりはないようだ。その様子には嫌けん悪お感かんすら覚える。

　そして常に冷静な将軍も、さすがにデズモンドの言動は許せなかったようだ。全身から怒りの獣気を迸ほとばしらせた。

「……たったそれだけの理由で、我が国に攻せめ入ろうというのか？」

　船室にいる軍人達は、家密の獣気にあてられて顔色を悪くしているのに、デズモンドは少しも臆おくした様子はなかった。

「ワタシにとってはたったそれだけの事ではない。それに攻め入るなんてとんでもない。ワタシは交こう渉しように来たのだ。ワタシのオトウトを殺した詫わびとして、この国で採れる鉄を無償でグレートビースト国へ提供してくれと」

「そんな噓うそをついてまで、鉄が欲しいのか！　デズモンドッ」

　摑みかかろうとしたアーサーを止めたのは、家密だった。彼も怒りの獣気を溢あふれさせていたが、それを顔には出していなかった。

「大人しくしていろ。奴やつに怪け我がでもさせれば、余計に攻め込ませる理由を与あたえてしまうぞ」

（さすが家密だ。こんな時にも冷静でいられるなんて）

　みこは心の中で呟つぶやいた。頼たよりになる将軍は、アーサーを背にしてデズモンドに向き直った。

「デズモンド、鉄を提供しろとの交渉だが、はっきり言おう。その申し出は断らせてもらう。鉄は我が国の重要な産業だ。それを無償で渡せば、それに携たずさわっている多くの民たみ達が貧困に喘あえいでしまう。理り不ふ尽じんな理由でお前の国に隷れい属ぞくさせられ、我が国の民にそんな苦しい生活をさせる訳にはいかない」

　家密の声も視線も怖こわいほど迫はく力りよくがあった。だが、デズモンドは一向に怯ひるむ気配をみせない。

「なかなかのオーラ……ああ、この国では獣気、というのか。その獣気は実に素す晴ばらしいな」

　その余よ裕ゆうの笑みと態度が、みこには不自然に感じられてしまう。

（獣気の大きさでいけば、デズモンド王子より、家密の方がずっと大きい。獣気の大きな自分より格上の肉にく食しよく獣じゆうを前にして、恐おそれないなんておかしいな……）

　強い獣を恐れるのは本能だ。だけど、デズモンドは家密を前にしても少しも怯んでいる様子はみせない。一体どういう事だろうと考えていると、ふいにデズモンドがアーサーに目を向け、にんまりと笑う。

「アーサー。お前もイエミツを説得しろ。イエミツが鉄を提供すると言わなければ……お前の可愛かわいい執しつ事じもどうなるか判わからないぞ？」

　途と端たんに、アーサーがはっとした顔になる。そして怒いかりで拳こぶしを震わせて、前に立っていた家密を押しのけてデズモンドに摑みかかった。

「ブレイクの事かっ。ブレイクをどうした！」

　アーサーがデズモンドの襟えりぐりを摑んで揺ゆさぶった。だけど、デズモンドは笑みを浮かべたまま焦あせる気配はない。どうやら彼の余裕の態度は、ブレイクというアーサーにとっては大切な者を人ひと質じちにとっている事から生まれているようだ。

「さあ、どうなったのだろうな。たとえ番犬といえども鎖くさりを外すから行方ゆくえが判らなくなってしまうのだ。どこかで事故にあったりしていなければよいがな、ハハハ……お、おい、アーサー」

　笑っていたデズモンドが急に慌あわてたように声を上げた。それもそのはず、アーサーに突とつ然ぜん変化が始まったのだ。金の毛並みが全身を覆おおい始め、尖とがった鋭い牙きばが口元から覗のぞき始める。手には触さわるだけでも切れてしまいそうな爪つめが生えた。そうしてあっという間に、彼の姿は本ほん性しようのライオンへと変化したのだ。

「ア、アーサー。今言った事が聞こえなかったのか……ブレイクが……。Oh,no!　Stop!」

　悲鳴に近い声で叫さけんだデズモンドは、さすがに顔色が真っ青になっていた。近くにいた軍人達も、すぐさま駆かけ寄ってアーサーを取り押さえようとしたが、ライオンが空気をも振しん動どうさせるような声で吠ほえると、悲鳴を上げて身を竦すくませる。

「ブレイクに……この国にこれ以上何かしたら許さないぞ。この卑怯者めっ」

　かろうじて理性はあるようだが、獣としての本性を抑おさえられないようだ。ただ一人、アーサーの獣気にも屈くつしない家密が、デズモンドと彼を引き離はなそうとした。

「やめろ、今はまずい。腹が立つのは判るが落ち着け」

「いいや、イエミツ。これは兄弟同士のケンカだ。それなら君や百ひやく獣じゆう国こくに迷めい惑わくはかからない。今すぐこいつを殺して、このまま軍艦を連れて国に戻もどる。もし兄を殺した罪で処しよ刑けいになってもかまわない。こいつにこれ以上好き勝手をさせるよりはな！」

　ライオンが大きな口を開けて、デズモンドの首筋に嚙かみつこうとした。だがデズモンドもそう簡単にやられるつもりはないのか、すぐに獣の姿に変化する。

　猫ねこ科の肉食獣なのは判るが、百獣国では見たことがない獣だった。特とく徴ちよう的なのは、黄色い毛並みに黒い斑はん点てん模様がある事だ。細身で短毛の性質を生かして、アーサーの前足の隙すき間まからするりと抜ぬけ出た獣は、彼と距きよ離りを置いた。

「デズモンド、お前は母の本性を受け継ついだワタシが気に入らないようだが、父譲ゆずりのチーターの姿の何が不満なのだ」

「ハッ、母の尻しりに敷しかれている父の姿に、どう憧あこがれろと？　ワタシはお前のその姿も、国民に愛されている正義感も、何もかもが気に入らない。子供の頃ころからずっとお前と比べられて生きてきたワタシの気持ちがお前に判るか！」

　睨にらみ合いを始めた二匹ひきの獣に、さすがの家密も眉根を寄せていた。アーサー一人なら、同等の獣気を持つ家密が止められるが、デズモンドまで本性を現したとなると、そうはいかない。

「よせ、アーサー。この場は一いつ旦たん引くぞ」

「いいや、イエミツ。こいつだけは許せない。いつでもこの男はワタシの大切なものを奪うばおうとするのだっ」

　こじれた兄弟の仲はそう簡単には元通りにならないようだ。だけど、このままではまずいだろう。直接対決すれば、おそらく勝つのはアーサーだ。身体からだから放たれる獣気の大きさが、アーサーとデズモンドではまったく違ちがう。

（駄だ目め！　そんな事をしてデズモンド王子に何かあったら、アーサーが罪に問われてしまうっ）

　デズモンドに怪我をさせれば言い訳もできないだろう。今までのデズモンドのやり方を見ていると、彼は目的の為ためなら手段は選ばないし、平気で噓をつくようだ。怯おびえているとはいえ、周りにいる軍人達が全員で挑いどめば、さすがのアーサーでも動きを封ふうじられてしまう。彼を罪人として捕つかまえる理由を敵に与える訳にはいかない。

　そう思ったのと、みこの身体が勝手に動いて扉とびらを開け、部屋に駆け込んだのはほぼ同時だった。アーサーを止めようとしていた家密がこちらを見て、目を見張った。

「何をしている、みこ！」

「家密、話は後。デズモンド王子を止めてっ。アーサーはわたしが！」

　叫んで、すぐさまライオンに飛びついた。炎華姫であるみこは、家密が本気で戦っていても、気分が悪くなって立ってもいられなくなるようなその強大な獣気の間にも入っていけるのだ。

　家密は今はまず戦いを止める事が先決だと思ったのだろう。さっと銀ぎん狼ろうの本性を現し、デズモンドの前に立って、威い嚇かくした。

「アーサー、落ち着いて！　ここで暴れたら、相手の思うつぼだよ。ブレイクだって余計に危ない目に遭あうかもしれないんだよっ」

　ブレイクの名を出すと、怒りに満ちていたアーサーの紺こん碧ぺきの瞳ひとみがわずかに揺らいだ。

「デズモンド王子に怒りが抑えられないのは判るよ。だけど、怪我させちゃ駄目。ここで我が慢まんするのがブレイクの為なんだよ！」

　なるべく落ち着いた声で話しかけた。興奮していたアーサーの瞳に、ゆっくりとではあるが理性の色が見え始める。

「ブレイクの……為？」

　呆ぼう然ぜんとではあるがそう呟いたアーサーに、みこは大きく頷うなずいた。

「そうだよ、アーサー。さ、大きく深呼吸して心を落ち着かせて。まずは人の姿に戻るの。わたし達には口も言葉もある。話す事で争いは防げるでしょう？」

　言葉はどうにか通じたようだ。アーサーが急に借りてきた猫のように大人しくなった。銀狼と睨み合っていたデズモンドが、こちらに視線を向けて牙を剝むき出して笑う。

「お前は……女か？　先ほどイエミツがミコと言っていたな。その名前には聞き覚えがあるぞ。お前がエンカヒメとかいうミコだな。なるほど、フシギなオーラを持っている。ワタシの友達が言っていた通りだ」

〝友達〟と言う言葉に、眉まゆ根ねを寄せた。それはおそらく家密達の兄で老中だった横山だ。彼は幕府を裏切り、百獣国の情報が詰つまった秘伝の巻物を盗ぬすんで、デズモンドに渡わたしてしまったのだ。

　落ち着きを取り戻したアーサーを見て、デズモンドがふんっと鼻を鳴らす。

「イエミツ、ぞろぞろと仲間を連れて来るとは、お前も卑ひ怯きよう者だな。……まあいい。話はもうすんだ。こちらの要求は先ほど伝えた通りだ。ワタシは寛かん大だいだ。四日返事を待ってやる。四日の間に国の行く末をじっくりと考えるがいい」

　デズモンドが高笑いした。その声が頭に響ひびいて、気分が悪くなりそうだ。

　人は憎にくむなと雅に言われて育てられてきた。自分でもそうあろうと努力もしてきた。

　だけどみこは今確かに、目の前のデズモンドを許せないと感じていた。
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「みこ、来るなと言ったはずだろう。敵の船に潜せん入にゆうするなど、どれだけ危険な事をしたのか判っているのか？」

　江戸城の大広間で、上座に座った家密と向き合っていたみこは、さすがに項うな垂だれた。今朝、みんなで高輪から江戸城に戻ってきたのだが、休む間もなく空三と煙太と一いつ緒しよに呼び出されてしまったのだ。

　珍めずらしく家密がみこを見る目が厳しかった。だけどそれは仕方ないと判ってもいる。

「ごめんなさい、じっとしていられなくて」

　こんな状じよう況きようのせいか、家密のまとう雰ふん囲い気きも緊きん迫ぱく感かんがあって怖こわいくらいだった。みこは顔を上げて、彼の目をじっと見つめる。叱しかられるのは覚かく悟ごしていた。言い訳するつもりもなかった。みこのそんな覚悟を悟さとったのか、家密が一つ息をつく。そして空三に目をやった。

「……空三、煙太。どうしてみこを止めなかった。特に空三、お前は春華からみこを守れと言われているだろう」

　母親の名前を出されたが、みこの右みぎ隣どなりにいる空三は顔色一つ変えない。すました顔で、将軍である家密に堂々と言い返した。

「師し匠しようにお仕えし、お守りしているのは、母に言われたからではありません。自分の意志で、この方になら命を捧ささげてもいいと思ったからです。それに確かに師匠は無む謀ぼうだし、無む鉄てつ砲ぽうだし、こうと決めたら譲らないほど頑がん固こだし……」

　空三の後ろに座る煙太もうんうんと頷いている。みこは思わず頰ほおを引きつらせた。

「空三……それってわたしをけなしてるよね？」

　恨うらめしい声を上げると、空三がとんでもないと首を振ふった。

「いえいえ。師匠はとても行動的だと言っているだけです。今までも誰だれもついていけないような無茶な行動力で……」

「だから、空三。それってわたしをけなしてるんでしょ！」

　一いつ喝かつすると、さすがに空三も言葉を止めた。そして息を整えてから、再び口を開く。

「……要するに、何が言いたいかと言いますと、師匠はその行動力を何か事件があるたびに発揮されて、そして毎回何かしらの功績を残されています。もちろん、今度も」

　空三の赤い目が、きらりと光った。家密が言葉の意味する事に気付いたのか、軽く目を見開く。みこは彼に向かってゆっくりと頷いた。

「今回の船の潜入は無謀だったかもしれないけど、無む駄だじゃなかったよ。通訳の空三の助けを借りて、敵船の情報を摑つかんだんだ」

　家密がわずかに眉根を寄せた。いつもなら、そんな危険な手段で情報を手に入れるなとお叱りが続くだろう。だが今日の家密は違った。おそらく国の危機を前にして、優先するべきが何なのかをよく判わかっているのだ。

「……判った。聞こう」

　こんな状況だが、みこは彼の役に立てる事が嬉うれしかった。神通力も使えない今の自分に一体何ができるのか、そう考えると苦しくて自分の無力さを思い知るばかりだったのだ。

「あの軍ぐん艦かんの厨ちゆう房ぼうをちょっとだけ手伝ったんだ。そしたら料理人さん達に妙みように気に入られちゃって。それで、わたしは口が利きけないことにして、言葉が話せる空三を通して色々と質問したの。そうしたら、普ふ通つうでは聞けないような情報が手に入ったんだ」

　みこはそこで一度息を整えた。家密の視線が痛いほどだ。彼にはこの話を正確に伝えたい。

「あのね、敵の軍艦は全部で三十隻せきほどでしょ。デズモンド王子が乗ってる船は一番大きいから乗組員も五百人ほどいるんだって。それで他ほかの船が一隻につき二百人ぐらい。その大所帯で、一月もかかって百ひやく獣じゆう国こくまで旅をしてきたんだって。途と中ちゆうで食料や水を補給しながら来て、秘伝の巻物を手に入れて予定通りって思ってたら、そこで深刻な問題が持ち上がったらしくて」

　そこまで言った所で、家密がわずかに眉根を寄せた。

「問題？　総勢六千人以上の大所帯に、食料と水……そして秘伝の巻物…………まさか！」

　家密がはっとした顔になる。どうやら話の流れから、みこが言おうとしていた事に気付いたようだ。考えを確かめるように、ゆっくりと口を開く。

「秘伝の巻物の地図は百獣国の言葉で書かれている。しかも膨ぼう大だいな量だ。もしや、それを彼らの言葉に直して読めるようにするのに、思ったより時間がかかったのではないか？　そしてそのせいで大所帯の軍艦が待機しなければならなくなった。その間に、積んでいた食料の備び蓄ちくが少なくなって困っている……そういう話か？」

　みこは家密のあまりの勘かんの良さに舌を巻いた。いくら話の流れから察したとはいえ、今から話そうとしていた事とほぼ完かん璧ぺきに内容があっている。みこは慌あわてて話の続きを口にした。

「そ、その通りなんだ。それで料理人さん達は、少ない食料でみんなの食事をまかなわないといけないから大変だって話してたんだって。それで、ここからが本題なんだけど」

　ここは江戸城だというのに、秘密の話をしているせいか、自然と声が小さくなる。

「どこの国かまでは料理人さん達も知らなかったんだけど、明後日あさつて親交のある国から物資が届くらしいんだ。だから今ある食料でそれまで乗り切らないといけないから、計算して使わなきゃって料理人さん達が話してたらしくて。デズモンド王子が交こう渉しようの返事は四日待ってやるって言ってたでしょ。あれは多分、食料が明後日届くから、それを受け取って態勢を調ととのえてから、こちらと事を構えようってつもりなんだと思う」

　普通なら戦う気満々で来て、たくさんの船で百獣国を狙ねらっているのだから要求をしたならすぐに答えを出せというだろう。特にあのデズモンドという男は、待つのが嫌きらいな性格に見えた。四日もこちらに猶ゆう予よを与あたえたら、反はん撃げきする準備をされてしまう事ぐらい彼だって判っているはずだ。なのにあえて、四日と期限をもうけたのは……。

「彼らも時間が欲しかったんだと思う。じゃなかったら四日なんて中ちゆう途と半はん端ぱな期限は設けないはず。だからわたし考えたんだけど……」

　みこはずっと考えていた事を頭の中で整理しつつ、口にした。

「百獣国は島国だし、物資は船で来ると思う。しかも何千人もいる軍人さん達の食料と水を載のせてるんだから、そうとう大きい船だし目立つはず。その船を先に取り押さえられれば……」

　みこの言葉の続きは、勘が素す晴ばらしく良い、頼たよれる百獣国の将軍が引き継ついだ。

「あれだけの人数の食料を用意してくれる国など、そうはあるまい。援えん助じよしてやろうというどこぞの国とやらの船を捕とらえて食料を押収すれば、あいつらは物資が足りなくて、一いつ旦たん我が国から退たい却きやくする可能性が高くなる」

　みこが一晩寝ねないで考えた作戦を、一いつ瞬しゆんで思いついた家密に感心してしまう。

「わたしもそう思う。ただ、問題は食料を届けようとしている国がどこかって事なんだよね。グレートビースト国と……というより、おそらくデズモンド王子と懇こん意いにしている国だと思うんだけど、それがどこの国かが判らなくて」

　周りを海に囲まれた百獣国。食料を届けに来る国の名前が判らなければ、どの方角から船がやってくるのかも判らない。それでは船を捕らえようがなかった。

　悩なやんでいると、家密がすっと立ち上がった。そして襖ふすまを開くと、廊ろう下かに控ひかえていた小こ姓しように向かって、声をかける。

「アーサーを呼んでくるのだ」

「あ、そうか。デズモンドと懇意にしている国なら、アーサーが知ってるかも……」

　ぽんっと手を打ったが、家密は首を振った。

「いや、前にアーサーから聞いたが、デズモンドは国には報告せずに、独自に他国との繫つながりを深めているらしい。アーサーはデズモンドに疎うとまれて、あまり国から出る事もできなかったから、外交の事はよく判らないそうだ。だが、アーサーが連れて来たあの〝友人〟なら……」

「友人？　友人って誰の事？」

　眉まゆ根ねを寄せると、家密がわずかに苦く笑しようした。

「アーサーの百獣国での友人だ。そして私が最も信しん頼らいする一人でもある。彼ならば……」

　言葉を句切って、なぜか空三に目をやった家密が、珍しく人の悪い笑えみを浮うかべた。

「ちょうどいい、空三。最近のお前は、以前にも増して人の話をきかずにふざけた言動ばかり。そんなお前を唯ゆい一いつ制せい御ぎよできる者を呼んでやろう」

「私を制御、ですか……？」

　何を言われているのか判らないのだろう。空三が腕うで組ぐみして考え込んでいる。だがやがてはっとして目を見開き、なぜか顔を真っ青にした。そしてすぐさま立ち上がろうとする。

「し、ししししし師匠！　わ、私は用事を思い出しました。ここで失礼を……」

「空三、ここにいろ。命令だ」

　見た事もないほど慌てふためく空三に目を丸くしていると、家密が有う無むを言わさぬ声を放った。将軍の命令にはたとえ空三であろうと逆らえない。苦しげに呻うめいて、浮かしかけていた腰こしを渋しぶ々しぶ元に戻もどす。珍しく動どう揺ようしている彼に、みこは一体どういう事だろうと首を傾かしげていた。




「わーっはっはっはっ。可愛かわいらしいお嬢じようさん。初めまして！」

　豪ごう快かいな笑いとともに、みこの手を握にぎった侍さむらいがそれをぶんぶんと振り回した。先ほどいきなり大広間に入ってきた侍は、みこを見た途と端たん、満面に笑みを浮かべて外国の挨あい拶さつである握あく手しゆを求めてきたのだ。いきなりの事に、みこは戸と惑まどっていた。彼は一体誰なのだろうと、まじまじと見つめてしまう。

　おそらく年の頃ころは五十代後半ぐらいだろう。背せ丈たけは大きいが、手足は短く筋肉質でずんぐりとした印象だった。顔の下半分は無ぶ精しようひげだらけで、どんな顔立ちなのかも今一つ判らない。

　だけど頑がん張ばってお世辞を言っても、恰かつ好こういいという形容はできないだろう。たとえて言うなら、山野を駆かけ回る山さん賊ぞくのようだ。だみ声もやたら大きくて圧あつ倒とうされてしまう。

「えっと……この方は？」

　侍の後から部屋に入ってきたアーサーが苦く笑しようしている。おそらくこの侍がアーサーの〝友人〟なのだろう。

「ミコ、彼は……」

　アーサーが答えようとしたが、それより早く侍が、みこの後ろを見つめて目を輝かがやかせた。

「おおっ、我が愛いとしの妻よ。元気であったか？」

　侍ががばっと抱だきついたのは、なぜか空三だった。珍めずらしくあたふたした彼は、侍の腕うでから何とか逃にげようともがいている。

「違ちがいます、私は母上ではありません。よく見て下さい！」

　切せつ羽ぱ詰つまった叫さけびに、侍が眉根を寄せて彼の顔をじっと見つめた。だがすぐににんまりと笑みを浮かべる。

「いいや、その冷たい美び貌ぼうは間ま違ちがいなく我が妻だ。久しいな、春華。会いたくて会いたくてたまらなかったぞ。お前がいない長崎は寂さびしくていかん。だがこれも……」

　侍が大きく息を吸い込んだ。すぐ近くにいた空三が、さっと両耳に手を当てる。

「我が稲葉家の信条！　徳川家の安あん泰たい！　徳川家の平へい穏おん！　徳川家の繁はん栄えい！　の為ためじゃ。その信条を貫つらぬく為、妻であるお前は大奥で総そう取とり締しまり役やくを。夫であるわしは外交の要である長崎で奉ぶ行ぎようを。息子むすこである蛍之進は……んんっ、あやつは何をしていたのであったかな？」

　ものすごくどこかで聞いた事のある信条を叫んだ侍に、空三がため息をついた。

「家春様の護衛です」

「おお、そうじゃった。あやつは何をやらしても駄だ目めだが、どうやら家春様の護衛だけは続いておるようじゃな。春華、蛍之進は元気にしておるか？　またふざけた事ばかり言うなら、わしがはりせんで尻しりを百叩たたきに……」

「父上っ。そんな子供の頃のばつをいい大人になった息子にしないで下さい。恥はずかしいでしょう」

「く、空三、恥ずかしいんか？　お前もそんなまともな感情もっとったんか？」

　部屋の隅すみで大人しくしていた煙太が、目をまん丸にして声を上げた。

「いやいや、煙太さん、驚おどろくのそこじゃないよ！……えっと、空三。父上って事は、この人空　三のお父さん？　ってことは春華の局様の旦だん那な様なの？」
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「ええ、紹しよう介かいしましょう。父の稲葉竜之進です。これでも長崎奉行で、百ひやく獣じゆう国こく一おかしな男です」

　この世の中で空三に〝おかしい〟と言われてしまう男がいるなんて驚きだ。だけど、見ている限りそう言われても、頷うなずけてしまうから不思議だった。

「愛しのまいはにー。どうしてわしを無視するのだ」

「父上。ですから私は母上ではないので、愛しのまいはにーでもありません。よく見て下さい。父上のまいはにーは、もっとしわくちゃのおばあちゃんでしょう」

「いや、しわなど関係ないぞ。わしにはまだ出会った時のように若々しく見える。あれはそう、わしが十八歳でお前は二十歳はたち。お前はまだ若造だったわしを、あの鉄てつ扇せんで骨が折れるほど打ち据すえた。あの時びびびっと感じたのだ。この女性こそ、わしの妻になるべき人だと……！」

　春華の局に夫がいると知った時から、恋こいのなれそめはどんな風だったのだろうと興味があった。だけど実際に聞いてみたら、知らなければよかったと後こう悔かいしてしまう。

「父上の変態恋こい物もの語がたりはもう耳にたこなので、今いま更さら聞きたくありません。それよりしっかりして下さい。師し匠しよう達が驚いているでしょう。何の為に江戸に来られたのですか？」

　空三の言葉に、竜之進がはっとした顔になる。そして空三の背中をばんっと叩いた。

「おお、そうであった。アーサーに手を貸してくれと頼たのまれて、数日前から来ていたのだ。色々と忙いそがしくて、なかなかお前に会いに来る暇ひまがなかった。ではまた今度遊ぶぞ。……息子よ」

　にやっと笑った竜之進に、空三が怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「やっぱり、母上ではないと判わかっていたのではありませんか！」

　竜之進がわははははと笑う。どうやらあの空三がからかわれるという、ものすごく珍しい場面に遭そう遇ぐうしたようだ。みこは顔を引きつらせながらも、ずっと頭に浮かんでいて、それでも場ば違ちがいだからと堪こらえていた言葉をつい口にしてしまう。

「……お母さん似だね、空三。顔も体つきも……性格も」

「ええ、よく言われます。ちなみに本ほん性しようも母と同じ巨きよ大だいな蛇へびですから。父のように大きいだけの鰐わにではありません。は虫類のくせに手足があるなんて、不気味ですからね。父に似なくて本当に良かった」

　どっちもどっちだと思うが、みこはとりあえずそれは口にせず、竜之進に向かって礼をした。

「初めまして、稲葉様。わたしはみこといいます」

「おお、知っておりますぞ。妻の手紙で上様の正室になられる方だと書いてありました。お会いできて光栄です」

　どうやら色々と勘かん違ちがいされている気がしたが、今はそれを置いておく事にした。いつまで経たっても話が進まないからだ。

「あの、アーサーに頼まれて来たってどういう事ですか？」

「わしが奉行を務める長崎には色んな国から貿易船が訪おとずれます。その関係もあって、わしは他国の事情にちと詳くわしいのです。それでこの……」

　ちらりと竜之進がアーサーをみやる。すると彼が苦く笑しようして竜之進の言こと葉ば尻じりをとった。

「この、ふざけたボウヤが助けてくれというので、仕方なく来てやったんだ、でしょう？　リュウノシン。あなたはホントウに口が悪いな」

「わっはっはっ。アーサー、お前も負けず劣おとらずではないか。本当にお前は面おも白しろい。わしの息子にならぬか？　稲葉家の跡あと継つぎとして大事にするぞ」

　それにいち早く反応したのは、むっとした顔の空三だ。

「息子ならここにいるでしょう、父上」

　しかし竜之進ははっきりきっぱり、本当の息子を無視した。

「アーサー、わしの息子は本当にやる気がなくて困っておる。顔と頭は母親とわしに似て最高なのだが、性格が誰だれに似たのか……」

「性格も母上と父上を足して二で割ってますが!?」

　放ほうっておけばいつまでも続きそうな稲葉家の言い合いに、家密が小さく息をついた。

「もういい。お前達親子の会話は平和な時ならば聞いてやるが、今はそんな余よ裕ゆうはない。竜之進、事情はアーサーから聞いただろう？　デズモンドに協力して敵船に食料の補給をしそうな国に心当たりはあるか？」

「うーむ、六千人以上の食料と水……ですか。それだけの物資を船で運ぶなら、それなりに海運が発達している国でしょうな。ふむふむ、あの国はそれだけの物資を他国に送れる程ほど裕ゆう福ふくではないし、あの国は物資はあるだろうが、それだけの物を運ぶ船がない。だとすれば……」

　竜之進がにんまりと笑って、家密の前で膝ひざをついた。

「上様、おそらく芯し那な国だと思われます。かの国は、数年前にデズモンドによって攻せめ落とされて植民地になっておりますし、我が国からも船で五日ほどの距きよ離り。人口も多く、農耕民族なので食料は豊富にあるでしょう。くわえてデズモンドが東の拠きよ点てんとして海軍の駐ちゆう屯とん地ちを創つくろうとしていますので、物資を運ぶだけの大きな船も乗組員もいるはずです」

　家密が満足げに頷いた。みこはようやくアーサーが竜之進を呼んだ理由を悟さとった。

　長崎奉行で外国の事情にも通じている竜之進ならば、こんな状じよう況きようで役に立つ知識を持っている。アーサーは江戸に来る前、長崎で竜之進から言葉を習い、家密への紹介状まで書いてもらっていた。それから察するに、そうとう仲もいいのだろう。

　この状況において、アーサーが呼び寄せた竜之進は頼たよりになる味方だった。

「芯那国か……。その国の船は他国の船と見分けがつくか？」

「はい、上様。芯那国の船は、昔から船体を鮮あざやかに塗ぬって派手にするのが吉きちと言われております。ですから、遠くからでもあの国の船は見分けることができまする」

　竜之進が芯那国についての情報を細かく報告すると、家密が考え込むように顎あごに手を当てた。

「……よし、判った。ではその船を取り押さえ、物資をこちらで確保する事は可能だな。そうすればみこの言うように、あやつらは食料の備び蓄ちくがなくなり一いつ旦たん退たい却きやくする可能性が高くなる」

　竜之進が胸を叩いて、家密へとすり寄った。

「では、その捕ほ獲かく作戦はぜひ、わしにお任せを。自分で申しますのもなんですが、わしはお役に立ちますぞ。初代将軍家いえ安やす様にお仕えしていた戦国の時代には、徳川家に稲葉竜之進ありと噂うわさされたほどでございます。実戦に出るのは久しぶり。腕うでがなりますな！」

　竜之進が両りよう腕うでを曲げると、大きな大きな力こぶができた。とても見かけの年ねん齢れいとは思えないほど若々しい肉体をしているようだ。

「いや、竜之進。お前には江戸城にいてもらいたい。グレートビースト国の言葉を話せる者も少ないし、異国の状況に通じている者も必要だ。芯那国の船の捕獲には……」

　家密がちらりと奥の襖ふすまに目をやった。空三が心得たようにさっと近づき、襖を開ける。

「……何だ、気付いてたのか？」

　そこに腕を組んで立っていたのは、家密の叔父おじ、頼より伸のぶだ。叔父と言ってもまだ二十代後半の彼は、家密とは犬けん猿えんの仲だと江戸城中が知っていた。家密が頼伸に歩み寄る。

「盗ぬすみ聞きは感心しないな、話が気になるなら堂々と入ってこい」

「ほう、ずいぶんと寛かん大だいだな。今までは国の重大な話は俺に聞かせないようにしていたのに」

「もうそんな事は言っていられない。この状況では、使える優ゆう秀しゆうな駒こまはすべて使うしかないのだ。頼伸、お前は私は憎にくいだろうが、百獣国は大事に思っているはずだ。それに横山が信津名に大おお怪け我がをさせたのも、許せないと言っていただろう。だから自分の不利になると判っていても、一陸の情報を私に教えた。そうだろう？」

　なぜ一陸の話が出たのだろう。不思議に思ったが、家密はそれ以上その話には触ふれなかった。

「頼伸、お前は優秀な男だ。私が憎いならそれでいい。だがこの国の為ためにも、お前の力を貸してくれ。芯那国の船を見つけ出して捕とらえて欲しいのだ。──頼む」

　将軍の座をかけ、命をかけた戦いを繰くり広げた頼伸に手を貸して欲しいと頼むなんて、今までの家密だったら考えられなかった。頼伸も驚おどろいたようで、目を丸くする。

「おいおい、お前が俺に頼み事なんて、明日あしたは雪でも降るんじゃないか？」

「もうそんな軽口を言える状況ではないぞ。お前が手を貸さないのなら、明日この国に降るのは、雪ではなく大たい砲ほうの弾たまかもしれん」

　家密の言葉は、決して誇こ張ちようでも冗じよう談だんでもない。そう気付いて、みこは改めて背筋をぞっとさせた。その未来は、すぐ近くまでやってこようとしているのだ。それを止める為の重要な役割を、家密は頼伸に任せようとしている。

「頼伸、お前には優秀な家来もいるだろう。こんな状況だ。今までの事はすべて罪には問わないと約束しよう。堂々と家来を連れて外を歩くがいい。……もう、あの者にも日の当たる場所を歩かせてやったらどうだ？」

　家密が言う〝あの者〟とは一体誰の事だろう。頼伸は身に覚えがあるようで、さっと目を伏ふせている。そしてしばらく考え込んでいたが、やがて拳こぶしを握にぎりしめて、家密を見つめた。

「──いいだろう。俺も外国の敵は気にくわない。信津名に怪け我がをさせた横山にも腹が立ってる。あいつらをこの国から追い出す為なら手伝ってやる。ただし、お前に協力するのは今回だけだぞ」

　頼伸が背を向け、廊ろう下かに進み出た。そしてふと立ち止まり、小さく口笛を吹ふく。

　すると、どこからともなく現れた人ひと影かげが、廊下の向こうにある中庭で跪ひざまずいていた。みこはそれが誰なのかに気付いて、思わず目を見開く。

「藤菜……？」

　人影がそっと顔を上げた。それは確かに、以前大奥で家密の命を狙ねらった藤菜だ。彼女は、江戸城に火を放って幕府を転てん覆ぷくさせようとした諒影に協力していた。その彼女が頼伸にかしずいている。どういう事かと考えたみこだが、ふいにすべてのつじつまがあった気がした。

　藤菜はみこが忍にん者じや屋や敷しきに行き、地下室に落ちてみんなとはぐれた時に助けてくれた。敵対しているはずなのにどうしてと問うと、主君の命令だからと答えたのだ。その時の話から、彼女の主君が諒影ではないと判ってはいた。

　もし彼女の主君が頼伸ならば、納なつ得とくがいく事も多くなる。おそらく頼伸は諒影と通じていたのだ。そして主君に命じられて藤菜は諒影に協力した。だが、頼伸は最近は以前ほど家密といがみあう事はなくなった。考えを変えた頼伸の命令で、藤菜はみこを助けてくれたのだろう。

　その考えを肯こう定ていするかのように、頼伸が藤菜に目をやってから、こちらを向いた。

「家密、本当に罪には問わないのだな？」

「ああ、藤菜は一陸の裏切りを知らせ、怪我をした二海と炎守様を江戸城に運ぶのを手伝ってくれた。その功績は大きい。だから今までの事はすべて水に流そう。──頼伸、兵を好きなだけ連れて行け。必ず芯那国の船を捕らえるのだぞ」

　頼伸がふんっと鼻を鳴らして、その場を後にした。藤菜が足音も立てないでそれに続く。

　その様子を見ていたみこは、藤菜がわずかに口元を綻ほころばせたように感じた。おそらく今まで彼女は忍しのびとして、陰かげから頼伸を支えてきたのだろう。

　あまり表情には出さないが、太陽の下を主君の後をついて歩く藤菜は、とても嬉うれしそうにみこの目には映った。
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「雅様、失礼します」

　みこは雅の様子を見に、彼が療りよう養ようしている部屋へとやってきていた。雅はみこの育ての親で、炎守と呼ばれる江戸を守る生き神だ。彼もまた、富士山の社の爆ばく発はつに巻き込まれて、重傷を負っていた。二海と一いつ緒しよに江戸城に運ばれた時には意識がなかったが、ようやく数日前、目を覚ましたのだ。しかしまだ布ふ団とんから出られるほどではなかった。

　了りよう承しようをもらって部屋に入ると、雅が布団の上で上半身を起こしていた。

「起きちゃ駄だ目めですよ、雅様」

「──いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　いつもの般はん若にや面めんを被かぶった雅がゆっくり頷うなずいた。声はしっかりしているものの、いつもの力強さがない。それもそのはずだ。二海ほどではないにしろ、彼もまた重傷には違ちがいないのだ。おそらくこうして座っているのもやっとのはずだった。

「大丈夫なはずないでしょう。横になって下さい」

「平気だと言っているだろう。……それより状況はどうなっている？　異国の軍ぐん艦かんが来たと聞いたぞ」

「……それは家密が対応しています。だから、まずはお身体からだを治す事だけを考えて下さい」

　彼は何も言わないが、おそらく心の中では悔くやしさがこみ上げてきているだろう。みこはちらりと枕まくら元もとに置かれた布の包みに目をやった。それは神しん獣じゆう鳳ほう凰おうのうろこでできた能面だ。鳳凰と共鳴し、雅やみこに神通力を与あたえてくれる神具でもあった。

　しかし能面には今、無残にも大きなヒビが入ってしまっている。社の爆発によって割れてしまったのだが、そのせいでみこだけでなく、今は雅も神通力が使えなくなってしまっていた。

「いや、私は江戸を守る生き神だ。その為に神獣鳳凰から大いなる神通力を授さずけて頂いている。今のこの状態で、私が動かなくてどうする」

「でも、神具は割れてしまったし、雅様は立ち上がるのだって難しいでしょう。そんなお身体で無理をしたら、本当に死んでしまいます」

「いいや、私も敵が来たという高輪に向かう。みこ、そこを退け……うっ」

　雅が呻うめいて胸の辺りを押さえた。そこは一陸に刺さされた場所だ。急所はそれているものの、傷は浅くなかった。それでも立ち上がろうとする雅を、何とか止めようと肩かたに手を置いた。

　彼は一度言い出したら聞かないと、一緒に暮らしていたみこはよく知っている。だけど今日は彼の好きにさせる訳にはいかない。外へ出るどころか、この部屋から出るのすら医者は駄目だと言っていたのだ。

「駄目です、起き上がらないで下さい、雅さ……」

「あら～。みーちゃん。駄目でございますぞ。起き上がっては」

　そこへがらりと襖を開けて声を上げたのは、大おお奥おく総そう取とり締しまり役やくの春華の局だった。白はく髪はつで初老ではあるものの、今なお美しい顔立ちをしている彼女は空三の母でもあるのだが、息子むすこ同様性格に多々難がある人物だ。

　雅の身体が目に見えてびくりとした。生き神であり、何事にも冷静で完かん璧ぺきと思える雅のそんな様子も気になったが、みこはそれよりも今の春華の局の一言に目を見開いてしまう。

「み、みーちゃん？」

「まあまあ、みこ様。いらっしゃいませ。まったくみーちゃんったら布団の上で暴れる元気があるのなら、みこ様にお茶の一つもお出しすればいいのに」

　ほほほと笑う春華の局に顔を引きつらせてしまう。未いまだかつて、雅にお茶なんて煎いれてもらった事はない。恐おそれ多くも生き神様にそんな事をさせたら、バチが当たるに決まっている。

「……春華。お前には私がここに来てからずっと世話になっている。看病をしてくれていたのだって感謝している。だが、みーちゃんはないだ……」

「おおっ。みーちゃん！　お元気そうで何よりですな。わははははははは」

　どう見たって身体中にさらしを巻いた雅は元気そうに見えないのに、春華の局の背後から現れた竜之進がにこにこしながら言い放つ。一ひと癖くせも二ふた癖くせもありそうな夫婦は、揃そろって部屋に足を踏ふみ入れて、雅のいる布団を挟はさむように座った。

　にこやかな夫婦とは正反対の、雅の苦々しげな声が聞こえる。

「……竜之進、なぜお前まで江戸にいる。長崎に帰れ。お前達夫婦が揃うと世の中の迷めい惑わくだ」

　確かに大迷惑だろうが、それを本人達の前ではっきりと言い切った雅にも驚きだ。竜之進ががははははと笑う。

「みーちゃん。もうかれこれ四十年以上のつきあいじゃろう、そう邪じや険けんにするな」

「そうでございますぞ。みーちゃん」

　ばんばんと勢いよく雅の背中を叩たたく竜之進と、ほほほほほと笑う春華の局に、みこは思わず仰のけ反った。

「あ、あの、先ほどからみーちゃんって……それってまさか雅様の事ですか？」

「ええ、そうでございまするぞ。わたくしと夫は、みーちゃんとは長いながーいおつきあいですから。昔からそう呼んでもよい事になっておりますのじゃ」

「いや、ちっともよくはないぞ。昔からお前達が勝手に呼んでいるだけだろう。……みこ、家密公に言って、春華以外の世話役をよこさせろ。少しも気が休まらぬ。春華は、家密の妻になるはずのみこを無む理り矢や理り富士山に連れ戻もどしたといって、怪我人の私に嫌いやがらせを……」

　以前から春華の局は、みこと家密を結けつ婚こんさせて神通力と強大な獣じゆう気きを持つ跡あと継つぎを作らせようと、並々ならぬ執しゆう念ねんを燃やしていた。家密と二海とはお別れして、富士山に戻って炎守の跡あとを継つごうとしたのは、完全にみこの意志なのだが、どうやら春華の局はそうは思っていないようだ。本ほん性しようは超ちよう巨きよ大だいな白はく蛇じやだという彼女は、赤い目をきらりと光らせた。

「まあ、嫌がらせなんて聞こえの悪い。ねぇ、あなた」

　ほほほと笑っているが、目は笑っていない。その様子が蛇へびがちろちろと赤い舌を出している姿と重なって、思わずぞっとしてしまう。竜之進も、豪ごう快かいに笑いつつもよく見ると目が鋭するどく光っていた。

「そうですぞ。みーちゃん。……あなたとは、妻の春華を巡めぐって恋こいのさや当てをした仲ですが、これっぽっちもそれを恨うらんでなどおりませぬ。なにせ、恋の勝者は〝わし〟ですからな。わっはっはっはっはーっ」

「はい!?　恋のさや当てってなに？　そんな話初めて聞いたんですけどっ」

　飛び上がるほど驚おどろいたというのに、春華の局と竜之進はばっちりみこを無視して話を続けた。

「まあ、あなた。そんな大昔の話を。みーちゃんが可か哀わい想そうですわ。誰だれよりも強い神通力を持つ生き神様で、顔だって当時江戸城に勤めていた女中達が、全員恋してしまうほど麗うるわしかったのに、こんなおばあちゃんに恋してたなんてみこ様に知られたら。しかもがっつりさっぱりフラれたなんて」

「いやいや、お前は今でも美しいが、四十年ほど前も素す晴ばらしかった！　だが正直、まだ面を被っていなかった頃ころの素す顔がおのみーちゃんの美しさも、度ど肝ぎもを抜ぬかれる程ほどであったな。わしは同じ男だが時々どきっとしてしまう事すらあったのだぞ。男の色気もあって、人形のように美しいみーちゃんにいつお前を取られてしまうかとひやひやしていた」

　春華の局は、炎守になる前からの雅の知り合いだ。その素顔を見た事があるというのは、みこも聞いた事があった。話の流れからすると、竜之進も雅の真の顔を知っているのだろう。

「いいえ、男は顔ではありませぬ。わたくしはあなたのように強こわ面もての殿との方がたが好みですのじゃ。男は男らしく、ひげ面づらで筋肉むきむきで、豪快でさっぱりしている方に限ります。みーちゃんは、お顔は綺き麗れいすぎるし、細かい性格でうじうじうじうじ考え込むし……」

　二人が手と手を握にぎって見つめ合う。さすがに黙だまっていられなかったのか、雅が声を荒あららげた。

「お前達夫婦が何も考えなさすぎるのだ！　それにお前達、暑苦しいしうっとうしい！　しかも昔の話をわざとみこの前で話して、私を恥はずかしい目にあわせてやろうという魂こん胆たんだな。そんな昔の話を今でもされるのは迷惑だ。さっさと出ていけっ」

　こんなに感情的な雅は初めて見る。みこが目を丸くしていると、互たがいの手を握り合ったままの夫婦が、同時に口を尖とがらせた。

「「ひどい、みーちゃん！」」

「二人揃ってみーちゃんと呼ぶなっ」

　雅が肩で息をして声を荒らげる。いつも冷静沈ちん着ちやくで余よ裕ゆうのある態度を崩くずさない彼からは、考えられないような様子だった。驚いて見つめていると、そっと春華の局が耳に口を寄せた。

「雅様は、わたくしがちゃんとここで見張っておきます。勝手に外出などさせませぬから、ご安心下さいませ」

　小声だったが、ばっちり雅にも聞こえる大きさだ。おそらくそれはわざとだろう。雅がむっとした声を上げた。

「ちゃんと雅様と呼べているではないか」

「怪け我が人のくせに勝手に外に出ようとするなら、夫と二人でみーちゃんと叫さけびながら追いかけますぞ。お嫌ならここで傷が治るまでお静かに。ちゃんと動けるようになったら解放してさしあげますのじゃ。ねぇ、あなた」

「そうだな、愛いとしの妻よ」

　ほほほほほ、わははははと笑い合う夫婦には、さすがの雅も息をついた。

「……もういい。こんな傷すぐに治して堂々と出ていくからな」

　みこは心の中でほっとした。雅は元気そうにしているが、それは表面だけだというのは、ここにいる全員が知っているのだ。その証しよう拠こに口はよく動いているが、身体は力なく項うな垂だれ、時折息も乱れている。心配そうに見つめると、雅がはっとしたように姿勢を正した。

「……みこ。二海の様子はどうだ？」

　その言葉で、一気に現実に引き戻された気がした。高輪から帰ってきて、一番に彼の様子を見に行った。もしかしたら自分が留守にしている間に、目を覚ましてはいないかと期待して。だが、現実はそううまくはいかなかった。

「まだ意識が戻りません。医師達も必死で治ち療りようしてくれているのですが……」

　雅がふっと息をついた。さすがに騒さわがしかった春華の局と竜之進もじっと話を聞いている。

「そうか。神通力さえ使えれば、こんな怪我すぐに治せるし二海の治療もできるのだが」

「あの、その事でお聞きしたい事があったんです。お師し匠しよう様が言っていたんですけど……」

　みこのなぎなたの師匠、蘭刀斉。彼は炎守を守る一族の族長でもある。その彼が、社が爆ばく発はつした後、みこに気になる事を話したのだ。

「お師匠様は、鳳ほう凰おう様と繫つながる神具……つまり能面ですよね。それがなくても、神通力を使える方法があると言ったんです。ですがその時は二海の容態が急変したので、詳くわしい話まで聞けなくて。それで江戸城に戻って落ち着いてから聞こうとしたんですけど、いつのまにかお師匠様が姿を消してしまったんです。……雅様、その方法って知ってますか？」

　雅が顎あごに手を当てて考え込んだ。そのまましばらく沈ちん黙もくが流れたが、やがて小さく首を振ふる。

「いや、私が知る限り、そんな方法はないはずだ。だが蘭刀斉は炎守の一族の族長だ。もしかしたら、私が知らない何かを知っているのかもしれない……」

　その答えには、肩を落とすしかなかった。だけど、みこは諦あきらめるつもりはない。雅に向かって畳たたみにこすりつけるほど頭を下げる。

「雅様、わたしどうしても二海を助けたいんです。その為ためなら何でもします。もしほんの少しでも手がかりになるようなことを思い出したら、必ず教えて下さい。お願いします！」

　もう一度頭を下げて、みこは立ち上がった。二海の許もとに戻ろうときびすを返した時、ふと竜之進と目が合う。すると彼がなぜか目をそらした。

　短いつきあいだが、豪快な彼がわずかに表情を歪ゆがめて俯うつむいている様子はどこかおかしいと、そうみこは感じていた。




　　　　[image: ]




　夜もふけたが、みこは二海の枕まくら元もとから一歩も動かなかった。雅の部屋を出た後は、ずっとここで座っている。時折口に水や重湯を含ふくませたり、身体からだを拭ふいたりするが、彼は何の反応もしない。それが泣きそうに辛つらくて辛くてたまらなかった。

　だけど、それをなるべく外では見せないようにしている。みんなといる時は明るく元気に振る舞まっているつもりだ。そうしないと、みんなが心配すると判わかっていたから。

（でも苦しい。二海がわたしに話しかけてくれないのが。わたしに微笑ほほえみかけてくれないのが。苦しくて辛くて押しつぶされそうだ……）

　まるで見えない重りが身体にのしかかっているようだ。それに負けてしまったら、きっと立ち上がる事もできなくなるだろう。だからみこは、みんなの前では必死で笑う。泣いてしまったら、きっともう頑がん張ばれなくなるような気がしていた。

　みこはそっと、二海の頰ほおに手を当てる。少し離はなれていただけなのに、まるで何年も顔を見ていなかったかのように感じていた。彼とはもっと長い間会わない事だってあったのに、どうして今はわずかな時間会わなかっただけで、こんなに切ない気持ちになってしまうのだろう。

　みこは、その答えをもう知っていた。

「……みこ」

　ふいに声をかけられて振り向いた。少しだけ襖ふすまを開けて立っているのは家密だ。手招かれてみこは腰こしを上げる。二海のそばから一時も離れたくないから、隣となりの部屋でわずかに襖は開けたまま家密と向かい合った。家密が正面に座ったみこを見て、眉まゆ根ねを寄せた。

「ずっと気になっていたのだが、少し瘦やせたのではないか。煙太から、最近満足に食事していないようだと聞いたぞ。それにちゃんと寝ねていないとも。二海の世話なら侍じ女じよにさせるから、今日はゆっくり休め」

　きっと家密も煙太も心配してくれているのだ。それは判っていたが、みこは首を振った。

「ううん、眠ねむくないんだ」

「噓うそをつくな。高輪に行っていた間も、ほとんど休んでいないだろう。疲つかれているはずだ」

　確かに身体はだるいし重いし、熱っぽい。だけど、睡すい魔まはまったく襲おそってこなかった。

「本当に眠くないんだ。横になってもちっとも眠れないし。だから今は休むより、二海のそばにいたい。ずっと顔を見ていたいんだ。……二海の近くにいられるだけで胸がいっぱいになる。だからあんまりお腹なかもすかない」

　そっと微笑んだ。この気持ちはいつ生まれたのだろう。二海が怪我をする以前からだったかもしれない。彼の事を思うだけで、身体の隅すみから隅まで満たされていくのを感じるのだ。

　この想おもいを全部言葉にするのはきっと大変だと思う。もしかしたら、一日あっても足りないかもしれない。だけど、きっと二海はどんなに時間がかかっても、じっくりと話を聞いてくれるだろう。そして全部聞き終わったら、優やさしい笑えみを浮うかべてくれるに違ちがいない。

　だけど、二海はまだ目を覚まさない。この想いをすべて伝えたいのにできない。それが何より辛かった。みこがちらりと襖の隙すき間まから二海を見ると、家密がわずかに目を眇すがめた。

「……みこ。お前に話がある」

　目線を彼に戻もどすと、熱い眼まな差ざしとぶつかった。男にしては綺麗な手がそっとみこの手を握る。

「今からデズモンド達との戦いが始まるだろう。なるべくそれを避さけられるように努力するが、何事も最悪の事態は想定しておかねばならない」

　真しん剣けんな表情と声に、ぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。これから先、この国はどうなってしまうのだろう。それを考えると、胸が苦しくなって息をするのも難しくなる。

「だから、そうなる前にお前に伝えたい事がある」

　家密が、俯いているみこの顔をそっとのぞき込んだ。優しい金色の瞳ひとみは、今までに何度も見てきた。甘い声こわ色いろも、色気の漂ただよう表情も。

　だけど今日はそれらが混じり合って、いつもの家密と少し違う様子を見せていた。切なそうな表情は、こちらがどきりとするほどの甘さを漂わせている。

「私の気持ちは何度も口にしたが、もう一度言わせて欲しい。──お前を愛している。子供の時に初めて会ってからずっと。お前を守る為ならどんな事でもしよう。私の気持ちを受け入れてくれ」

　まるで真綿でも抱だきしめるように、そっと家密が身体に腕うでを回して包み込んでくれた。跪ひざまずく体勢になった家密の、ちょうど胸の辺りにみこの顔がある。広い胸からは、トクトクトクとやや速い鼓こ動どうが聞こえてきた。流れる銀の長い髪かみ。いつも鋭するどさを漂わせている金色の瞳は、今は閉じられている。白はく皙せきの美び貌ぼうは、百ひやく獣じゆう国こくで最も美しいと称たたえられるほどだ。

　完かん璧ぺきだとみこは思う。きっと百獣国に住む女性で、彼に恋こいしない人などいないだろう。

「……私も家密が好き」

　家密がはっとしたように顔を上げた。一いつ瞬しゆん顔を綻ほころばせたが、すぐにそれはいつもの無表情へと変わる。それはきっと、俯いたみこの様子に気付いたからだろう。

「子供の頃ころにあった竹たけ次つぐちゃんは、凜り々りしくてとっても優しかった。そして今の家密は頼たよりがいがあってすごく素す敵てきだと思う。昔の竹次ちゃんも今の家密も大好きだけど……でもわたしやっと判ったんだ。家密がわたしを好きだと言ってくれる気持ちと、わたしが家密を好きだと思う気持ちは……違うんだって」

　ずっと、友達の好きと恋こい人びとの好きの違いが判らなかった。家密と二海のどちらが好きかと聞かれて、どちらも好きだと答えていたほどだ。

　だけど、今は違う。

　みこはようやく、自分の気持ちに気付いたのだ。

「わたしは家密の気持ちには応こたえられないと思う」

　そっと家密の胸を押して、身体を離した。今のは素す直なおな気持ちだった。家密の真しん摯しな想いに応えられない以上、きちんと話をするべきだと思っている。みこは意を決して、口を開いた。

「家密、わたしが好きなのは……」

「失礼します！　上様、至急敵船についてご報告したいと、高輪の見張りの者が駆かけつけておりますが！」

　襖の向こうから聞こえた声に、みこはびくりとした。家密が襖に目をやって、おもむろに立ち上がる。その表情に、少しだけほっとしたような雰ふん囲い気きが混じったのは、気のせいだろうか。

「邪じや魔まが入ったようだ。……みこ、話は後で聞こう」

　みこが声をかける間もなく、家密は足早にその場を立ち去っていった。
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　朝日が障子越ごしに部屋を照らし始めていた。二海の部屋で壁かべにもたれて膝ひざを抱かかえていたみこは、そっと彼が寝ている布ふ団とんに近寄った。

　家密と話した後、二海が熱を出した。かなりの高熱で、一晩中手ぬぐいを冷やしては彼の額に当てていた。だけど、そんな作業も幸せだと思った。熱が出るのは生きている証しよう拠こだ。医者も、身体の中の悪いものと闘たたかう為に熱が出るのだと言っていた。二海は今、眠りながら闘っているのだ。少しでもその手助けがしたかった。

　冷水を入れていた桶おけが、ぬるくなっていたのに気付いて立ち上がる。新しい水と替かえようと廊ろう下かに出ると、背後から声がかけられた。

「あの……みこ様」

　振ふり向くと、早朝だというのにきちんと身み支じ度たくをした竜之進が立っていた。なぜかばつの悪い顔をして、みこから目をそらしている。一体何事だろうと首を傾かしげた。

　そういえば、昨日も雅の部屋を出ようとした時、彼はなぜか気まずそうな顔をしていた。

「……少々話があるのですが、よろしいですかな」

　豪ごう快かいで常に笑顔の竜之進が、ずいぶんと深刻な顔をしている。きっと大切な話だとぴんときた。みこはとりあえず、竜之進を二海が寝ている隣の部屋へと案内する。そして昨日家密と話した時のように、二海の様子が見られるよう、隣に続く襖をわずかに開けた。

　向かい合って座ると、竜之進がしばらく無言のまま目を伏ふせて考え込んでいた。何か言いたいけれど、言いあぐねているように思えた。だからみこは、彼が口を開くまでじっと待つ。

「……昨日の雅様との話を聞いていて、やはりちゃんと伝えた方がよいと思いまして」

　普ふ段だんは、雅をみーちゃんではなくきちんと敬けい称しようをつけて呼ぶらしい。やはりあの時は雅をからかっていたようだ。生き神にそんな態度をとるなんていい度胸だと思ったが、みこはすぐに気を取り直した。竜之進の様子がずいぶんと真剣なものだったのだ。

「伝えるとは……何をでしょう？」

　正直、竜之進が自分に何の話があるのかさっぱり判らなかった。空三の父で春華の局の夫だから、みこにも関かかわりがないとは言いがたいが、直接話をしたのも数えるほどしかない。

　ずっと何か迷うように目を左右に動かしていた竜之進が、ようやくみこを正面から見つめた。

「……二海様は子供の頃から存じ上げております。可愛かわいらしく活発でお優しい方でした。雅様に二海様を助けたいと仰おつしやっていた昨日のみこ様の言葉を聞いて、ずっと考えておりました」

　一体何を考えていたのだろう。話が見えないが、みこは竜之進の言葉の続きをじっと待った。彼は一度大きく息を吸い込み、意を決したように口を開く。

「みこ様、あなたは二海様を助けて、この国を外国の敵から守る為ためにも、神通力を取り戻す方法をお探しなのですよね？」

　頷いたものの、竜之進の話の意図は余計に摑つかめなくなった。彼は富士山とはまったく関わりのない人物だ。その彼がどうして神通力の話をするのだろう。

「……実はわしは、蘭刀斉の事もよく存じております。その昔、まだ炎守になられる前の雅様は、初代将軍の家安様に協力しておられたのです。そして蘭刀斉も雅様について、徳川家に仕えていたのです。その時にわしも一いつ緒しよでしたのじゃ」

「ええ、お師し匠しよう様が雅様と一緒に徳川家に仕えていたのは知ってます。その時にお師匠様はお庭番衆の組織作りと、全国を旅して秘伝の巻物に書かれている地図を作ったのでしょう？」

「はい。あの地図は本当に見事な出来でした。わしはその頃、蘭刀斉とは武道の手合わせをするよい意味での好敵手でした。戦う事百八十四回、わしは九十勝四引き分けという結果で、まったくの互ご角かくでしたのじゃ。そういう縁えんもあって、あやつとは昔から腐くされ縁でしてな」

　みこは思わず目を丸くした。師である蘭刀斉は武道の達人だ。その蘭刀斉と互角だというなら、竜之進もかなりの手て練だれなのだろう。そして話を聞いている内に、彼の意図が読めてきた。

「あ、あの、もしかして、お師匠様の行方ゆくえを知っておられるのですか？」

　急に蘭刀斉の話を始めたという事は、彼に関する話をしに来たのだろう。そして今、みこが最も知りたいのは、神通力を取り戻す方法を知っている蘭刀斉の行方だった。それをもし知っているのなら、こんな早朝にみこを訪ねてきた竜之進の行動にも納なつ得とくがいく。

「残念ながら、あやつが今どこにいるかは……わしも判わかりませぬ」

　みこは肩かたを落とした。その様子を見て、竜之進がやや慌あわてたように腰こしを浮かす。

「いや、確かにどこにいるのかという詳くわしい居場所は知りませぬ。ただ、これだけは知っていてもらいたい。あやつは今、とても重要な役目を任されて江戸城を離はなれております。それが何か今は申せません。おそらく戻ってくるまでには今しばらくかかるでしょう」

　どうやら竜之進は、何かを知っているようだ。思わず目を見開いて詰つめ寄った。

「しばらくってどのくらいですか？　どうしても今すぐお師匠様に聞きたい事があるんです」

「判っております。神通力を取り戻す方法でしょう。……実は、それについてわしはあやつから手紙を預かっておりますのじゃ」

　竜之進が懐ふところから、一枚のたたまれた紙を取り出した。

「預かってたって……どうして今まで教えてくれなかったんですか！」

「申し訳ござらん。蘭刀斉から急いで江戸城を出なければならないので、みこ様にこれを渡わたしてくれと頼たのまれておったのですが、色々とあって渡せない状じよう況きようになってしまって」

「状況ってなんですか？　一体何を隠かくしてるんですか！」

　だけど、竜之進はそれ以上は頑かたくなに口を開かなかった。彼のような豪ごう傑けつな武士は、言ってはならないと決めた事は絶対に口にしないとみこは知っている。このまま問い詰め続けても時間の無む駄だだろう。今は彼を追及するよりも先に、やらなければならない事がある。

「その手紙、渡して頂けるのですね」

　右手を差し出すと、竜之進が覚かく悟ごを決めたように大きく頷うなずく。

「わしはこの国が大事です。徳川家一番の忠臣として、家安公の時代より仕えて参りました。この国の最大の危機を前にして、それを回かい避ひできる手段があるのなら、何でもするつもりです。それがたとえあなたを危険にさらす事だとしても」

　神通力を取り戻もどす方法はとても危険だと、蘭刀斉から聞いていた。きっと竜之進は、この手紙を読んでみこが神通力を取り戻す為に危険な事をするのを心配しているのだろう。

　それらをすべて覚悟の上で、手紙を受け取った。ただの紙なのに、ずしりと重い気がした。

「その手紙には、神通力を取り戻す方法が書かれてあります。失礼ながらわしも読ませて頂きました。とても危険だし、あなたの命も保証はできない。それでも……」

　竜之進の目に、思わず息を詰めてしまうほどの鋭するどい光が宿った。

「あなたが覚悟を決めて神通力を取り戻すというなら、止めはしません。けれど手紙を読んでやはりこの方法は無理と仰るなら、やめてもいいとわしは思います。あなた一人が国を背負う事はないのだから。我が国には素す晴ばらしい将軍様と、優ゆう秀しゆうな侍さむらい達がおります。敵は彼らに任せてもいい」

　ふいに目が優やさしく細められ、大きくて無骨な手がみこの頭を撫なでた。

「あなたはあなたの考えを貫つらぬき通しなされ。それがどういう答えであっても、誰だれもあなたを責めたりはしません。ただ、先ほどの雅様との話で、あなたが心から二海様を心配されているというのを知って、このままこの手紙の存在を知らせずにいるのは、とても卑ひ怯きようだという気がしました。だからわしは、あなたにこれを渡すと決めたのです」

　みこの頭をぽんぽんと軽く叩たたいて、竜之進が立ち上がった。そのまま背を向けて、部屋を立ち去る。それを見送ってから、みこは手紙に目を移した。とても危険な方法だと竜之進は言う。だけどそれは当然だと思う。そう簡単に人じん智ちを越こえた力を取り戻す事なんてできる訳がない。

　みこは手紙を手にしたまま、隣となりの部屋で眠ねむっている二海の枕まくら元もとに近づく。彼の寝ね息いきは今の所穏おだやかだ。顔色は悪いが、ちゃんと心臓は脈打っている。だけど一度、この心臓は鼓こ動どうを打つのを止めてしまった。あの時の悲しみ苦しみ、そして恐きよう怖ふは今でも口にすらできない。

「必ず……必ずわたしがあなたを癒いやしてみせる。あなたを守ってみせる。今まであなたがずっとわたしのそばにいて、そうしてくれたみたいに」

　本当は手紙を見るのが怖こわい。命の保証もできないと竜之進は言っていた。だけどそれが二海の為になるのだと思えば、恐怖が吹ふき飛んでいく。彼の為ならいくらでも強くなれる気がした。

　みこは二海の頰ほおにそっと触ふれてから、意を決して手紙を開いた。中に書いてある字は間ま違ちがいなく蘭刀斉のものだ。




　目を通したみこは、その内容にひゅっと息を吞のんだ。




「そんな……！」

　顔を強こわばらせて、身体からだを震ふるわせた。思ってもみない事が書かれていた。確かにこれを実行するなら、命の危険も大いにあるだろう。読んでみて無理と思ったならばやめていいと言った竜之進の言葉も納得できる。

（無理だ。こんなのできる訳ない……）

　自分でも前向きで行動派な方だという自負がある。だけど、手紙に書いてある事を実行するのは到とう底てい無理だった。しばし呆ぼう然ぜんとしていると、ふいに二海の寝ね顔がおが目に入った。

　青白い顔。目を覚まさない二海。この状態が続いたら、彼は間違いなく死に至るだろう。再び彼が目覚めてくれるなら、何でもすると誓ちかった。

　みこは布ふ団とんに横になって二海に寄り添そう。彼の腕うでを枕まくらにして、胸にぎゅっと抱だきついた。それだけで、身体の奥から勇気が湧わいてくる。

「……そうだね、あなたの為なら何でもできるよ」

　彼がゆっくりと呼吸するたび、胸が上下している。これは生きている証しよう拠こだ。もう一度目を開けて、優しい笑えみで名前を呼んで欲しかった。

　だからみこは決意した。一生に一度の賭かけとなるだろう。負けたら最後、戻っては来られない。

　それでもまた一緒に笑いたかった。

　一緒に手を繫つないで、歩きたかった。

　温かな腕で抱きしめて欲しかった。

　この想おもいが何か、もう判っている。

　彼の顔をそっと両手で包んだ。いつもだったら恥はずかしくてできないが、今は心の奥底から愛しさがこみ上げてきて、とても抑おさえきれなかった。

　二海に、いつか彼の事を一番好きになったらしてくれと言われていたことがある。その時は自分からそんな事ができるなんて、とても思わなかった。でも、今は違ちがう。

「二海、あなたが好き。誰よりも一番、好き」

　二海の唇くちびるに、ゆっくりと自分のそれを押し当てた。今まで何度か口付けをしたけれど、それはいつも彼の方からだった。一番好きだと思ったら、みこの方からして欲しい。そうずっと二海に言われていたのだ。本当は彼が目覚めてからにしたかったのに、あふれ出した愛しさと切なさを堪こらえきれなかった。

　温かい唇は、みこに生まれて初めて味わう幸福感をもたらした。たとえ危険な場所でどんなに辛つらい目に遭あおうとも、二海の為ためならいくらでも乗り越えられる、そんな気がした。人を好きになるという事は、自分の心をも強くしてくれる。これは大好きな彼にもらった勇気なのだ。

　みこは起き上がって、二海の頰をゆっくりと撫でた。

「……しばらく留守にするね。でも神通力を取り戻して必ず帰って来るよ。そしてあなたの傷を治して……今度はちゃんと、起きてるあなたに口付けするよ」

　二海と初めて会った時の事を思い出す。最初は女の子だと思っていた。彼女を守りたくて江戸に出てきたのに、彼女は彼だった上に、江戸一番の二枚目歌舞伎役者に成長していた。

　そんな二海を好きになったのは、いつからだろう。江戸に出てきてからなのは間違いない。幼い頃ころの思い出だけじゃなく、彼と過ごした江戸での日々が、みこに恋こい心ごころを芽生えさせたのだ。
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　名残なごり惜おしげに頰をもう一度撫でて、みこは意を決して立ち上がった。

「……じゃあ、行ってくるね、二海。みんなに言うと心配するから黙だまっていくよ。必ず戻ってくる。──〝富士山〟から」

　一時の別れの言葉を口にした途と端たん、ふと二海の指がぴくりと動いた気がして、みこは目を瞬またたかせた。まじまじと見つめたが、その後は動く気配がない。

「……気のせいか」

　意識が戻ったのかと期待したが、そうではなかったようだ。

　みこは一つ息をつき、今度こそ彼に背を向けて、部屋を後にしたのだった。
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「……横山様。みこちゃんに動きがありました」

　肘ひじ掛かけにもたれた横山に向かって、一陸は膝ひざをついて報告した。

「どういう動きだ？」

「誰も連れずにこっそりと、江戸城を抜ぬけ出しました」

　みこが誰も連れずに江戸城を抜け出すなんて、よほどのことだった。しかも二海はまだ生死の境をさまよっていると調べもついている。こんな時に勝手に外に出たからには、そうとうな理由があるはずだ。一陸が言わなくても、それらのことは横山にも判わかっているようだった。

「やはり、動いたか。あの女は本当に油断ならない。何を企たくらんでいるのかは判らないが、やはり生かしておいたのはまずかったな」

　横山がゆっくりと立ち上がってのびをした。一陸は知っている。闇やみ色の狼おおかみの本ほん性しようを持つ彼がこの仕草をするのは、獲え物ものを仕留めようとする時だ。のびをして身体をほぐし、獲物であるみこに狙ねらいをさだめて食くらいつく気なのだ。

「デズモンドに後を任せて高みの見物をするつもりだったが、そうもいかないようだ。一陸、あの女の行き先は判っているのだろうな」

「はい、今は別の配下の者に後をつけさせておりますが、方向から見ておそらく富士山ではないかと思われます」

「そうか。では我々も行こう。やはりあの女は邪じや魔まなようだ。妙みような仏心を出して生かしておいたのは失敗だったようだな。いいか、一陸。今度こそ必ず、みこの命をもらうぞ！」

　背を向けている横山を見つめつつ、一陸は自問自答していた。

　自分は誰だれよりも優ゆう秀しゆうな忍しのびのはずだ。なのになぜ大切な主君の命令に、頷うなずけないのかと。
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　唇に柔やわらかい感かん触しよくが残っていた。それが愛しいみこの口付けの感触だと、二海には判っている。目は開かないし頭は重いが、意識は所々浮ふ上じようしていたのだ。

　みこと、なぜか長崎にいるはずの稲葉竜之進が話をしていた。最初は夢かと思ったが、その後みこが自分に寄り添い〝一番好き〟と言って、口付けをしてくれた所で、これは絶対に現実だと確信した。あの温かい唇の感触が夢のはずがない。

　みこと竜之進の話していた会話によると、彼女は神通力を取り戻もどす為、危険を覚かく悟ごして江戸城を出たようだ。〝富士山〟という言葉がかろうじて聞こえたから、おそらくそこに向かったのだろう。何とか引き留めようとしたが、指先をわずかに動かすのが精いっぱいだった。

　部屋から彼女の気配が消えてどのくらい経たっただろう。その間二海は意識を浮上させようとずっともがいていた。

〝起きろ！〟

　二海は、重い頭と開かない目と動かない全身に向かって叫さけんだ。

　絶対に今、起きなければならない。どうしても起きなければ！

　そうでなければ愛する女性が深く傷ついてしまう結果になるだろう。彼女を守りたくて鍛きたえたこの身体からだを今使わなくてどうすると、心が叫んでいる。自分はどうやら重傷らしいと判ってはいる。きっと起きられないのは、それだけ身体が傷ついているからだ。

　それでも二海は諦あきらめなかった。今起きて、みこを追いかけなければ。そうしなければ、愛しい彼女を二度とこの腕うでに抱いだけなくなってしまう。だから二海は全身の力を集中させて、まずは目を開けようとした。意識さえ戻せれば、這はってでも彼女の後を追える。

　そうしてその願いが叶かなえられるまでには、そう時間はかからなかった。
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　江戸城から失敬した馬に乗り、みこが富士山に戻ってきたのは、城を出てから丸一日が経った頃だった。馬を止めたのは、一陸によって爆ばく破はされた社の跡あとだ。残った炎守の一族の者達が片付けてくれたのだろうか。がれきは一カ所にまとめて置かれ、ほうきで掃はいた跡もあった。

　この社でみこは生まれ育った。思い出だってたくさんある。生まれ育った社が粉々に崩くずれ去った光景は、やはり何度見ても悲しくて泣きたくなってしまう。

「あれ、みこ様？」

　じわりと浮うかんだ涙なみだを慌あわてて拭ふいて馬を降りていると、声がかけられた。木こ陰かげから顔を出したのは弥生やよいだ。彼女は雅に仕える侍じ女じよで、社の爆ばく発はつがあった時も一いつ緒しよにいたが、二海を運ぶ為に江戸城に戻ったみこ達と別れて、ここに残ったのだ。

「どうなさったんですか？　あっ、それに雅様と二海さんのご容態は？　炎守の一族のみんなもとても心配していて……」

　同じ年頃ごろの弥生は、社でも唯ゆい一いつ親しく話せる少女だった。駆かけ寄ってきた弥生に、みこは思わず目を伏ふせる。

「雅様はもう目を覚ましたよ。あの方は大だい丈じよう夫ぶ。でも……」

　それだけで弥生は察したようだ。痛ましそうな表情で、みこと同じように視線を伏せた。

「二海さんは、まだ目覚めていないのですね。……あ、でもきっと目覚められます。だって、こんなにみこ様が心配なさっているのですから」

　元気づけようとしてくれているのだろう。なるべく明るい声で接しようとしてくれる弥生の優やさしさが、今は嬉うれしかった。自分の事も二海の事も心配してくれる弥生。彼女に噓うそはつきたくなかった。

「……わたしね、二海にまた元気になって欲しくて、それで戻ってきたんだ。もう一度神通力を取り戻す為に」

「え？　それってどういう意味ですか？」

　弥生が目を丸くしている。みこは彼女が大好きだ。だから知っていて欲しかった。もしこれから行う事がうまくいかなかったら、彼女はきっとこの世でみこが会う最後の人になるだろう。

「二海はまだ目を覚まさないし、この国には外国からの敵がすぐ間近に迫せまってる。わたしはそれを何とかしたいの。それで、お師し匠しよう様からの手紙で神通力を取り戻す方法を知ったんだ。だから戻ってきたの。この、富士山に──」

　みこは社の裏手を見上げた。白い煙けむりを上げる山頂火口がそこにはある。まだまだ険しい山道を登らねばならないが、この山で生まれ育ったみこには障害ではなかった。

「みこ様、もしかして、この富士山に神通力を取り戻す手段があると……？」

　驚おどろいたような弥生の問いかけに、みこは頷いて再び山頂を見上げる。

「……ねぇ、富士山の火口の奥深くに、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうの本体が眠ねむってるって話は聞いた事ある？」

「ええ、その話なら、昔から私達炎守の一族に伝わっていますから」

「思うんだけど、炎守は神獣鳳凰の、いわゆる現世においての代理人なんだよね、きっと。だから江戸を守る鳳凰様の意志を継ついで、授さずかった神具を使って力を借り、神通力をふるう」

　突とつ然ぜん何を言い出したのかと不思議なのだろう。弥生が頷きつつも、目を何度も瞬かせている。

「だけどあの爆発で、社にあった鳳凰様と共鳴する為ための神具である能面が壊こわれてしまった。だから今は鳳凰様の代理人である炎守の雅様でさえ、神通力を使えない。……それでね、お師匠様の手紙では、わたしがもう一度神通力を使えるようになる方法はただ一つ──」

　みこはぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。口にするのも恐おそろしいが、ここで怯ひるむ訳にはいかない。

「──あの火口に眠る鳳凰様に直接会いに行って、神通力を授けてもらうしかないそうなんだ」

　鳳凰と代理人である炎守が繫つながる為の神具が壊れてしまった。それがなければ神通力が使えないというなら、直接鳳凰に会って新しい神具を授けてもらうしかない、というのが蘭刀斉の手紙に書かれていた内容だ。

　弥生が大きく目を見開いて、慌ててみこの袴はかまを摑つかんで首を振ふる。

「だ、駄だ目めです！　火口に入るなんてっ。火口には、溶よう岩がんがたまっているんですよ。触ふれただけでも一いつ瞬しゆんで身体が溶とけてしまいます。そんな中に入るなんて死にに行くようなものですっ」

「でもお師匠様の手紙によると、鳳凰様は長年神具を通して共鳴している炎守を、自分の肉体の一部だと認にん識しきするんだって。だから火口に入っても、炎守は鳳凰様の神通力に守られるから、命の危険はないんだって」

「そんなの本当の話かどうかも判わからないじゃないですか。そもそもみこ様は長年神具を使っている訳ではないし、正式な炎守様でもないんですよ。もし今の話が本当なら、火口に入るのは雅様でなくてはならないはず……！」

「雅様は起き上がって話をするくらいはできるようになったけど、あの身体じゃまず富士山まで戻るのも無理だよ。だったら、炎守と同じ獣けものの本ほん性しようをもたずに生まれ、短い間だけど鳳凰様と共鳴している神具を使い、神通力を発した事のあるわたしが行くべきなんだ」

「でも……」

　止めようとしたのだろう。弥生が何かを言いかけて、やがて悔くやしそうに口を噤つぐんだ。そして涙をいっぱいにためて、みこを見つめる。

「きっと……きっともう、私が止めても駄目なのでしょうね。みこ様は意志がお強いから。あなたのその強さに、引っ込み思案な私はいつも憧あこがれていました。みこ様みたいに活発で明るくなりたいって……。本音を言うと、私はみこ様になりたかったんだと思います」

　ぽろりと落ちた涙は、透とう明めいで美しかった。みこの方こそ、彼女のようにしとやかで可愛かわいらしい女性になりたいと、願っていたのだ。

「でも、私は臆おく病びよう者で弱虫だから、みこ様にはなりたいけれど、その運命を背負うのは到とう底てい無理だって思ってました。どうして……どうしてみこ様ばかり、そんな役目をおわなければならないのですか」

　弥生の涙は、自分の為に流れているのだろうか。そう思うと、不ふ謹きん慎しんかもしれないが嬉しいと感じていた。今から向かう先にはどんな危険が待っているか判らない。ちゃんと帰って来られるのかも判らない。だから自分が生きてここにいた事を、誰だれかに覚えておいて欲しかった。

「大丈夫だよ、弥生。わたしは絶対に帰ってくる。だってわたしはもっと生きたいんだ。生きて絶対にもう一度、会いたい人がいるから」

　微笑ほほえむと、弥生が軽く目を見開いた。

「……それは好きな人、ですか？」

　そんな質問がくるとは思っていなくて、思わず目を瞬またたかせた。だけどすぐににっこり笑う。

「うん、そう。わたしはわたしの好きな人にもう一度会いたいから、絶対に何があっても帰って来る。だから心配しないで」

　自分でも驚くほど力強い声が出た。人を好きになるとこんなにも強くなれるのかと、自分でも驚いてしまう。二海がもう一度微笑みかけてくれる様子を想像すると、力が湧わいてくるのだ。

　それは、みこに最強の力を与あたえてくれる恋こいのお守りだった。
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「……みこっ、二海！　二人ともどこにいったのだ」

　家密は、つい先ほどまで二海が寝ねていたはずの布ふ団とんを見つめて、思わず大声を上げていた。布団には誰だれもいない。この傍かたわらでずっと看病していたはずのみこも姿を消していた。

　二海は動くことはおろか、意識さえ戻もどっていなかったはずだ。もしや誰かに連れ去られたのではと不安がよぎる。そこへ騒さわぎを聞きつけたのか、竜之進が姿を見せて表情を固くさせた。

「これは……！　まさか、二海様はみこ様を追いかけて……」

「何だと？　今のはどういう意味だ？　二海が追いかけていったという事は、みこも二海も自分の意志で江戸城を出たという事か？」

　竜之進がすぐに跪ひざまずいて家臣の礼をとり、深々と頭を下げた。

「申し訳ございません。二海様やこの国を救う為に必死で神通力を取り戻したいと仰おつしやるみこ様があまりにもけなげで。わしは蘭刀斉から預かったあの手紙を……」

「渡わたしたというのか！　あの手紙の事はみこには絶対に言うなと言ったはずだ。それにすぐに燃やして捨てろと命じただろう！」

　蘭刀斉の手紙の事は、実は家密も知っていた。彼とは旧知の仲である竜之進と一緒に、ある頼たのみ事をしたのだ。蘭刀斉も事情を聞いて引き受けてくれたのだが、急いで江戸城を出る事になった為、みこに渡して欲しいとある手紙を竜之進に預けていた。

　その手紙には、神通力を取り戻す為には、富士山の火口に眠る神獣鳳凰に直接会いに行く必要があると書かれていた。すまないとは思ったが、みこが心配なあまり竜之進と一緒にその手紙に目を通した家密は、目を疑った。熱い溶岩がうごめく火口に直接入るなど、正気の沙さ汰たではない。だがみこは手紙を読めば行ってしまうだろう。そんな確信があった。だから竜之進に手紙は渡さず燃やせと命じていたのだ。

　彼女をこれ以上危険な目にはあわせたくなかった。今までも幾いく度どとなく、命の危険があるような事件に巻き込まれているのだ。たとえ彼女に噓をつく事になったとしても、そうするのが家密の愛情でもあった。しかし竜之進は、そんな家密の気持ちには反対だったようだ。

「上様がみこ様を危険な目にあわせたくないと思っていらっしゃるのは、よく判っております。しかし今後敵船との戦いは総力戦になっていくでしょう。みこ様の神通力があれば、かなり有利に戦いを進められるのですぞ。あなたはこの国を守る将軍であらせられる。それならばまず、民たみを守る事を考えなければ」

　口くち惜おしくてたまらなかった。竜之進が話している事は、確かにその通りだと自分でも思うからだ。みこにもう一度会いたくて、彼女を探し出す為に手に入れたこの国最高の権力者の座。

　だけどそれは諸もろ刃はの剣つるぎだ。権力者としての義務を遂すい行こうして民を守ろうとすると、大切なみこを危険にさらす事になる。

「わしはあなたの忠臣です。だから言いにくい事もあえて言わせて頂きます。まずはこの国に住む人々を、争いに巻き込まないように務めるのが、あなたの仕事でございます。ですから、みこ様の邪じや魔まをしてはなりませぬ。あの方はお強い。知り合ったばかりですが、わしにもそれがよく判ります。きっと神通力を取り戻して帰ってこられます。ただ……」

　竜之進が力強かった言葉をふいににごして、視線を俯うつむけた。

「みこ様が怪け我がを負っている二海様と一いつ緒しよに行くとは考えられませぬ。おそらく、二海様がみこ様の後を追ったのでしょう。むしろ心配なのはみこ様よりも二海様かもしれませぬ」

　竜之進が目を止めたのは、枕まくら元もとにぽつぽつと落ちている赤い点だ。それは明らかに血けつ痕こんだった。誰の血なのかは、考えたくはない。

　家密は拳をぐっと握りしめ、右手にあった壁かべに思い切り叩たたき付けた。

「私は……この世で最も愛する二人の為に、何もできないというのかっ」

　思わず声が荒あらくなる。こんなに自分に対して憤いきどおりを感じたのは、生まれて初めてかも知れない。みこは愛する女性だ。そして二海は大切な弟だ。二人とも家密にとってかけがえのない存在だった。その二人が命の危機にさらされている。それなのにこの国の将軍である家密は、敵船が間近に迫っているこの状じよう況きようでは、何もかも放ほうり出して探しに行く事もできないのだ。

　悔しさで身体からだを震ふるわせていると、竜之進とはまた違ちがう、だけどとても聞き覚えのある声が耳に届いた。

「……上様。みこ様と二海様を信じましょう」

　優やさしくて暖かみがあって、少しだけ気が弱そうな声。だけど、家密が江戸城の中で一番信しん頼らいしている声だった。すぐさま振り向くと、廊ろう下かにいつもの裃かみしも姿で正座する信津名がいた。

　江戸城一の家密の番犬と噂うわさされる信津名は、大型の犬の本性を持っている。茶の髪かみで律りち儀ぎに髷まげを結ゆい、髪と同じ茶の瞳ひとみは穏おだやかな眼まな差ざしを持っていた。老中でもある彼は、裏切って秘伝の巻物を盗ぬすんだ横山と戦い、重傷を負ってずっと伏ふせっていたのだ。

「信津名、起きていいのか？」

「はい、医者には止められましたが、敵船が高輪についたのを聞いて、いてもたってもいられなくなったのです。こんな時にお役に立てなくては、上様の番犬の名がすたります！」

　穏やかだった信津名の表情が、ふいに真しん剣けんなものになる。

「失礼とは思いましたが、廊下でお話は聞かせて頂きました。──上様、みこ様と二海様は必ず戻って来られます。あの方達は、それだけの勇気と知ち恵えと力をもっておられます。今までだって幾いく多たの困難を乗り越こえていらっしゃったのですから」

　信津名の穏やかな声は、いつも家密の心に柔やわらかく入ってくる。長年一緒にいて築き上げた信頼関係があるからこそ、彼の言葉ならどんな事でも耳を貸すようになっていた。信津名が、家密が一番気に入っているこちらの心まで優しくなるような笑えみを浮うかべた。

「私達は自分達ができる事をしましょう。きっとみこ様は神通力を取り戻して、そして二海様と一緒に帰ってこられます。それを信じて、あの方達が帰って来られるまでの間、敵を食い止めて時間を稼かせぐのです」

　信津名の声は力強かった。家密はしばし考え込む。だが、決断までにはそう時間はかからなかった。もうゆっくり考えている暇ひまはないのだ。

「……判った。みこ達を信じて帰って来るのを待つ」

　心の決意を口にした時だった。

　開け放たれた襖ふすまの向こう、中庭の真ん中で急に鳥の羽ばたきが聞こえた。地面に降り立ったのは巨きよ大だいな梟ふくろうだ。梟はすぐさま人の形となり、背にくくりつけていた着物を素す早ばやくまとう。

「失礼致いたします、藤菜でございます。頼伸様からのご報告をお伝え致します。先ほど、敵船へ食料を届けようとしていた芯那国の船を、何とかその直前で捕とらえる事に成功致しました。これで敵船に物資が渡る事はなくなります！」

　わあっと信津名と竜之進が歓かん声せいを上げた。さすがに頼伸だと、家密も舌を巻く。普ふ段だんはふらふらしていて面めん倒どくさがりだが、元々は将軍になるべく教育されてきたのだ。その頭脳も化か妖ようとしての力も本物だった。

「上様、これで敵は食料が足りなくて、戦せん闘とうどころではなくなります。退たい却きやくするしかありませんね……おや、どうなさいました？」

　喜びに満ちあふれた信津名の声だったが、家密は考え込んだまま頷うなずかなかった。

「……作戦は成功したが、一つだけ不安な事があるのだ。私の杞き憂ゆうで終わればいいが」

　ぼそりと呟つぶやくと同時に、中庭から吹ふいてきた冷たい風が、家密の銀色の髪を揺ゆらしていた。




「上様、大変でございます！　敵船が高輪に近づいてきている模様。船の様子からすると、攻こう撃げき準備を始めたようです」

　その報告を聞いて、嫌いやな予感が当たってしまったと家密は舌打ちした。おそらくデズモンド達も、家密達が芯那国の船を捕らえたと知ったのだろう。そして彼らは退却とはまた別の道を選んだのだ。

「どうして……？　食料もないのに戦いを始めては、向こうが不利になるだけなのに」

　信津名の呆ぼう然ぜんとした呟きに、家密は視線を鋭するどくした。

「いや、奴やつらは自分達の軍事力に絶対の自信を持っているのだろう。一いつ旦たん退却するのではなく、一いつ斉せい攻撃に出て、短期決戦に持ち込む気だ。食料の備び蓄ちくが完全になくなる前に、百ひやく獣じゆう国こくを攻せめ落とせる、そう思っているのだ。──なめられたものだな」

　怒いかりがふつふつと沸いてくる。だが頭が沸ふつ騰とうするほどではなかった。怒りに身体を燃え上がらせながらも、冷静な考えもできている。

　いい状態だ、と家密は思った。こういう時は、自分の最大の力を出せるのだ。

「信津名、お前は百獣国の地図が書かれた秘伝の巻物を管理していただろう。その地図を暗記しているか？」

　不安げだった信津名の顔が、一いつ瞬しゆんで引き締しまった。

「はい、あの地図の事なら隅すみから隅まで、すべてこの頭の中に」

「よし、ではこれからの事を指示する。──敵は高輪にいる。食料が残り少ない以上、奴らがそこから移動するとは考えにくい。時間をかければ、それだけ物資が必要になるからな。まずは近場を襲おそって、そこで物資を奪うばい取ろうとするだろう。あいつらは必ず高輪を狙ねらってくる」

　賛同するように大きく頷いた信津名に、家密は向き直った。

「まず高輪周辺に住む者達を避ひ難なんさせろ。それが最重要事じ項こうだ。そして我々はあの地で敵を迎むかえ撃うつ。できれば敵を陸上には一歩も踏ふみ入れさせず、海の上で叩きたい。……信津名、敵を迎え撃つのに最適な場所はどこだ？」

　こちら側にとって最もまずいのは、彼らに百獣国の地図が書かれた秘伝の巻物が渡わたってしまっている事だ。百獣国に初めて来る外国人と戦闘になるのなら、こちらに地の利があるようにもっていける。しかし相手はこちらの地形を完全に把は握あくしてしまっているのだ。

　それは戦う上で、かなり不利になるだろう。そして百獣国が戦場になれば、こちらの被ひ害がいは大きくなる。大たい砲ほうや船を見る限り、悔くやしいが戦力も向こうの方が上だ。今、百獣国中から兵を集めさせているが、突とつ然ぜんの襲しゆう来らいだったので、まだ十分といえるほど集まってはいない。

「……あの、上様。そのことで少々お話があるのですが」

「なんだ、重要な事か？」

　大きく頷いた信津名が話し始めた内容に、家密は目を見開いた。そしてふっと口角を上げる。

「それは本当か？　それならば我々にも勝機が見えてくる。──あいつらの裏をかけるぞ」

　家密は思いついた計画を即そく座ざに頭の中で組み立てながら、高輪に向かう為ため、足早に廊下を進んだのだった。




　　　　[image: ]




　長年住んでいた社からそう遠くはないのに、もうもうと白い煙けむりが上がる火口に来たのは、みこは初めてだった。足あし下もとは岩が突つき出てごつごつとしているし、火山の熱のせいか緑の植物はほとんど生えておらず、もちろん人が住んでいるような民家もないので、荒あれ地のような印象だ。もう十一月だというのに、火口付近は汗あせばむほどに暑い。頰ほおを紅潮させて火口の際までどうにか歩いて行き、底に目を落とす。

　白い煙が充じゆう満まんしているので判わかりにくいが、どこまでも暗い穴が広がっているようだった。きっと地じ獄ごくとはこんな所を言うのかもしれないと思って、みこはぞっとした。神しん獣じゆう鳳ほう凰おうに会う為には、ここに飛びこまねばならないのだ。本当だったら身を縮こまらせて、すぐさまこの場から離はなれたい。高い所は嫌きらいではないが、底が見えないような所に飛びこむなんて無む謀ぼうすぎる。それにこの下でとぐろを巻くのは、身体さえも一瞬で溶とかしてしまう熱い溶よう岩がんだ。

　だけどみこは一度目を閉じて、二海の顔を思い浮かべる。大好きな大好きな彼の為に、自分に今できる事を精いっぱいやろう、そう決意してここにきたのだ。

「──わたしは必ず生きて帰る。そして、二海を……この国を救う！」

　願いを言葉に出すのは、昔からの習慣だ。みこは言こと霊だまを信じている。だから願いを口に出せば必ず叶かなうはずと信じてもいた。

　そう覚かく悟ごを決めたはずなのに、やはり底に向かって一歩を踏み出すのはなかなか難しかった。鳳凰がみこを認めなければ、溶岩に焼かれて命はない。きっとここに飛びこんでから死までは一瞬だろう。もし死んでしまったら、愛する人にも大切な友達にも会えなくなってしまう。

「──ううん。愛する人と、大切な人達と心から笑い合う為に、この一歩を踏み出すんだ」

　口にして、自分を鼓こ舞ぶした。そして大きく深呼吸する。心と身体からだを支配していた恐きよう怖ふを抑おさえつけて、意を決して目を大きく開いた。

　ぐっと膝ひざをかがめて火口へと飛びこもうとした時、その声は聞こえた。

「火口に飛びこんで自殺か？　そうしてくれると、こちらも手間がはぶけて助かるのだが」

　足を止め、驚おどろいて声が聞こえた左手に目をやった。辺りを支配している煙のせいで気付かなかったが、いつのまにか二人の男が立っていた。

「一陸……。横山様……」

　木挽芝居小屋の人気女形おやまで、二海の護衛としてずっと一いつ緒しよに暮らしていた一陸。そして彼の本当の主君で、家密と二海の兄でもある横山。

　彼らはデズモンドと手を組んで、百獣国を滅ほろぼそうとしていた。その為に一陸は正体を現して社を爆ばく破はし、横山は信津名を傷つけて秘伝の巻物を盗み、デズモンドに渡したのだ。

　間ま違ちがいなく彼らは敵だ。判っているのに、みこは胸がズキリと痛んだ。一陸は江戸に来てからずっと一緒に暮らしていたし、老中だった横山には江戸城でたくさんよくしてもらっていた。

　そんな思いを振ふり切って、懐ふところに手をやり小さく縮めたなぎなたを取り出した。端はしを握にぎってするりと伸のばし、彼らに向かって構える。

「相変わらず、勇ましいことだ」

　くっと横山が喉のどを鳴らした。全身からは不気味な獣じゆう気きが漂ただよっている。彼は二海と同じ、闇やみ狼ろうという本ほん性しようを持っていた。闇狼は徳川家に必ず不運を呼び込むとされていて、もし生まれたらすぐに殺すのが習わしだったそうだ。

　そのせいで赤子の時に殺されるはずだった彼を、こっそり養子に出したのは、春華の局だった。しかし横山は徳川家を、養子に出した春華の局を、自分の出生の秘密に関かかわる事すべてを恨うらんでいた。そして一番彼が憎ぞう悪おを向けているのは、弟のはずなのに徳川家の第一子として扱あつかわれている将軍の家密と、同じ闇狼の本性を持って生まれたのに自由に生きている二海だ。

「どうしてここに？」

　みこは視線を鋭くした。闇やみ色の獣気に気け圧おされていたが、負けたくはなかった。

「お前が何か余計な事をしでかさないかと思って、一陸に見はらせていた。お前を甘く見るとろくでもない事になるからな。さて、お前こそどうしてここに来たのだ？」

　横山がくっと口角を上げた。細ほそ面おもてに冷たい美び貌ぼう。口角だけで浮うかべる笑えみは、確かに家密とよく似ていた。今まであんなに近くにいたのに、どうして彼の正体に気付かなかったのだろう。それが悔くやまれてならない。横山がゆっくりと火口に顔を向けた。

「まあ、お前が何をしようとしているのか、大体の予想はつく。……一陸に調べさせたが、お前達炎守の一族の間では、神獣鳳凰は富士山の火口に眠ねむっていると伝えられているらしいな。お前が一人でここに来たということは、鳳凰に直接会いに行って神通力を取り戻もどそうとでも思っているのだろう？」

　さすがに横山は勘かんが鋭い。図星だったが、みこは顔には出さずに、彼をにらみ返した。

「──いい目だ。何も言わないのは、その通りだという証しよう拠こだぞ。私の考えはどうやらあっていたらしいな。だが、お前にこれ以上邪じや魔まをさせる訳にはいかない。お前が今から行くのは、火口にいる鳳凰の許もとではなく──」

　横山がニィッと口元をつり上げた。人の姿をしているというのに、尖とがった犬歯が垣かい間ま見みえた。

「──正しよう真しん正しよう銘めいの地獄だ！」

　闇色の獣気が、みこに向かって遠えん慮りよなく放たれた。立っているのも難しいほど圧あつ迫ぱく感かんがあったが、何とか両足で踏ん張った。気持ちだけでも負けたくなくて、必死で視線を鋭くする。

「邪魔はさせない。わたしは必ず、あなたとデズモンド王子の企たくらみを止めてみせる！」

　叫さけぶと、にんまり笑っていた横山が変化を始めた。黒い毛並みはまるで漆しつ黒こくの闇のよう。その獣気は今までとは段だん違ちがいに強くなって、総毛立つ程ほど恐おそろしい。

　普ふ通つうの狼おおかみの三倍はある大きな身体。夜の闇よりなお暗い毛並みと、尖った白い牙きばを剝むき出した闇狼の横山が、空に向かって空気が振しん動どうするほどの迫はく力りよくで吠ほえた。

「そんななぎなた一つで、私の牙を折れるかな？」

　横山が飛び上がって襲いかかる。前足でみこを押さえつけ、そのまま押し倒たおした。首筋に食くらいつこうとした白い牙を、みこはとっさになぎなたを横にして口に入れ込み、押し返そうとする。だが鋭するどい牙は、木でできたなぎなたを一嚙かみで粉々にしてしまう。

「きゃっ」

「さあ、これで身を守るものがなくなったな。もうおしまいだ、みこ。死ね……！」

　白い牙が再びみこに襲いかかる。大きな口はみこを一吞のみにしてしまうほどだ。あの牙で咬まれたら、骨も肉も断たち切られてしまうだろう。みこは思わず目を瞑つぶって、両りよう腕うでを交差させて身を守ろうとした。だがその瞬しゆん間かん、横山の呻うめくような声が聞こえる。

「ううっ……な、何!?　どういう事だ……！」

　同時に身体を押さえつけていた狼の足が退いた。慌あわてて目を開き、辺りの光景に息を吞む。

　闇色の狼を押さえつけていたのは、毛並みも体格も、鋭い金色の目もまったく同じ、もう一匹ぴきの闇狼だった。上になっている闇狼は、身体のあちこちから血を流し、息も荒あらい。だけどその迫力ある眼まな差ざしだけは、決して横山に負けてはいなかった。

　みこはその闇狼が誰だれか、よく知っている。

「に、二海……！」

「みこに触さわるんじゃねぇ！　喧けん嘩かなら、俺が買ってやるっ」

　いつもの江戸っ子の口調で、そしていつもの力強い声で、二海が叫んだ。

　みこはいつのまにか涙なみだをこぼしていた。こんな状じよう況きようだが、再び彼の声が聞けた事が嬉うれしくて嬉しくて、たまらなかったのだ。
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　東海道の玄げん関かん口である高輪は、いつもなら旅をする者達で大おお賑にぎわいだが、今日は違ちがっていた。近くの住民達は役人の指示で着のみ着のまま避ひ難なんを始め、辺りは異様な緊きん迫ぱく感かんに包まれている。その原因は、家密が立つ岩場からでも確かく認にんできる異国の軍ぐん艦かんのせいだった。

「まだ住民達の避難は終わらないのか」

　家密が聞くと、傍かたわらで軍艦の様子を見ていた信津名が、さっと片かた膝ひざをついた。怪け我がをしているというのに、重い甲かつ冑ちゆうに身を包んでいる。辺りを駆かけ回っている侍さむらい達も同様だ。家密も今はいつもの着流し姿だが、もうすぐ鎧よろいに身を包まなければならないだろう。まるで戦国の時代のようなものものしい雰ふん囲い気きが漂い、家密ですら息をするのも苦しいように感じていた。

「はい、全員避難させるには、もうしばらく時間がかかるかと。敵船が現れた時から避難するよう呼びかけてはいたようですが、なにせ高輪は諸国から江戸に入る玄関口でございます。旅人も多く、その分宿や茶屋なども多いので……」

「そうか……。では、引き続き住民達の避難を急がせろ。あの〝計画〟を実行するなら、住民達がいると巻き込む可能性がある。それだけは避さけなければ」

　家密は江戸城から高輪に移動する間ずっと考えていた〝計画〟を再度頭に思い浮かべた。信津名から聞いた話をもとにして作り上げた計画は、家密達に起死回生の可能性を示し唆さしている。だがそれを実行する為ためには、敵が攻こう撃げきしてくる前に、住民達を避難させる必要があった。

「承知しております。役人達に命じて、強制的にでも住人達を避難させておりますので、もうしばらくすると完かん了りようするはず……」




　ドンッ！




　信津名の言葉を遮さえぎるように、大きな爆発音が聞こえた。何事かと家密が音が聞こえた海に目をやる。軍艦にある大たい砲ほうが白い煙けむりを上げ、黒い何かが飛んできている。それが何かにはすぐに気付いた。家密は辺りに向かって常にない大声を張り上げる。

「弾たまが飛んでくるぞ！　すぐに逃にげろっ」

　だがもう遅おそかったようだ。声と同時に、高輪の海沿いである砂すな浜はまに、弾が地じ響ひびきを立てて落ちたのだ。幸い人はいなかったが、砂浜には大きな穴があいている。

　かなりの破は壊かい力だと、家密はこんな状況だが、冷静に分ぶん析せきした。もし建物に落ちていたら、間違いなく木こっ端ぱみじんになるだろう。そしてこのたった一発の弾だん丸がんは、刀と槍やりで戦う侍達にえたいの知れない恐怖を植え付けたようだ。

「み、みろっ。大砲が一いつ斉せいにこっちを狙ねらってるぞ！」

　うろたえたように誰かが叫ぶと、砂浜に散っていた侍達も浮き足立った。海に浮かぶ軍艦からは、こちらを向いている大砲の群れが窺うかがえる。慌てふためく彼らに向かって、家密は片手を上げた。

「落ち着け！　まだ船と陸地は距きよ離りがある。たまたま今の一発が届いただけだ」

　狙われやすい高い岩場に立っていたが、家密は侍達からよく見えるその場を動かなかった。危機的な状況の時こそ、将軍である自分が的確な指示を出さなければならないだろう。そしてその判断は功を奏したようだ。侍達ははっとしたように全員こちらを見上げた。

「船を出せっ！　まだ敵との距離がある内に、移動するぞ！」

　力強い家密の声に、侍達が一斉に膝ひざをついて頭を下げる。

　決して負けられない戦いが、今まさに始まったのだった。
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　富士山の火口では、二匹ひきの闇狼が絡からみ合うようにしながら、もみ合いを続けていた。

「二海、どうしてここに!?」

　みこは何とか起き上がり、体勢を調ととのえる。たった今、横山に嚙み殺されそうになっていた所を、二海が助けてくれたのだ。どうしてここにいるのだろう。身体からだは大だい丈じよう夫ぶなのかと、色々聞きたい事はあるのに、さすがに今は二海もみこの疑問に答える余よ裕ゆうはないようだった。

　二匹の獣が一度身体を離はなして睨にらみ合う。身体の大きさも同じ。毛並みの色も瞳ひとみも同じ。一見すると闇狼である二匹はまったく同じだった。だが、大きく違う所が一つある。

　無傷の横山に対して、二海が負っている深い傷が治ち癒ゆしている様子はない。だが身体から血を流しつつも、二海は横山に負けない気き迫はくを見せた。

「みこを傷つけさせたりしない。絶対に！」

「ふんっ、死に損ぞこないが。わざわざとどめを刺さされたくてきたのか？」

　鼻で笑った横山は、余裕の態度を崩くずさなかった。そのまま前足をぐっと踏ふみしめて、二海の頭上へと飛び上がる。

「今度こそ、お前をあの世へ送ってやろう、死ねっ」

　白い牙が二海の喉のどもとを狙った。二海はふらつきながら、どうにか飛び退のいてそれを避よける。だが横山は着地と同時に、第二の攻撃を放った。

「ううっ……！」

「いやぁぁぁ！　二海っ」

　空中に赤い血が飛び散って、みこは思わず悲鳴を上げた。横山の鋭い爪つめが、二海の肩かたをえぐったのだ。そのまま横山は攻撃の手を緩ゆるめる事なく、反対の肩に食らいつく。二海の低いうめき声が聞こえて、みこはいてもたってもいられなくなった。彼は元々怪我をしている。しかも何日も意識が戻もどらなかったほどの重傷だ。今、立っていられるのだって奇き跡せきに近いのだ。

　先ほど横山に嚙みつかれたせいで、割れて半分の長さになってしまったなぎなたを振ふり上げて、二海の肩に食らいついている横山へと駆け寄った。そのまま鼻はな面づらを叩たたこうとしたが、後ろから何者かがなぎなたを摑つかんだ。

「駄だ目めだよ、邪魔しちゃ」

「一陸……！　放してっ。このままじゃ二海が……」

　叫んだが、一陸は無表情のまま首を振るだけだ。そして細い身体からは信じられないほどの力で、なぎなたを奪うばい取ってしまう。

「返して！……ねぇ、一陸。あの人があなたの主君だってのいうのは、もうよく判わかったよ。だけどあなたは木挽芝居小屋の役者でしょ。二海と一いつ緒しよにずっと芝居をしてきた仲間でもあるでしょ。その二海が殺されてもいいの!?」

　必死で詰つめ寄ると、一陸の表情にわずかに陰かげりが見えた。

「二海さんには……死んで欲しくないって思ってる」

「だったら……！」

　更さらに説得しようとしたが、一陸は再び大きく首を振った。

「でも駄目なんだ。だって横山様は僕の主君だ。主君の命令は忍しのびである僕にとっては絶対なんだよ。それに……横山様は僕の命の恩人だ。僕の両親はある商人だったんだけど、子供の頃ころに火事で死んだんだ。横山様は僕の家に養子に来てて……最初は僕のお兄さんだった。あの火事の時、家の中に取り残されていた小さな僕を火の海に飛びこんで助けてくれたんだ」

　みこは思わず目を見開いた。驚おどろくと同時に、富士山から戻ってすぐ家密から聞かされた、横山の生い立ちについての話を思い出す。春華の局から聞いたそうなのだが、彼女は闇やみ狼ろうとして生まれた横山を殺せず、こっそり知り合いの商家に養子に出したのだそうだ。そしてその商家は火事で燃えてしまったらしい。もしやそれが一陸の実家だったのだろうか。

「親がいなくなった僕を、横山様は育ててくれた。僕は幼かったけど、あの方の出生の秘密を聞いて絶対に強くなって助けになろうと決めたんだよ。だって血は繫つながってないけど……僕の大切なお兄さんなんだ。火が燃えさかる中、危険を顧かえりみずに家の中に飛びこんで助けに来てくれたんだ。僕はまだすごく小さかったけど、今でもよく覚えてる」

　決意の言葉のはずなのに、弱々しく聞こえた。一陸の目に迷いの色が見えるのは気のせいではないはずだ。みこはそれを素す早ばやく読み取って、なるべく落ち着いた口調で問いかけた。

「……でも、あなたはこの五年間ずっと二海と一緒にいた。一緒に生活して、一緒に芝居を作り上げて、一緒にお客さんの歓かん声せいを浴びたはず。舞ぶ台たいでのあなたは、いつも生き生きとしてた。妖よう艶えんな美女の役から可愛かわいらしいお姫ひめ様の役まで自由自在にこなしながら。……ねぇ、あれが全部噓うそだったはずないよね？」

　問いかけには無言だが、説得しているみこから視線をそらしたのが、答えのように思えた。

「二海と一緒にいた年月だって噓のはずない。あなただって二海がこれ以上傷つくのは嫌いやでしょう？　それに横山様の計画通りに事が進んじゃうと、この国は外国の敵にめちゃめちゃにされちゃうんだよ。あなたの芝居を見に来てくれてた、たくさんのお客さんが、戦いで傷つくことになるんだよ」

　一陸は自分より美しい女性に嫉しつ妬としていたし、注目が自分からそれると腹を立てていた。それはすなわち、女形おやまとしての自分に自信と誇ほこりを持っていたからだ。

　以前二海に聞いた事がある。役者が厳しい稽けい古こを乗り越こえられるのは、演じきった後に客の歓声と拍はく手しゆを浴びられるからだと。それはどんなに金を持っていても名めい誉よを持っていても味わえない、努力して認められた者達だけが得られる栄えい誉よなのだと。

　それを一度知ってしまったら、どんなに辛つらい稽古だろうと苦ではなくなるらしい。

　一陸も、役者としての喜びを知っているはずだ。その彼が一番おろそかにできないのは、拍手をくれる客達だろう。

「横山様の事情はよくわかるよ。彼が徳川家を憎にくむのは仕方ないかもしれない。だけど、彼のやり方は間ま違ちがってる。国やそこに住む人達を自分の復ふく讐しゆうに巻き込むべきじゃない。あなたが彼に仕えているというのなら、主君の間違いを正すのも忍びであるあなたの役目のはず」

　きっぱりと言い切ると、一陸がびくりと震ふるえた。みこはその様子を見て、話を続ける。

「一陸、これが最後の機会だよ。ここで横山様を止めないと、絶対に後こう悔かいする……！」

　言葉に力を込めた。一陸を摑む腕うでにも。きっと彼は判ってくれるはずと、みこは信じていた。

　だけど────一陸は動かなかった。

「ギャンッ！」

　響ひびいた獣けものの悲鳴に、はっとして振り返る。倒たおれ込んだ二海に横山が覆おおい被かぶさり、今まさに喉のど笛ぶえに嚙かみつこうと牙きばを見せた所だった。

「やめてっ！」

　みこは叫さけんで駆かけ出そうとした。だがその腕を冷たい表情の一陸に摑まれてしまう。

　その瞬しゆん間かん、みこは自分の説得がまったく彼に通じなかったのだと、思い知ったのだった。
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『ふふっ、逃げたイエミツ達を追うのは楽しいな』

　デズモンドは船室でほくそ笑えんでいた。窓からは前方を行く、百ひやく獣じゆう国こくの船が見える。木造の船は、この国では立派な部類だろうが、世界最強の海軍の将であるデズモンドからみれば古くさくてみすぼらしく映った。あの船には、百獣国の侍さむらい達と将軍が乗っている。高輪の砂浜に大砲を一発放ってやった途と端たん、彼らは船に乗って逃にげ出したのだ。

　芯那国からの補給船が、百獣国の船に取り押さえられたと聞いた時は、怒いかりのあまり頭が沸ふつ騰とうしそうだった。たかが小さな島国と思っていたが、あの銀ぎん狼ろうの将軍はなかなか侮あなどれなかったようだ。だが百ひやく戦せん錬れん磨まのデズモンドは、そこで諦あきらめたりはしなかった。

　一いつ旦たん退たい却きやくするぐらいなら、このまま一気に百獣国を攻せめ落とそうと決めたのだ。食料は残り少ないが、陸地に上がれば何とでもなる。船室の窓から見る限りでは、どうやら霧きりが出てきて視界が悪くなったようだが、航行に影えい響きようはないようだった。

『ブレイク、見ろ。あの中にお前の大切なご主人様がいるかもしれないぞ』

　この様子を見せてやろうと、窓まど際ぎわに縛しばられたブレイクを転がしておいた。目を凝こらして窓の外を見つめるブレイクに、デズモンドは手にしていた秘伝の巻物を広げてみせる。

『馬ば鹿かなお前にも判るようにこの地図を説明してやろう。あいつらはおそらく、この突つき出た岩場のある岬みさきに向かっているのだろう。我々ももちろん向かう。そこであいつらを追い詰めて、大たい砲ほうで沈しずめる。そしてこの突き出た岩場から陸上に上がり、百獣国を攻め落とす！』

　デズモンドは力強い己おのれの声に心地ここちよさすら覚えた。秘伝の巻物に書かれた地図は、島国である百獣国の隅すみ々ずみまで書かれていて本当に便利だった。初めて来る土地なら、敵をこうまで深追いするのは危険だ。追いかけていった先に何があるか判らないからだ。だがこの地図さえあれば、方向も地形も手に取るように判る。上陸しやすい場所を見付けるのも思いのままだった。

『戦いに一番重要なのは情報だ。それさえあれば、いくらでも有利に戦いが進められる。お前を生かしてここまで連れて来た本当の理由が判るか？　裏切り者のお前の目の前で、大切なご主人様の息の根を止めてやる為ためだ』

　いたぶる相手がいるのは最高だ。それがプライドの高い男ほどいい。悔くやしさに顔を歪ゆがめているだろうと思ってブレイクをみやったデズモンドは、ふいに眉まゆ根ねを寄せた。

『何だ、その顔は？』

　泣き顔を期待していたのに、ブレイクの表情は冷静そのものだった。既すでに何もかも諦めたのかと思ったが、どうやらそうでもないようだ。ブレイクがちらりとデズモンドに目をやった。

『──そううまく、あなたの思い通りになるでしょうか？』

『なんだとっ！　どういう意味だっ』

『さあ。わたくしにも判りませんが、あなたの思おも惑わく通りに事を進ませるほど、この国の将軍は間ま抜ぬけではなかったと思いまして』

　デズモンドは怒りでかっとなった。その勢いで右手を振り上げ、パシンッと辺りに響くほどに、ブレイクの顔を平手打ちにした。

『こんな小さな島国の将軍がどれほどのものか……！　狼などに、私を止められるはずがないっ。あの弱虫なサムライ達は、大砲を一発飛ばしてやっただけでさっさと逃げ出したのだぞ』

　デズモンドは大おお股またで窓際に寄った。多少視界は悪いが、運航に支障はない。霧の中から、うっすらと岩場が見えてくる。

　デズモンドの計画は予定通りだ。地図に書かれているこの先にある岬に敵の船を追い詰つめ攻こう撃げきし、突き出た岩場に甲かん板ぱんから板を渡わたして陸地に上がる。突き出た岩場だから見晴らしはいいので敵に囲まれる心配もない。陸地に上がる時だけ敵が待ち伏ぶせていないか確かく認にんを怠おこたらなければいいのだ。この地図にある岩場は、まさに絶好の上陸ポイントだった。

　そしてまずは近くにある村を制圧して、そこを拠きよ点てんとして江戸を攻め落とし、更には百獣国全体を手に入れる。それがデズモンドの考えだった。

　岩場の近くまで船が進むのを見届けて、デズモンドはほくそ笑んだ。

『デズモンド王子！』

　駆け込んできた軍人に、何事かと眉根を寄せる。彼は肩かたで息をしながら、窓の外を指差した。

『大変ですっ。前方と後方に敵がっ……！』

　デズモンドは一いつ瞬しゆん何を言われたのか判わからなかった。前に敵がいるのは判る。それを追いかけているのだから。だが、後方に敵とはどういう事だろう。

「背後に突とつ然ぜん敵の船が現れたのです。それも十隻せきほど！」

　その報告を聞いた瞬間、まずい、と長年戦いの中に身を置いていたデズモンドの本能が囁ささやいた。どうやら前後を押さえられたようだ。まさか逃げる振ふりをして、これを狙ねらっていたのだろうか。後方の敵に気付くのが遅おくれた以上こちらの分が悪かった。

『船を右う舷げんへ！』

　即そく座ざに命令を下した。まずは敵と距きよ離りを置いて態勢を立て直さねば。前方にいる敵をせっかく突き出た岩場に追い込んだというのに、攻撃せず方向を変えるのはもったいないが、戦いは万ばん全ぜんの状態でというのがデズモンドの理論だった。だが軍人が大きく首を振る。

『右舷に舵かじはきれませんっ。右舷どころか、三方を岩に囲まれ、前後に敵がいるのです！　どの方向にも船は進めませんっ』

　一瞬言葉の意味が判らなかった。何度か反はん芻すうして、ようやく秘伝の巻物にある地図を見る。

『そんなはずはない……！　この岩場は確かに海に突き出ているはずだ。船が岩場に囲まれているはずがない。それではまるで敵に包囲してくれと言っているようなものではないか……』

　何度も何度もあり得ないと繰くり返す。だけどうっすらと晴れ始めた霧の中から出てきたのは、前も右も左も高い岩いわ肌はだに囲まれた、デズモンドにとっては最も恐おそろしい光景だった。
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「敵船を包囲しました！」

　家密はその報告に、大きく頷うなずいた。ここは高輪の砂すな浜はまからそう遠くない場所にある、高い岩場に囲まれた岬だった。先ほど船で退たい却きやくするふりをしながら、この場所へ移動してきたのだ。家密が船でここに来て甲板から岩場に板を渡して陸地に上がり、高台までやってきた頃ころには、段々と霧が晴れてきていた。そのおかげで、馬の蹄てい鉄てつによく似た形をしている岬が一望できる。三方を岩場で囲まれている岬には、おとりの船におびき寄せられたデズモンド達の船が入り込んでいた。前方の岩場にずらりと兵士を揃そろえ、後方の岬の入り口にはこちらの船を配置している。傍かたわらにいた信津名が、興奮したように声を上げた。

「やはりここに来ましたね。この入り組んだ岬の形に気付かずに」

「ああ、霧が出たのが幸いしたな。いくらここら一帯が気候の関係でほぼ毎日のように霧が発生しているとはいえ、今日もちゃんと視界が悪い程度に霧が出てくれるか心配だったが……」

　信津名が満面に笑みを浮うかべて頷いた。

「霧はばっちりでしたね。……しかし蘭刀斉殿どのとは何と素す晴ばらしいのでしょう。百獣国の正確な地図を作った上、もし江戸を攻めて来る敵に地図が渡った時の事まで考えていたなんて」

「ああ、潮の流れからしても、船で攻めてくる敵は高輪の辺りに現れる事が多い。その辺りで、戦いに有利になる場所の地形を、わざと書き換かえておくとはな」

「ええ、まだ伏ふせって動けない私の所に、蘭刀斉殿が現れた時は驚おどろきました。彼は一体誰だれなのかと。彼がみこ様の師し匠しようで秘伝の巻物の作成者だとお聞きして、これまたびっくりしたものです。実際、とてもその……個性的な方で」

　思い出したのか、信津名が苦く笑しようしている。

「ですが、彼から聞いた話には、人生で一番かというほど驚きました。彼は私に言いました。もし江戸を狙う者に秘伝の巻物を奪うばわれた場合に備えて、一つ罠わなを仕し掛かけたと。それがこの岬の形。地図では突き出た岩場になっているが、実際は馬の蹄鉄のような形をしていて三方を岩場で囲まれている。うまく敵をおびき寄せて入り口を塞ふさげば、完全に包囲できるのだと」

　信津名がそこで言葉を句切って、家密を尊敬の眼まな差ざしで見上げた。

「しかし上様のお知ち恵えには感服致いたします。大砲に驚いて船で逃げたふりをして、ここまで敵を誘ゆう導どうするとは。蘭刀斉殿も地形をわざと書き換えた罠を作ってはおいたが、それをどう利用するかは我々の腕の見せ所だと言われていました。……上様の計画は見事に当たりましたね」

　信津名の話では、地図上ではこの岬は家密達が今立っている突き出た岩山しか書かれていないらしい。だが実際には家密達がいる真下は入り組んだ岬になっているのだ。敵を誘さそい込めさえすれば、たとえこちらの兵が少なくても、周りの地形を利用する事で敵とも渡り合える。

　狙い通り岬の中に船を進めてしまった為に、前にも後ろにも横にもいけず停てい滞たいしている敵船に鋭するどい眼差しを向け、家密は右手を振り上げた。

「今だ、入り口を塞げ！」

　合図するとドンッ！　と爆ばく発はつ音が聞こえた。岬の入り口に仕掛けた爆ばく薬やくが爆発したのだ。岩肌が、がらがらと音を立てて崩くずれ、家密の計算通り岬の入り口が壊こわれた岩によって閉じられた。

「弓矢用意！」

　声とともに周りを囲む岩山に立っていた千人程ほどの侍さむらい達が、一いつ斉せいに弓を構えた。彼らが手にしているのは、真っ赤に燃える火矢だった。船に乗っていて一番恐ろしいのは火事だ。たとえ鉄の船だとしても木造の部分はあるし、帆ほが燃えれば航行も不可能になるだろう。

　家密は海に浮かぶ黒い船に向かって、右手を突きつけた。

「放てー！」

　途端に火のついた矢が雨のように軍ぐん艦かんに降り注ぐ。狙い通り帆は燃え上がり、甲板に張り巡めぐらされていた縄なわは焼き切れ、木造の甲板の板に火が移っていく。

　悲鳴に近い敵の軍人達の声を耳にしても、家密は攻撃の手を緩ゆるめなかった。ここで中ちゆう途と半はん端ぱな攻撃をしてしまうと、次に悲鳴を上げて逃げ惑まどうのは百ひやく獣じゆう国こくの民たみ達かもしれない。

「第二弾だん用意！」

　この国の将軍は自分だ。民も国も家臣も、そして愛する女性も、自分が守ってみせる。

　それが家密なりの、愛情の示し方だった。
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「止めてっ。二海を放して！」

　火口のすぐ近くでは、闇やみ狼ろうとなった横山が、同じく闇狼の本ほん性しようを現している二海の背中を踏ふみつけ、背後から首筋に嚙かみつこうとしていた。一陸に腕うでを摑つかまれて動けないみこは、勝手に溢あふれてくる涙なみだを止められないまま、悲鳴を上げた。

　二海はただでさえ傷を負っている。これ以上何かあれば、本当に命に関かかわるだろう。一陸の腕を振り払はらおうとしたみこは、ふいに後ろに引っ張られて地面に倒たおされてしまう。

「えっ……？」

　そこで不思議な事が起こった。てっきり一陸がみこを押さえつけようとしたのだと思ったのに、彼はそのまま走って、横山と二海の間に入り込んだのだ。

「ううっ……！」

　そして呻うめいたのは一陸だった。二海に覆おおい被かぶさった一陸の背中に、勢いあまった横山の牙きばが突つき刺ささっている。目を見開いたのは、みこと横山同時だった。

「一陸！」

　思わず叫さけんで駆かけ寄った。一陸の背中からは血があふれ出している。しかもかなり多量だ。位置的に、心臓の近くかもしれない。

「……なぜだ？」

　横山の呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきが聞こえた。見ると、段々とその姿が人になっていく。その表情には、困こん惑わくと驚きの色が垣かい間ま見みえた。

「一陸っ！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　懐ふところに入れていた手ぬぐいで、止血しようと傷口を押さえつけた。一陸が覆い被さっている二海は、どうやら気を失っているようだ。目を閉じている彼を見て、一陸はわずかに微笑ほほえんだ。

「一陸……！　私を裏切るのかっ」

　怒いかりに震ふるえた声が火口に響ひびく。目をやると、横山は獣けものになる時に脱ぬいだ着物を羽織り、いつのまにか手に刀を持っていた。その刀を向けたのは、二海と折り重なるようにして倒れている一陸だ。みこはすぐさま彼を庇かばうように両手を広げる。そして横山を睨にらみつけた。

「これ以上は何もさせないっ」

「……いいんだ、みこちゃん」

　みこの背中に手を当てて、一陸が弱々しげに声をかける。振り返ると、一陸がどうにか仰あお向むけになって上半身を起こした。そのまま横山に目を向けて、そっと俯うつむく。

「ごめんなさい。でも僕、考えたんだ。やっぱり、二海さんには死んで欲しくない。だって、二海さん達と一いつ緒しよにお芝しば居いするのはすごく楽しかったんだ」

　いつもの一陸とは違ちがう、甘えたような子供っぽい口調だった。横山がかっと目をむく。

「だから、子供の時から一緒にいる私を裏切って、そいつを助けるというのか。それならばいい。お前も殺してやる！」

　声を荒あららげた横山に、一陸が悲しそうな視線を向けた。

「もうやめよう。判わかってるはずだよ。こんな事したってあなたはもう、徳川家に戻もどれる訳じゃない。どんなにうらやんだって、あなたは上様にも二海さんにもなれないんだ。二人みたいに生きたいのに、それができないからあなたは二人をこの国ごと破は滅めつさせようとした。だけど、それは間ま違ちがいだよ。……お兄ちゃん」

「その呼び方はやめろ！　私はお前の主君だ。お前の本当の兄じゃない」

「だけど……僕はお兄ちゃんだと思ってる。だから今までずっとお兄ちゃんの夢を叶かなえてあげたくて頑がん張ばってきた。でもね……二海さんも大好きなんだ。空三もみこちゃんも煙助も、芝居を見に来てくれるお客さんも。だからお願いだよ。僕の大切な人達をこれ以上傷つけないで」

　一陸の目に涙が浮かんでいた。いつでも余よ裕ゆうの笑えみで人を煙けむに巻く彼にも、こんなに弱々しい一面があるのだと初めて知った。一陸が横山との間に立っていたみこを押しのける。そして傷ついた身体からだで何とか起き上がり、横山と相対した。

「本当はちゃんと、あなたの命令を遂すい行こうしたかった。でも……これ以上は無理だよ。だから僕を好きにしていいよ。腹が立つなら殴なぐってもいいし、殺してもいい。だけど、それで終わりにしよう。もうここにいる人達には手を出さない……」

「黙だまれ！　裏切り者がっ。お前だけは私の味方だと思っていたが、どうやら違ったようだな。芝居小屋に潜せん入にゆうする時、絶対に気を許すなと何度も言ったはずだぞ。……こんな役立たずはいらない。そいつらと一緒にまとめて殺してやる！」

　横山がすらりと刀を抜ぬいた。鈍にぶい銀色の輝かがやきに、背筋がぞっとする。

「一陸、あなた怪け我がしてる。わたしが……」

　庇ってくれている一陸の前に進み出ようとしたが、彼はそっと右手を出してそれを遮さえぎった。

「駄だ目め、みこちゃんに怪我させたら、二海さんに怒おこられちゃう。……あのね、みこちゃん」

　一陸がそこで言葉を句切り、少しだけこちらを向く。

「二海さんを頼たのむね。二海さんってけっこう寂さみしがりやだから、そばにいてあげて」

　いたずらっぽく笑う一陸は、みこが知っているいつもの彼だった。からかうのが大好きで、ちくりと嫌いやみを言ったりするけれど、周りに気を配れる優やさしい少年だ。

　駄目、と叫ぼうとした。一陸は死を覚かく悟ごしている。二海も主君も選べない彼は、自分の命を犠ぎ牲せいにする事で、横山に改心して欲しいと祈いのっているのだ。

　それを証明するかのように、一陸は斬きりかかってくる横山に抵てい抗こうしなかった。ただじっと立っているだけだ。その顔には、恐きよう怖ふの色はみじんもない。穏おだやかで何もかもを達観したような笑みを浮うかべていた。

（まずい、助けなきゃ！）

　みこはすぐさま立ち上がって、一陸の前に躍おどり出ようとした。しかし誰かが背後からみこの身体を押しのける。そのせいで勢いあまって地面に尻しり餅もちをついてしまう。

「きゃっ！　に、二海……!?」

　みこは我が目を疑った。隣となりを俊しゆん敏びんに駆け抜けたのは、獣の姿をした二海だ。彼はそのまま勢いよく横山に飛びかかる。虚きよをつかれた横山が後ろに倒れ込み、ごろごろと一匹ぴきと一人が地面を転がった。ようやく止まって上になっていたのは、闇狼だった。

「みこには触さわらせねぇ。一陸にもだ。どっちも俺の大切な奴やつらなんでな」

　言葉が力強かった。とても今まで気絶していたとは思えない。

　二海が前足で横山の胸を踏みしめて、地面に押しつけた。だが横山が右手を振ふり上げ、血が滲にじんでいる二海の肩かたを思いっきり摑む。

「ううっ……！」

「甘いぞ、二海。今だったら私を殺せたのに、手加減しただろう。……私はな、家密よりもお前の方が憎にくい。お前に私の気持ちが判るか？　同じ本性を持って生まれたのに、兄に守られ江戸城で育ったお前に。町中で好きな役者をして自由に暮らすお前に。生まれた瞬しゆん間かんに殺される事が決まっていた私の気持ちが判るというのか！」

　そこで闇狼だった二海が、人の姿に戻り始めた。そして苦痛に顔を歪ゆがめながらも、両手で傷口を摑んでいた横山の手を押さえて地面に縫ぬい付ける。

「判るさ！　俺だっていつ殺されるか判らない状じよう況きようで育ったんだ。ずっとびくびくしてたよ。今日は生きていられたけど、明日あしたは殺されるかもしれないって。毎日が辛つらかった。だけど……」

　二海が一いつ瞬しゆんだけこちらに目をやった。そしてみこの姿を見付けて、小さく頷うなずく。

「俺はそんなびくつくだけの人生は嫌だって思った。初はつ恋こいの女に再会したら、胸を張って生きてるって言いたかった。だから、血の滲むような努力をしてやっとの思いで自由を手に入れた。俺は俺なりに、前向きに生きてきたんだよ。お前にとやかく言われる筋合いはねぇ！」

　二海が横山の襟えりに手をやって、がんがんと揺ゆさぶった。

「お前だって復ふく讐しゆうばかりの人生じゃなくて、違う道を生きる機会はあったはずだ。生まれはどうあれ、お前自身の為ために生きていける道がな。だがお前はそれを選ばず、たくさんの人達を巻き込んでの復讐に人生を捧ささげた。それがお前の選んだ道だ。そうやって歩いてきた人生が気に入らないって嘆なげくのはお門かど違ちがいだ。自分の人生には自分で責任もちやがれっ」

　二海が拳こぶしを振り上げた。横山が避さけようともがいたが、もう遅おそい。

　ガツンッと重い音がして、横山の頰ほおから血が滲む。衝しよう撃げきで地面から飛び出ている岩に頭もぶつけたようだ。そのまま意識を失ったのか、ぐったりと地面に倒れ込んだ。

「二海……！」

　横山が気を失ったのを確かく認にんして、二海がその場にがっくりと倒れ込む。慌あわてて駆け寄って身体を起こし、近くに落ちていた彼が本性を現す前に身につけていたらしき着物を着せかけた。

　顔色は青いを通り越こして紙のように真っ白だ。身体のあちこちから出血していて、触ると人の身体とは思えないほど冷たかった。
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（このままじゃまずい……！）

　医学の知識はないが、彼の状態が瀕ひん死しの重傷といわれるものだろうというのは判る。元々意識を取り戻したのだって奇き跡せきなのだ。その上横山との死し闘とうを繰くり広げた彼が、これ以上命を保っているのは難しいだろう。

「……みこ」

　弱々しい声が聞こえて、慌てて二海の口元に耳を寄せる。そうしないと聞こえないくらい、本当にか細い声だった。

「炎守の一族の奴らに……手伝ってもらって、一陸の手当てを……。あいつは俺ほど重傷じゃないはずだ。もしかしたら、助かるかもしれない……」

「二海の手当てだってすぐにしてもらうよ、だからしっかりして！」

　呼びかけたが、二海はうっすらと笑うだけだ。

「俺はもう、無理だ。自分でも判ってるよ。……みこ」

　ふいに二海がみこの頰に手を当てた。その手に手を重ねて、じっと二海を見つめる。

「……愛してる。ずっとずっとお前だけだった。お前がいてくれたから、俺は横山みたいにならずにすんだんだ。……ありがとう」

　みこを映していた金色の瞳ひとみが閉じて、頰を撫なでていた二海の手が地面に落ちた。

「いやぁぁぁ！　二海っ、しっかりして！」

　揺さぶったが、返事はない。かろうじて呼吸はしているが、もう虫の息だった。

（どうしよう。このままじゃ、二海が死んじゃう！）

　みこは溢あふれてくる涙なみだを袖そでで拭ぬぐった。泣いていても何も解決しない。悲しい時、辛い時、どうしようもなくなった時こそ行動しなければ、道は開けない。

　そしてみこは、今の状況を克こく服ふくできる唯ゆい一いつの手段を知っていた。

　二海の手を握にぎる。冷たくなってきている手を温めるように、そっと口付けた。

「……二海。絶対に死なせたりなんかしない。わたしがあなたを助けてみせる！」

　二海の手をそっと彼の胸に置いて立ち上がった。そして後ろ髪がみを引かれる思いで、背を向ける。目の前にあるのは、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうが眠ねむっているという火口だ。

　火口の際に立つと、熱い溶よう岩がんがとぐろを巻いているせいか、熱風が底から吹ふき上げてきた。だけど不思議な事に先ほどまで感じていた恐怖が今はない。心の中には、二海を助けたいという思いがうずまいて、恐怖が入り込む隙すき間まさえなかった。

　恋こいとは不思議だとみこは思う。好きな人の為なら何でもできると、何かの本に書いてあった。その時はそんなものなのかと半信半疑だったが、今はその意味がよく判わかる。

「──二海を助ける為なら、わたしはどんな危険をもいとわない」

　みこは決意の言葉とともに、躊ちゆう躇ちよなく地面を蹴けって火口へと飛びこんだ。

　暗い暗い火口の底へ落ちていくというのに、やはり恐怖はみじんもなかった。
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「上様、大変でございます！　塞ふさいだ岬みさきの入り口を軍ぐん艦かんが大たい砲ほうで一いつ斉せいに攻こう撃げきし、突とつ破ぱ口こうを開いた模様でございますっ」

　報告されなくても、岩山の頂上にいる家密には、眼下の岬の様子が見み渡わたせた。

　この岬に敵の船を誘さそい込み、出口を塞いで逃にげられないようにして、数え切れないほどの火矢を射たが、さすがに鉄の船は頑がん丈じようだった。

　焼けて沈ちん没ぼつした船は、三十隻せきあった内の約半数ほど。残った船達は、火矢のせいで起こった火事を消火しつつ、塞がれている岬の入り口へと大砲を向けたのだ。鉄の弾だん丸がんは、爆ばく破はして閉とざしたはずの入り口をこじあけ、船達は岬の外へと一目散に逃げ出していた。その光景を見て、家密は思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「火矢のおかげで、帆ほは燃えて使い物にならないはずだ。なぜあの船は動いている？」

　帆はん船せんのはずだから、帆で風を受けなければ動けないはずだ。それが判っていたから火矢で帆を狙ねらうよう命じていた。すべての船の帆を燃やしたはずなのに、なぜか船は前に進んでいる。

「人海戦術のようです。船体の下の方、ちょうど海水との境の辺りに、船せん壁へきが一部開いている場所がございます。兵士達があそこで船をこいで動かしているようです」

　家密はちっと舌打ちした。さすがに世界一の海軍を名乗るだけあって、非常事態の対応も素す早ばやく完かん璧ぺきのようだ。

「もっと火矢を射ろ。残った船もかなりの被ひ害がいを受けているはずだ。これ以上の攻撃には、そうそう耐たえられまい。絶対に逃がすな！」

　命じると、信津名が岩山を駆かけ上ってきた。

「上様、大変ですっ。岬を出た船達が高輪の砂すな浜はまへ向かっているようです！」

「なんだと！　まさか……」

　船は火矢でかなりの被害を被こうむっている。岬から命からがら逃げ出したのだから、百ひやく獣じゆう国こくから少しでも離はなれて態勢を調ととのえるか逃げ出すか、そのどちらかを選ぶはずだ。

　だが、あえて再び陸地に近づいてきたという事は……。

「逃げるより危険をおかしてでも一いつ矢し報むくいるつもりだな。……デズモンド、あの愚おろか者め。さっさと逃げれば被害はこれ以上出ないだろうに。自分の部下の命まで無む駄だにするつもりか！」

　とてつもなく嫌いやな予感がした。こちらに人員を割さいているので、高輪には家密の配下はほとんど残っていない。なのに彼らが高輪に向かったという事は、それなりの企たくらみがあるはずだ。

「上様、あいつらはどうして高輪に向かったのでしょう。一矢報いるつもりなら、この岩山に向かって大砲を撃うてばいいのに」

　信津名も同じ事を疑問に思ったようだ。家密は岬から逃げていく船達を睨にらみつけた。

「ここで戦っても、傷ついた船では勝ち目がないからだ。高輪にはもうほとんど兵はいない。それはあいつらもあの場所を出る時に確かく認にんしていただろう。だからこそ高輪に行き、民家に大砲を撃ち込んで、こちらの被害を大きくさせるつもりだ」

　実はそれは予想できた事ではあった。デズモンドと初めて会った時、彼はとても褒ほめられるような人格者ではないとすぐに判ったのだ。だからもし岬への誘い込み作戦が成功しても、最後の悪あがきで、民家に大砲を乱発するぐらいの事はしでかしそうだと思った。その為ため、付近の住民達をすぐにでも避ひ難なんさせるよう命じていたのだ。

「信津名、高輪の砂浜付近の住民達の避難は終わっているのか？」

「それが、まだなのでございます。年寄りと子供が多くて移動に時間がかかってしまい……」

「急がせろっ。絶対に民たみ達に犠ぎ牲せいを出してはならぬ！」

　卑ひ怯きような敵に、これ以上土足で国を踏ふみ荒あらすような真似まねは決してさせない。

　家密はそう決意して、自身も砂浜に戻もどる為、すぐさまきびすを返していた。
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　ここはどこだろう？

　みこはゆらゆらと揺ゆれる意識の中で、ぼんやりと考え込んだ。どうやら気絶しているようだ。目は開かないし、指先一つ動かせない。だけど、身体からだは水の中を漂ただよっているように揺れている。

　一体自分は何をしているんだろう？

　思い出せなくて考えていると、ふいに二海の顔が浮うかんできた。血の気を失って、紙のように白くなっている彼の顔が──。

　そこでみこは一気に意識を浮ふ上じようさせた。自分がやるべき事を思い出したのだ。

「二海っ」

　叫さけんで目を開ける。先ほどの浮ふ遊ゆう感かんは途と端たんになくなって、ごつごつとした岩いわ肌はだに仰あお向むけになっていると気付いた。上半身を起こして辺りを見回したみこは、目を見開いて絶句した。

　すぐ近くに、湖のようなものがあった。だけどそれはただの湖ではない。水の代わりに漂っているのは、時折ぼこぼこと音を立てて空気を吐はき出している赤くたぎった溶岩だ。そんなこの世のものとは思えない光景が、みこのすぐ間近で広がっていた。普ふ通つうならこんな所にいたら熱いぐらいではすまないだろう。溶岩から放たれる熱風で、皮ひ膚ふさえも溶とけてしまうはずだ。

　だけど不思議な事に、みこは熱さを感じるどころか、汗あせ一つかかなかった。

（これって……どういう事？　もしかして、夢を見てるとか？）

　周りの光景に圧あつ倒とうされつつも、みこはもう一度ぐるりと辺りを見回した。まるで崖がけに囲まれた巨きよ大だいな湖のようだ。おそらくここが火口の底だろう。生きているという事は、もしかしたらここに眠るという神獣鳳凰が、みこを炎守の代理として認めてくれたのかもしれない。

　そう、これが夢でなければ、なのだが──。

　みこは溶岩の湖を避さけながら、岩肌沿いに歩き始めた。どうしたらいいかは判らないのだが、このままじっとしていても始まらない。

　ここはかなり広いようだった。溶岩の湖の向こう岸が、まったく見えないのだ。岩肌伝いにしばらく歩いていたものの、みこは途と方ほうにくれてため息をついた。

「もうっ、鳳ほう凰おう様ってどこにいるの？　それもちゃんと手紙に書いといて下さいよ。お師し匠しよう様」

　八つ当たり気味ではあったが、言わずにはいられない。みことて、命がけで火口に飛びこんだのだ。それなのに肝かん心じんの鳳凰に会えないのではしゃれにならない。

　再びため息をついて、岩肌にもたれる。怪け我がをした二海の事を思うとのんびりしてはいられない。時間は限られているのだから、もっと効率よく動かねば。

「でも、どう動けばいいんだろう……いたっ」

　考え込みつつ、何気なく頭に手をやった。すると壁かべから石が突つき出ていたようで、それにうっかり手を当ててしまい、擦すり傷きずができてしまう。

「ああ、血が出ちゃった……」

　大した傷ではなかったが、一応止血しようと懐ふところから手ぬぐいを出そうとした。

《……いい香かおりがするな》

　ふいに頭に直接響ひびくような声がした。しわがれた老人のような声だが、妙みように張りもある。みこはびくりとしてすぐさま振ふり返ったが、そこには剝むき出しの岩肌があるだけで誰だれもいない。

「え……？　空耳かな。でもそれにしては、はっきりと聞こえたけど……」

　再び岩肌に背を預けて考え込む。そこでみこはある不思議な感かん触しよくを覚えて、飛び上がった。

「きゃっ！　な、何？　岩が動いた!?」

　背後の岩肌が、まるでみこの背中を押すように動いたのだ。まじまじとそこを見つめると、コトン、と岩肌から石ころが一つ崩くずれて落ちた。

「何で落ちたん……んんんっ!?」

　うめき声を上げて後ずさる。何もしていないのに、突とつ然ぜん頭上の岩肌にヒビが入って、石の塊かたまりがごろごろと落ちてきたのだ。

「きゃぁーっ」

　悲鳴を上げて、すぐさまその場から逃げ出した。みこの頭ほどもある石がどんどん落ちてくるのだ。直ちよく撃げきでもしたら、ただではすまないだろう。地面から盛り上がった岩いわ陰かげに身を隠かくして、辺りが静まるのを待った。地じ震しんでも起こったのかと思ったが、地面はちっとも揺れていない。それに岩肌が崩れているのも、みこがいた所だけなのだ。

「一体、どういう……あっ」

　みこは思わず目を丸くしていた。高い崖のような岩肌から、何かが姿を現したのだ。

　それは見上げるほど大きくて、震ふるえがくるほどの獣じゆう気きを放っていた。みこはその獣気を感じた途端、腰こしを抜ぬかして尻しり餅もちをついてしまう。化か妖ようの中で最も強いと言われる将軍の家密の獣気を感じた時でさえ、炎華姫であるみこは動けなくなることなどなかったのに。

　だが今は、指先一つ動かすのもままならない。獣気による圧あつ迫ぱく感かんは、みこの身も心も支配しようとしていた。それでも唇くちびるを嚙かみしめて、顔を上げた。これだけの獣気を放つ正体には、さすがに気付いている。だからみこは負けられなかった。

〝この方〟に会う為に、こんな危険な場所へと飛びこんだのだから。

　岩肌から現れた巨大な姿は、翡ひ翠すい色の二つの輝かがやきを持っていた。ずいぶんと頭上にあるそれが瞳ひとみだと判わかったのは、岩肌から身体が半分出た頃ころだった。

「あ、あなたが、鳳ほう凰おう様……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてしまう。みこが必死で見上げても、巨大な身体のせいで顔もまともに見えなかった。神しん獣じゆう鳳凰は鳥の姿で蛇へびの首を持ち、背中は亀かめなのだと炎守の一族の間では言い伝えられていた。だけど、実際に鳳凰の姿を目まの当たりにしても、みこにはその言い伝えが本当なのかどうかも判らない。何しろ身体が大きすぎるし、半分岩に埋うまったままなので、全体像がさっぱり見えないのだ。翡翠色の瞳が、ゆっくりとこちらに向けられた。

《いかにも。わしが鳳凰と呼ばれる存在。……そなたは誰じゃ。よい香りがするな。わしが好きな香りじゃ。ただの化妖ではあるまい》

　いい香りがすると言われたのは久しぶりだ。以前は肉にく食しよく獣じゆうが理性を失うほど〝美味おいしそうな〟匂においがすると言われていた。しかし神通力を失ってからは、それが綺き麗れいさっぱり消えてしまっていたのだ。

「……初めまして。わたしは炎華姫のみこといいます」

《炎華姫か……なるほど。どうりでよい香りがする。化妖でありながら獣の姿を持たない者は、その昔、わしが百獣国を守る為に選んだ炎守の一族の特とく徴ちようじゃ。今では血が薄うすれて滅めつ多たにその特徴を持つ子供は生まれないと聞くがな》

　頭に直接届く声は、慣れていないせいかビンビンと響いて頭痛がしてしまう。それを必死で堪たえながら、みこはなるべく落ち着いた声で話しかけた。

「わたしは、その特徴を持つ一人です。炎守の雅様が怪我をされて伏ふせっておられるので、代わりにお話があって参りました」

《話か……。わしは気持ちよく眠ねむっておったのじゃ。それなのにお前が邪じや魔まするかのように落ちてきた。放ほうっておいて焼け死んでもよいかと思ったが、お前からいい香りがしたから、助けてみたのじゃ。どんな話か知らぬが、わしの眠りを妨さまたげるに値あたいする話なのだろうな》

　やや口調が厳しかった。またすぐにでも眠りにつきたいと暗に言われている気がする。

「眠っておられるのを邪魔して申し訳ありません。ですが、百ひやく獣じゆう国こくの危機なのです！　どうかお力をお貸し下さい！」

　きっぱりと言い切ると、鳳凰の翡翠色の瞳がやや見開かれた。

《……ほう、百獣国の危機か。それは一体どういう事じゃ？》

　どうやら興味を示してくれたようだ。みこは彼がまた眠ってしまわぬ内にと、これまでのいきさつを話して聞かせた。闇やみ狼ろうの横山の事。彼と手を組んで百獣国に攻せめ入ってきたデズモンドの事。そして今まさに彼らが、百獣国の目の前まで迫せまっている事。

「……強大な外国の敵を追い払はらって、百獣国の平和を守る為には神通力が必要です！　ですが、あなたと共鳴して神通力を使う為の神具である能面に、ヒビが入ってしまいました。今は雅様もわたしも、まったく神通力は使えません。ですから……」

　みこは毅き然ぜんとした視線で、鳳凰をまっすぐ見つめた。

「わたしにもう一度、神通力を授さずけて欲しいのです。必ずあなたの代理として、この国を狙ねらう敵を退けてみせます。百獣国の民たみ達を……この国をお救い下さい、お願いします！」

　必死の願いをぶつける。口もうまくないし、説得だって上手じゃない。だけど大好きな人達を守りたいという熱い思いは、誰にも負けはしない。この思いを一生懸命伝えるだけだ。

　みこの気持ちを感じ取ってくれたのだろうか。やや鳳凰の目が細められた。

《……お前は、国や民を救いたいという気持ちだけで、本当にこんな所まで来たのか？　わしが気まぐれを起こさなかったら、溶よう岩がんに焼かれて死んでいたのだぞ》

　それを思うと、確かにぞっとした。今思えば火口に飛びこむなんて、なんて無む謀ぼうだったのだろうと思う。だけど、みこに悔くいはなかった。

「……正直に言います。この国や住んでいる人達も大事ですが……わたしにはとても大切な人がいます。その人は今、火口のすぐ外で死にかけています。本音を言うと彼を救いたいという気持ちがあって、火口に飛びこみました」

　何しろ相手は神様だ。隠してもすぐに見破られてしまうだろう。そんな個人的な事でと怒おこられるかもしれないとも思ったが、みこは覚かく悟ごを決めて心の内を正直に話した。

　しばらくの沈ちん黙もくが流れた。みこの心臓は大きな鼓こ動どうを立てている。怒いかりを買ってしまっただろうか、ちらりと見上げると、ふいに鳳凰の笑い声が降ってきた。

《はーっはっはっはっ。お前は面おも白しろいな、ずいぶん正直じゃ》

　身体からだが半分岩に埋まっているせいで、笑うたびに頭上からがらがらと音を立てて石が落ちてくる。小さなものもあれば、直撃したら命も危ないような大きなものまであるので、みこは慌あわてて近くにあった岩の隙すき間まに避ひ難なんした。

《おお、すまぬ。……しかし、久しぶりに化妖と話をしたが、やはり面白い。小さな身体で、色んな事を考えおる。わしは今の正直なお前の話は好きじゃ。見も知らぬ大勢の人を助けたいという心は立派じゃが、建前のようで気に入らぬ。たった一人の大切な人の為ために身を投げ出すというのは、判りやすくてよい。お前の大切な人とはどんな人じゃ？》

　関心を示してくれたのは、いい兆候だと思った。何とか自分の気持ちを知って欲しくて、みこは口を開く。

「……とても、大好きな人です。男らしくて優やさしくて強いけど、でもたまに甘えてきたりもして。わたし、いつもその人に守ってもらってばかりで……。だから今度はわたしがあの人を守ってあげたい。その人はわたしを幸せにしてやりたいと言ってくれるけれど、わたしが彼を幸せにしたいんです」

　恋こいをしてから、一方的に受け取るのが愛情ではないと気付いた。自分が幸せになるより、彼が幸せになっているのを見るのが何十倍も嬉うれしいし、彼が喜んでくれた時は、その何百倍もの喜びを感じるのだ。

「彼を救う為ならどんな事だってします！　だからお願いです。わたしにもう一度神通力を」

　みこは岩いわ肌はだの隙間から出て、膝ひざをついて土下座した。もうそうする事しかできなかった。

　しばらくの沈黙が流れて、みこの心臓が破は裂れつしそうにどきどきと脈打つ。自分の願いは、鳳ほう凰おうに届いたのだろうか。

《──お前の話は判った。百獣国はわしがゆっくり眠るのにとても適した国だ。特にこの富士山は寝ね心地ごこちがいい。わしの寝ね床どこを外国の者などに荒あらされてはかなわぬ》

　みこは思わず顔を上げた。ため息をついている様子の鳳凰を見て、満面に笑えみを浮うかべる。ずいぶんと自分勝手な理由ではあったが、それでもいい。要するに外国の敵を追い払いたい鳳凰と、二海を助けて国を守りたいみこの願いが一いつ致ちしたのだ。

「では、鳳凰様。わたしに神通力を与あたえて下さるのですね！」

　鳳凰が頷うなずくような仕草を見せた。そして一度翡翠色の瞳を閉じる。途と端たんに、顔の下辺りがまばゆい程ほどに輝いた。薄うす暗ぐらい火口の中での突とつ然ぜんの光が眩まぶしすぎて、みこは思わず目を閉じる。だが、すぐに気を取り直して目を開くと、光はちょうどみこのすぐ頭上まで降りてきていた。

「これは……」

　感かん嘆たんの色が混じった声を上げてしまう。光の正体はみこの両手を広げたくらいの大きさの、円えん盤ばんのような物だった。近くで見ると、虹にじのように七色に輝いている。それは触さわるのも躊ちゆう躇ちよしてしまうほど、神聖な獣気を放っていた。

《それは、わしのうろこじゃ、それを使えば、わしと共鳴して神通力が使えるようになる》

　富士山の本ほん殿でんに安置されていた神具である能面も、確か鳳凰のうろこで作られていると聞いていた。目を見開いていると、そのうろこはゆっくりと変化を始める。

　丸い形をしていたうろこは、段々と細長くなっていき、最後にはとても見慣れた形になった。

「これ……！　なぎなた？」

　思わず両手を差し出した。すると光を放っていたなぎなたは、みこの手にすとんと落ちて、完全に輝きを止める。みこの手にあるのは、使い慣れた木製のなぎなただった。どういう事かと目を丸くしていると、鳳凰の声が頭に響ひびく。

《わしのうろこは変へん幻げん自じ在ざいじゃ。それを使う者が、最も頭に思い描えがきやすい形に変化する。最初の炎守にうろこを授けた時は、女だった炎守がわしに身を捧ささげ、一生結けつ婚こんしないという誓ちかいを立てて面を被かぶって生活していたので、彼女に最も身近な能面に変化した。お前の場合は、その形のようだな》

　確かに、なぎなたは幼い頃ころから修しゆ行ぎようして、身も心も鍛きたえてくれた大切なものだった。そのなぎなたで、どれだけの危機を乗り越こえて来ただろう。口には出さなかったが、長年愛用していたなぎなたを横山に折られた時には、涙なみだが出そうだった。

　だけど、新たななぎなたは、みこに勇気と力を与えてくれていた。握にぎっているだけで、鳳凰の獣じゆう気きが身体に流れてくるようだ。疲つかれて重くなっていた身体が、ずいぶんと軽くなった。

「あ、ありがとうございます！　大切に使いますっ」

　なぎなたを胸に抱かかえて頭を下げたが、ふいに頭上から厳しい声が降ってきた。

《喜ぶのはまだ早いぞ》

　一いつ瞬しゆんで表情を固まらせて、みこは顔を上げる。翡ひ翠すいの瞳ひとみが、やや鋭するどくなっている気がした。

《本来、神具を使ってわしと共鳴できるのは炎守だけじゃ。お前は炎華姫ではあるが、正式な炎守ではない。たとえ神具を使っても、本来の力は発揮できぬじゃろう》

「そんなっ！　わずかな神通力では足りません。わたしの大切な人は命を落としかけているし、たくさんの鉄の船が百獣国を狙ってるんです！」

《判わかっておる。だから、お前には特別に、その神具の最大限の力を使えるようにしてもよい。──ただし、条件があるがな》

　声がズンッと普ふ通つうより低く頭に響いた。まるで鈍どん器きで殴なぐられたような感じだ。だけどみこはそれを顔には出さず、しっかりと頷いた。

「どんな条件だって吞のんでみせます。わたしも覚悟をして、ここに飛びこんだのですから」

　決意の声を火口に響かせ、みこは真しん剣けんな眼まな差ざしを鳳凰へと向けたのだった。
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　二海はふっと意識を取り戻もどした。だけど瞼まぶたが重くて目は開かないし、頭も身体も同じように重くて指先一つ動かせない。意識もぼんやりしていて、何も考えられなかった。

「これが死か……」

　ぽつりと呟つぶやいたつもりだが、ちゃんと声に出せただろうか。それすらも判らない。

　だけど最後の力を振ふり絞しぼって、わずかに瞼を開けた。かろうじて動く目で、辺りを見回す。

　富士山の山頂は、火口の入り口のせいか緑一つ無く、溶岩が冷えて固まった残ざん骸がいがあちこちにごろごろしていた。どうやらその中にみこはいないようだ。助けを呼んで一陸の手当てをしろと言ったから、麓ふもとまで誰だれか呼びに行ったのかもしれない。

　最さい期ごに彼女の顔をもう一度見たかった。あの柔やわらかな頰ほおを撫なでて口付けがしたかった。

　だが、その願いは叶かないそうにない────。

　段々と意識が遠くなってきている。きっと今度目を瞑つぶったら最期だろう。

　だけど悔いはなかった。みこを横山の魔まの手から助け出せたのだ。彼女が無事ならそれでいい。二海はそう思いながら、ゆっくりと目を閉じた。

　傍はたから見たら、うとうとと眠ねむっているように見えるかもしれない。そのぐらい二海はゆっくりと、死への眠りに落ちようとしていた。

「二海っ、起きて！」

　だけど、それを妨さまたげる声が聞こえた。愛する女性の声に、二海の意識はふいに浮ふ上じようする。死を覚悟していたはずなのに、もう一度だけみこの顔が見たい、彼女に触ふれたいという欲よくが出た。その想おもいが二海の身体に力を与えた。

「み、みこ……」

　どうにか声を上げて目を開ける。そしてそのまま見開いた。目の前の光景は夢だろうか？　それともこれは現実ではなくて、自分はもう実際には死んでいるのではないだろうか。

　それぐらい、空には現実感のない光景が広がっていた。

「二海、鳳凰様から神通力を授けてもらったのっ。これで傷を治せるよ！」

　確かにみこの声だった。では、空を飛んでいる細長い蛇へびにも似た巨きよ大だいな竜りゆうの背中に乗っているのは、やはり彼女なのだろうか。

　竜が方向を変えて、急降下してくる。地面すれすれまで来た所で動きを止めると、みこが竜の背中から飛び降りた。そして天に向かって右手を掲かかげると、竜は一いつ瞬しゆん光り輝かがやいてその姿を一本のなぎなたへと変化させた。空中に浮いているなぎなたを右手で取り、みこは膝をついて左手で頰を撫でてくれた。

「鳳凰様からこの神具を頂いたの。これがあれば、わたしにも神通力が使えるんだ！」

　いつも通り元気いっぱいのみこだ。そうしてようやく二海もこれが夢ではないと判った。

　だけどなぜだろう。いつものように明るい笑顔で元気よく話すみこに、うまく説明できないが、何か違い和わ感かんを覚えた。だが、それが何かまでは考えられなかった。物事を深く考えられないほど、二海の身体からだは傷ついていたのだ。

　みこがなぎなたを天に掲げて、かっと目を見開いた。

「鳳凰よ、わたしの願いを聞き届けて下さいっ。神じん炎えん浄じよう化か！」

　以前、何度か見たことがある、みこの治ち癒ゆの術だった。この術で身体を治してもらった事もある。だけど今回のは以前とはまったく様子が違ちがっていた。以前は小さな火の玉が出て傷を治してくれたのだが、今回みこの持つなぎなたから現れた炎は、富士山の火口全体を覆おおってしまうほど巨大だった。だけどその炎を熱く感じないというのは同じだ。火傷やけどするどころか、炎に包まれた全身から痛みが引き、身体が軽くなっていく。

　清らかな優やさしい熱が心地ここちよくて、二海は目を閉じて浄化の炎に身を任せた。次に目覚めた時は、みこを力いっぱい抱だきしめられるぐらい元気になっているはずだ。

　そう考えると、目が覚めるのが楽しみで楽しみでたまらなかった。
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　火口に立ったみこは、目を閉じて横たわっている二海の隣となりにしゃがみ込んだ。

「二海……。大だい丈じよう夫ぶ？」

　浄化の炎は、火口全体を包み込み、その場にいた全員を癒いやしてくれた。血だらけだった二海も、今はかすり傷一つ見当たらない。呼びかけると、わずかに瞼が震ふるえた。すぐに右手を握ると、しっかりとした力で握り返される。

「み、こ……」

　呟くような声とともに、二海がようやく目を開いた。みこは嬉うれしくて嬉しくて、涙がぽろぽろとあふれ出す。

　江戸城で彼の看病をしていた間、このまま本当に目覚めなかったらと思うと、不安でならなかった。優しい金色の瞳がもう一度見たくてたまらなかった。祈いのって祈って祈って、それでも江戸城にいた時は、その祈りが聞き届けられる事はなかったのだ。

　だけど、今は二海の瞳に自分が映っている。そしてみこが一番見たかった、男らしくて優しい笑みを向けてくれている。

「みこ、泣くな。俺は大丈夫だ」

　声は落ち着いていて、力強かった。彼のこんな声を聞くのもずいぶんと久しぶりだ。

「会いたかった、会いたかった。すごくすごく会いたかった」

　みこは二海の胸に自分から顔を埋うずめた。意識のある彼とちゃんと話をするのは、久しぶりだ。思わず口を突ついて出た言葉に、二海が苦く笑しようした。

「俺も……お前に会いたかった。ずっとお前が恋こいしかったよ、みこ」

　抱きしめてくれる腕うでは力強くて、それだけで安心した。誰かと触れあってこんなに満足感を得られるのは初めてかもしれない。

　ずっとずっとこのままでいたい、ついこの間まで恋が何なのかもよく判っていなかったのに、そんな事を思ってしまう自分に、みこは少しばかり驚おどろいていた。




「一陸、大丈夫か？」

　二海が倒たおれていた一陸に駆かけ寄った。浄化の炎は火口全体にまで及およんでいたから、彼の傷も治っているはずだ。その証しよう拠こに、横山に咬まれた部分の着物は破れたままだが、傷は綺き麗れいになくなっていた。みこは二海の隣に立って、同じように一陸をのぞき込む。

「一陸、しっかり！」

　みこが揺ゆさぶると、一陸が小さく呻うめいて瞼を開けた。そしてはっとした表情になり、すぐさま飛び起きる。

「あ……僕、どうして？」

　さすがに状じよう況きようが摑つかめていないようだ。みこと二海を交こう互ごに見つめて、目を瞬またたかせている。だがすぐに息を吞んで立ち上がり、駆け出した。

「横山様っ」

　一陸が近くで倒れていた横山に駆け寄り、軽く揺さぶった。二海が眉まゆ根ねを寄せる。

「みこ、どうして横山の傷まで治したんだ。あいつは敵だぞ」

「……ごめんなさい。でも横山様の気持ちも判るんだ。今まで彼も辛つらい人生を歩んできたんだと思う。……それに一陸。あなたにとっては、とても大切な人なんだよね？」

　問いかけると一陸がこちらを向いて、やや目を伏ふせながら小さく頷うなずいた。

「──ありがとう。みこちゃん。きっとあの不思議な力で僕達の傷を治してくれたんだよね。助けてもらった命は無む駄だにはしないよ。横山様……お兄ちゃんは任せて。もしまた何かしようとしたら、今度こそ命をかけて止めてみせる。……主君の命令をただ聞くだけじゃなくて、間ま違ちがった道を進もうとしたら叱しかられたって止めるのが、本当の意味での忠実な忍しのびだよね」

　一陸が微笑ほほえんだ。みこの大好きな可愛かわいらしくて茶ちや目めっ気たっぷりな笑えみだ。

　彼なら大丈夫だと思った。きっと横山の心の傷を癒やせるはずだ。血は繫つながっていなくても、彼らは兄弟なのだから。

　みこは二海と二人で顔を見合わせた。横山は一陸に任せて、自分達はまた違う使命を果たさなければならない。

「二海、すぐに江戸に戻ろう。外国の軍ぐん艦かんが迫せまってるんだ！」

　叫さけんで、なぎなたを空へと放ほうり投げる。するとそれは再び竜の形へと変化した。

「絶対にこの国を守ってみせる！」

　決意の言葉とともに二海と一いつ緒しよに背中に跨またがると、竜は素す晴ばらしい速さで天へと駆け上がっていった。
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「住民達はあとどのくらい残っているのだ」

　高輪の砂すな浜はまに戻もどってきた家密は、見通しのいい高台の岩場に陣じん取どり、住民達の避ひ難なんを任せていた侍さむらいに声をかけた。ここら一帯は江戸の玄げん関かん口として栄さかえているのだが、今回は悪い方にそれが働いた。避難命令を出しているというのに、人が多すぎてなかなかそれが完かん了りようしないのだ。

「もうわずかです。外国の敵などに屈くつして家を離はなれるものかと、意地を張っていた頑がん固こ者の年寄りが数人いたようですが、現在強制的に家から連れ出しております。もうしばらく時間が稼かせげれば、避難は完了するかと」

　岬みさきで敵船を包囲する計画を立てた時、家密が一番心配だったのは、もしその包ほう囲い網もうが破られてしまった時に敵が所かまわず大たい砲ほうを撃うち、住民達に被ひ害がいが及ばないかという事だった。だから避難を急がせていたのに、悪い予感は的中してしまった。

　海には火矢のせいで黒い煙けむりを上げているグレートビースト国の船が窺うかがえた。まだ大砲が届く距きよ離りではなかったが、段々とこちらに近づいている。

「ここまでたどり着いた敵の船は十隻せきか。火矢の攻こう撃げきでずいぶん減らせたが……」

　岬から来る間に航行不能になったのか、先ほどよりも船の数が減っていた。だがデズモンドが乗るひときわ大きな船は無事だし、他ほかの船も大砲を撃つのに支障はないようだった。

　家密は思わず舌打ちした。あの大砲がすべて火を噴ふけば、高輪の町は壊かい滅めつしてしまうだろう。建物が並ぶ町の方へと遠めがねを向けると、今まさに侍達が数人の年寄り達を担かつぐようにして、家から飛びだしてきている所だった。

「あれで最後か……うっ」




　ドンッ！




　辺りの空気すら振しん動どうするかのような音が鳴り響ひびいて、さすがの家密も呻いてしまう。海に目をやると、白い煙を上げた大砲から、黒い砲ほう弾だんが砂浜に向かって飛んでくる所だった。

　まだ距離があると思って安心していたが、敵の大砲はかなり性能がいいようだ。黒い弾だん丸がんが、避難している年寄りと、彼らをおぶっている侍達がいる町めがけて、放物線を描えがいた。

「まずいっ。町の方に落ちるぞ！」

　家密は叫んで岩場から駆け下りようとした。

　そこへ、なぜか目も眩くらむようなまばゆい光が、空から放たれた。

　何事かと空を見上げると、厚い雲の間から、目に痛いほどの光が降り注いでいる。太陽が顔を出したのかと思ったが、そうではなかった。

「みこっ！」

　灰色の雲から一筋の光とともに、それは飛びだした。家密は思わず我が目を疑う。みこと瀕ひん死しの重傷のはずの二海が、巨きよ大だいな竜りゆうの背に跨がって空を飛んでいた。身体からまばゆい光を放つ竜は、町めがけて飛んでいた黒い弾丸に近づき、大きな口を開けて飲み込んでしまう。

「な、なんだっ。あれは！」

「竜だぞ！」

　周りから悲鳴ともつかない声が上がる。傍かたわらにいた信津名が、そんな彼らを制した。

「落ち着け！　あれは江戸を守る生き神、炎守様の使いだ。神しん獣じゆう鳳ほう凰おうが、我らに力を貸して下さっているのだ！」

　百ひやく獣じゆう国こくの神社に奉たてまつってある多くのご神体は、鳳凰だ。炎守という江戸を守る生き神も、鳳凰の使いだと信じられている。信津名の発した言葉は、信心深い彼らに恐おそれよりも勇気を与あたえたようだ。侍達の顔に、喜びの笑みが広がった。

　海に目をやると、敵船の大砲が空にいる竜へと向けられた所だった。その大砲が一いつ斉せいに火を噴いたのは、わずか一いつ瞬しゆんの出来事だ。しかしみこは慌あわてていなかった。竜の背で片手を上げ、鋭するどい視線で飛んでくる大砲を睨にらみつける。

「打ち砕くだけっ。神じん炎えん乱らん舞ぶ！」
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　叫んだ途と端たん、空に無数の火の玉が現れた。その火の玉が空中で集まり、大きな大きな炎の固まりとなる。それが飛んでくる大砲とぶつかった。

「見ろっ、砲弾が炎に包まれて消しよう滅めつしたぞ！」

　侍達の間でわぁっと歓かん声せいが起こった。砲弾を炎で消し去ったみこは、片手で船を示して竜に行き先を伝えたようだった。みこが落ちないよう、しっかりと背中から抱だきしめているのは二海だ。顔色もよく力がみなぎっているのが、ここからでも窺えた。

「……本当に神通力を取り戻したのだな」

　二海の怪け我がもその力で治ち癒ゆしたのだろうと、すぐに気付いた。そして家密はもう一つ、気付いた事がある。

　二海と一緒に竜に跨がり、彼に抱きしめられているみこは、心の底から安心したような表情をしていた。時折振ふり返り、二海と目を合わせて頷いたり微笑んだりしているのだ。

　家密がずっと見たいと望んでいた〝幸せ〟な彼女の表情だ。あの表情を自分だけのものにしたかった。だけど、今彼女の目に映っているのは、自分ではない。

「……ついにお前は、選んだのだな」

　その呟つぶやきは風に乗って、青い海へと吸い込まれていった。
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「神じん炎えん水すい撃げき！」

　みこは初めて使う術だが、その効果は絶大だった。眼下にある広大な海が、まるで口を開けたかのように、真っ二つに割れてしまったのだ。

　敵の船は、それによってできた大きな波に次々と飲み込まれていく。

　みこが二海と竜に乗って高輪に戻った時には、敵の船は半分以下になっていた。きっと家密達が何らかの対応をしてくれていたのだろう。敵の軍艦を二十隻ほども減らすなんて、さすがだと心の中で舌を巻いていた。

　砂浜に目をやると、街かい道どうがある高輪の町は静まりかえっていた。こんなに大おお騒さわぎをしても誰だれも出てこないという事は、きっとみんな避難しているのだ。誰も巻き込まれなくてすんだ事に、みこはほっとしていた。

　そっと振り返り、背中から抱きしめてくれている二海と目を合わせる。

「これで……これで、全部終わりなんだよね！」

　嬉うれしくて思わず声を弾はずませたが、二海が眼下を見つめて目を見開いた。

「いや、待て。みこ！　まだ船が残ってるぞ」

　二海が片手で示した方を見つめると、海が荒あれたせいで白い泡あわがたっている波間に、一隻の船がかろうじて浮うかんでいた。どうやら他の船よりも大きな船体だったので、何とか荒あら波なみに持ちこたえたらしい。

「あれはデズモンド王子の船だよ……あっ、大砲が！」

　他の船はみんな転てん覆ぷくしてしまっていて、デズモンドの船は孤こ立りつ状態だ。しかも周りは敵だらけだというのに、諦あきらめていないらしい。今度は大砲が、家密達がいる岩山へと向けられた。

「危ないっ。家密！　神炎ら……！」

「待て、みこ」

　神通力をふるおうと片手を上げたが、そこへすぐ近くから制止する声が聞こえた。だがそれは二海のものではない。空高く竜に乗って飛んでいるというのに、どうして近くで声が聞こえたのだろう。慌てて声がした方に目をやったみこは、その疑問の答えがすぐに判わかった。

「お師し匠しよう様！」

　炎守の一族の族長、蘭刀斉。彼は人の姿で鳥の翼つばさだけを出して空を飛べるという、化か妖ようとしては異質な存在だった。白い大きな翼をはためかせ、その蘭刀斉が竜の鼻先を飛んでいた。

「どうしてここに……？　いいえ、それよりどこに行っていたんですか！　ずっと探してたんですよ！」

「家密公に命じられて、ある『秘策』を実行する為ために、しばし国を離はなれていた。まったく、この私に使いっ走りをさせるとは、あの将軍もなかなか人使いが荒あらい」

『秘策』とはなんだろう。気になって尋たずねようとしたが、昔から人の話をさっぱり聞かない蘭刀斉が、さっさと背を向けた。

「みこ、これ以上神通力は使わなくてもよい。戦わなくても愚おろかな敵を止める方法ができたのだ。そこで待っていろ」

　みこは驚おどろいて目を瞬またたかせた。戦わなくても敵を止める方法など、本当にあるのだろうか。

「で、でも、デズモンド王子はとても狡こう猾かつで執しゆう念ねん深い人物だと思います。そんなに簡単に攻こう撃げきをやめるはずが……」

「いいや、デズモンドとやらが戦う気満々でも……配下の軍人達はどうかな？　船は一人では動かせないのだぞ」

　含ふくみのある言葉を残して、蘭刀斉が砂すな浜はまの方へと急降下した。そこに立つ人物を見付けて、みこはあっと声を上げる。

「アーサー？」

　金の髪かみをきらきらと輝かがやかせ、紺こん碧ぺきの海と同じ瞳ひとみでデズモンドの船を睨みつけているアーサーが、砂浜に姿勢良く立っていた。彼は前に一度だけみこも見た事がある、王族の正装をしていた。確かあの時服の説明をしてくれたから、よく覚えているのだ。赤いビロードの上着に黒いマント。胸にはレースの飾かざりがついたシャツに絹でできたベストと呼ばれるものを着ていた。

　凜り々りしい姿のアーサーの前に、蘭刀斉が降り立った。そして肩かたから提さげていた布ぬの袋ぶくろから何かを取り出す。どうやらそれは赤い布のようだ。かなり大きいようで、アーサーと蘭刀斉はそれぞれ布の両りよう端はしを持って、デズモンドの船に向かって広げてみせた。

　その布に描えがかれている模様には、見覚えがあった。

「あれって……グレートビースト国の旗じゃ……」

　赤い布地には、アーサーの本ほん性しようと同じライオンの姿が描かれていた。ライオンは、雄お々おしい仕草で天に向かって吠ほえている。その旗のライオンと同じ雄々しい表情をしているアーサーが、みこには判らない外国の言葉で、船に向かって大声を張り上げた。

『私はグレートビースト国の第三王子、アーサーだ。女王陛下からの命令を伝える！　今すぐ百獣国への攻撃をやめよ！　これに従わぬ場合は、女王陛下の命令に背そむいた国こく賊ぞくとして、ただちに投とう獄ごくする!!』

　みこには、彼が何を言っているのかさっぱり判らなかった。だけど、軍ぐん艦かんの甲かん板ぱんに出ていた軍人達には、言葉の意味は届いたようだ。彼らは一瞬ざわついて戸と惑まどうような様子を見せた。

『もう一度言う！　女王陛下の命令である。きちんと命令書もここにある！　従わない場合は、軍法違い反はんだぞ!!』

　甲板に出ていた軍人達が、困こん惑わくした顔のまま、それでもアーサーに向かって跪ひざまずいた。

　何が起こったのか判らなくて軽く混乱していたみこは、ふとある事に気付いた。

　今まで吹ふいていた海風が、いつのまにか方向を変えて、追い風になっている、と。
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『女王陛下からの命令など噓うそだっ』

　叫さけんだのは、侍さむらいによって両りよう腕うでを抱かかえられ、砂浜にいる家密の所まで連れて来られたデズモンドだ。先ほどアーサーの呼びかけで、軍艦に乗っていた軍人達が投降し、船を高輪の桟さん橋ばしにつけたのだ。そして侍達が乗り込み、抵てい抗こうするデズモンドを取り押さえたのだった。

　海に落ちたグレートビースト国の軍人達を助け出すのを手伝っていたみこは、彼が来た事に気付いて急いで家密の許もとに駆かけ寄った。

　家密の斜ななめ後ろにいる二海の隣となりに行き、デズモンドと相対したアーサーに目をやる。

『いいや、噓ではない。デズモンド。私はお前のように卑ひ怯きよう者ではないからな』

　外国の言葉で言い合いをしているので、二人の会話はさっぱり判らない。困っていると、竜之進と空三が駆けつけてきた。

「師匠！　ご無事で何よりです。富士山に行かれたらしいと聞いて、煙太と二人で後を追おうとしたのですが、父に捕つかまって高輪の住民達の避ひ難なんを手伝えと言われてしまって」

「何を言っておる。お前はそこそこ優ゆう秀しゆうなのだから、こんな時くらい役に立たずにどうする。それより……上様。通訳致いたしましょうか？」

　家密が頷うなずくと、空三と竜之進が二人の会話をみこ達にも判るように、通訳してくれた。

　青ざめたデズモンドが、闘とう志しを失っていないぎらぎらした瞳で、アーサーを睨にらみつける。

『いいや、噓に決まっている。女王陛下から、攻撃をやめるようにという命令をこんな短期間でもらって、ここまで戻もどって来られるはずがない。我が国からこの国までは船で一月はかかるのだぞ。私が来てからまだ数日だというのに、どうやって往復して連れん絡らくをとったというのだ』

『ちゃんと女王陛下と連絡はとれたさ。そしてあなたの暴挙を訴うつたえさせてもらった。あなたがブレイクを脅おどして私を殺そうとした事も。……みな、よく聞け』

　アーサーが、デズモンドの背後に立っている軍人達を見回した。

　どうやらみこがいない間に家密達も的確に行動していたようで、入り組んだ岬みさきにデズモンド達の船を誘さそい出し、火矢で攻撃したそうなのだ。燃えて沈ちん没ぼつした船から命からがら逃にげ出した軍人達は、すぐ近くにある岩場へと泳ぎ、そこで待ち伏ぶせていた百ひやく獣じゆう国こくの侍達に取り押さえられていた。そして先ほど、みこが神通力を使って海を荒れさせて沈しずめた船の乗組員達も、アーサーのたっての頼たのみで竜りゆうに乗ったみこや侍達が協力して、砂浜に引き上げたのだ。

　みこもデズモンドの船に潜せん入にゆうした時に、料理人さん達と仲良くなったりしていたから、彼らの事を憎にくめないでいた。彼らは自分達の国と女王陛下の為に働いているのだ。それが彼らの正義でその為に戦っているのだと判っていたから、彼ら個人を責める気にはなれなかった。だから海から引き上げて助けるのにも異存はなかったのだ。

　そうやって助け出した軍人達の、ほぼ大半が砂浜に集まっていた。数千人の軍人達は、抵抗すれば数では勝っている侍達をねじ伏ふせられるかもしれない。だがそうはしなかった。

　国の旗を掲かかげた手前に、第三王子であるアーサーが立ち、彼らに大人しくするよう命じているからだ。アーサーは軍人達全員を見回しながら、一枚の紙を取り出して開いた。

『これは女王陛下の正式な命令書だ。国印も押してあるし、陛下の直筆のサインもある。この命令書にはこう書かれている。今すぐ百獣国への攻撃を中止せよ。意味のない戦いをしてはならない』

『噓だ、みな騙だまされるな……！』

　叫ぼうとしたデズモンドの目の前に、アーサーが手紙を突つきつけた。

『海軍副将、バーニー・アダムス。デズモンドと一いつ緒しよにこの手紙を確かく認にんしろ。お前なら、この手紙に書かれたサインが陛下のものであるかどうか判るはずだ』

　軍人達の中から大おお柄がらな初老の男が進み出た。よく日に焼けていて、見事な顎あごひげを生やしている。彼はアーサーに一礼すると、デズモンドと一緒にその手紙をまじまじと見つめた。

『こんな内容は噓だっ。母上がこんな事を言われるはずはない。騙されるな！　バーニー』

　叫んだデズモンドは顔を真っ赤にしているが、バーニーはいたって冷静だった。

『いいえ。デズモンド王子。これは間ま違ちがいなく陛下のサインです。サインがある以上、これは正式な命令書になります。……手紙にはこうも書いてあります。アーサー王子が殺されたと偽いつわって百獣国を攻撃するよう命じたデズモンド王子を、将軍の地位を剝はく奪だつし拘こう束そくせよ、と』

『違ちがう！　これは偽にせ物ものだっ』

『いいえ、偽物ではありません。その続きにこうもあります。デズモンド王子を更こう迭てつした後は、海軍の指揮をアーサー王子に任せると。海軍は全員すみやかにアーサー王子の指揮に従って、行動せよとのことです』

『母上がそんな事を言われるはずはない。……バーニー、海軍をここまで大きくしたのは私だぞ。私のおかげで、お前達は国の中でも大きな顔をできるのではないかっ』

　興奮してわめくデズモンドに、バーニーは戸惑うように目を伏せた。

『バーニー副将、本当にこのままでいいのですか？』

　そこへ軍人達の中から、進み出た人物がいた。

「ブレイク……！　無事だったのね」

　みこは思わず声を上げてしまう。顔にも身体からだにも傷を負っているようだが、間違いなくアーサーの執しつ事じ、ブレイクだ。彼は一度こちらを向いて微笑ほほえみを浮うかべて頷き、すぐにアーサーの隣へと歩み寄り、胸に手を当て一礼する。そして、バーニーに鋭するどい視線を向けた。

『陛下の命令は軍人にとって絶対のはず。陛下のサインがある命令書は、陛下のお言葉と同じでございます。ですから、その命令書の通り、アーサー王子がこれからは海軍の指揮官です。……それともあなた達はこれ以上、デズモンド王子のもとで働きたいのですか？』

　ブレイクが見み渡わたすと、軍人達が困惑したように互たがいの目を見合わせた。

『わたくしは、百獣国までデズモンド王子の船に乗せられて来ました。その間に、王子の命令で海にたたき落とされた者、食事も水も与あたえられず牢ろうに閉じ込められた者を何人も見ました。それはすべて軍や仕事に関係なく、彼の不興を買ったり、彼の機き嫌げんが悪かった時にたまたま近くにいたからという、ばかばかしい理由でした』

　バーニーが唇くちびるを嚙かんでいる。悔くやしそうな様子は、ブレイクの言葉が正しいからだろう。

『よく考えて下さい。あなた方はいつまでデズモンド王子の機嫌を気にして、びくびくしながらしたくもない他国への侵しん略りやくを続ける気ですか？　それが世界最強と言われるグレートビースト国の軍人がする事ですか。ここできちんと意思表示をしないと、ずっとこのままですよ』

　ブレイクの言葉を聞いて、軍人達が考え込むように目を伏せた。やがてバーニーが意を決したように顔を上げる。

『私もデズモンド王子のやり方には、少なからず不満を持っておりました。それでも女王陛下が選ばれた将軍ならば、従うのは軍人の務めと耐たえて参りました。ですが、その女王陛下がデズモンド王子を拘束せよと命じられるのであれば……』

　バーニーがデズモンドの腕うでを摑つかんだ。それを合図に数人の軍人が、デズモンドの周りを囲む。

『お、お前達、どういうつもりだ。誰だれかっ、誰か止めろ！』

　うろたえたデズモンドが命じたが、その場にいた軍人達は誰も動かなかった。それを見たデズモンドの声が、急に猫ねこなで声になる。

『みんな落ち着け。何度も言っているだろう。アーサーが持っている陛下の命令書など偽物に決まっている。サインなど簡単に偽ぎ造ぞうできるのだ。よく考えてみろ。私がこの国に来たのは数日前なのだぞ。その後、いつアーサーが母上に連絡をとる暇ひまがあったというのだ』

『いいや、それは確かに本物ですぞ』

　そこへ流ちょうな異国の言葉で話にくわわったのが、竜之進だった。外交に関かかわる長崎奉行だけあって、その言葉はきちんと相手に伝わっているようだ。

『どういう事だ？　まさか私が来た数日の間に、グレートビースト国に行って母上から命令書をもらって、また戻ってきたとでも言うのか。最低でも往復するなら船で二月はかかるぞ』

『ええ、船でしたらそのぐらいかかるでしょう。ですが……空を飛ぶならどうですかな？』

　何を言われたのか一いつ瞬しゆん判わからなかったのだろう。デズモンドが困こん惑わくした顔を見せた。だがすぐにはっとする。彼が顔を向けたのは、いつのまにかみこ達の背後に来ていた蘭刀斉だ。いや、正確に言うならば、彼の背中から生えている白い翼つばさだった。

『そ、そんなはずはない。空を飛んだとしても、それなりに日数がかかるはず。鳥の化か妖ようですら、こんなに早く往復できるはずが……』

『いえ、デズモンド王子。この蘭刀斉はただの化妖ではありません。翼をはためかせ〝疾風はやて〟という風の術を操あやつり、その台風並みの風に乗って飛ぶ速度をかなり速められるのです。蘭刀斉が本気を出せば、百獣国を一周するのに半日かかりませんぞ』

　竜之進が、わっはっはっと肩かたを揺ゆらす。蘭刀斉の疾風の術の威い力りよくはみこも知っている。先日などは、その風で巨きよ漢かんの相撲すもう取り達を吹ふき飛ばし、回え向こう院いんの建物を半はん壊かいさせたくらいだ。竜之進が話を続けた。

『わしはアーサー様から、デズモンド王子を止めるには、女王陛下に正式な攻こう撃げき中止命令を頂くしかないと相談を受けました。その為ため国に戻ろうと思うが、それではあなたも言われる通り、かなり時間がかかってしまう。すぐ近くまできているであろうあなた達を止めるのには、到とう底てい間に合わない』

　竜之進は、そこでちらりと家密に目をやった。

『そこでわしは、上様にご相談なさってはと提案したのです。我が国の将軍様は、冷静な考えと賢かしこい頭脳をお持ちの方だ。きっと何かいい知ち恵えをお貸し下さるはずだと。それでアーサー様がご相談なさった所、上様がある〝秘策〟を思いつかれまして』

　竜之進がほくそ笑えむ。話の続きはアーサーが引き継ついだ。

『イエミツは私に、嘆たん願がん書を書いてはどうかと提案した。これまでのいきさつを詳くわしく書いて、そして私が書いた手紙だと確認できるように、何か証しよう拠こになるようなものを一緒に送ればいいと。それでも結局返事が来るまでには時間がかかるだろうと言ったら、船が駄だ目めなら空を飛べる者に行かせればいいと言ったんだ』

　そこまで聞いて、みこはすべてのからくりが判った気がした。蘭刀斉が突とつ然ぜん姿を消したのは、家密にグレートビースト国へ手紙を届けるよう頼まれたからだろう。それならばみこに神通力を取り戻す方法を教える間もなく、急いで出かけたのにも納なつ得とくがいく。竜之進が苦く笑しようした。

『手紙を届けるのは、やたらな者には任せられない。確実に女王陛下の許もとまでたどり着き、すみやかに返事をもらわねばならないからな。事情を知らぬグレートビースト国の王宮の者達には、敵と見なされて追いかけ回されるだろう。それを乗り切る腕ももっていなければならない。上様はそれらをすべて解決できる者を指名された』

　指をさされたのは、仏ぶつ頂ちよう面づらの蘭刀斉だ。竜之進の言葉を訳した空三から話を聞いた家密が、ふっと笑う。

「蘭刀斉の事は、みこや二海達から話を聞いていた。空を飛べるのも知っていたし、炎守の一族の族長でもあり、江戸城のお庭番衆を組織作りした彼が、かなりの手て練だれだとも判っていた。そしてこんな時、大切な用事を託たくしても大だい丈じよう夫ぶだと、彼とは古いなじみの竜之進も春華も太たい鼓こ判ばんを押した。……蘭刀斉がうんというのに少々時間がかかったがな」

「当たり前です。家密公の頼たのみだから遠い異国まで参りましたが、普ふ通つうなら話を聞く気にもなれませぬぞ。あれだけの距きよ離りを飛び続けるのは、いかに私といえども辛つろうございました」

　家密と蘭刀斉の会話を聞いたみこは、思わず声を上げてしまう。

「そ、そんなっ。だったら、そう教えてくれたっていいじゃない。家密はわたしが神通力を取り戻もどす方法を聞きたくて、お師し匠しよう様を探していたのは知ってたでしょ。それにお師匠様の手紙だって、稲葉様が隠かくしてたのを知ってたんでしょ」

「知っていたというより、悪いとは思ったが手紙の内容に目を通して、私がみこに渡わたすなと命じたのだ。お前を富士山の火口などに飛びこませる訳にはいかない。それに蘭刀斉の行方ゆくえを言わなかったのは、この秘策をデズモンドに対たい抗こうする為の最後の手段として考えていたからだ」

　家密は蘭刀斉に目をやって、一つ息をついた。

「蘭刀斉の実力は竜之進が太鼓判を押したが、やはり実際にデズモンドの攻撃が始まる前に戻って来られるかは賭かけだった。それに横山の事もあったから、デズモンドの手の者がまだ江戸城にいるかもしれないと疑ってもいた。蘭刀斉が嘆願書を届ける事は内密にしなければならなかった。それでお前には話せなかったのだ」

　家密の言い分は確かによく判る。だけど、教えてくれなかった事にはさすがにむっとしていた。そしてみこはそこまで話を聞いて、やっと蘭刀斉の手紙を竜之進が渡しに来た時の、彼のはっきりとしない態度の意味が判った。

（家密が渡すなと命じていたから、あんなに悩なやんでたんだ。でも稲葉様はお叱しかりを受けるのも覚かく悟ごの上で、命令に逆らってお師匠様の手紙を渡してくれたんだな）

　竜之進は見かけも中身も、本当の意味での侍さむらいだと思う。骨太の肉体と精神を持つ彼は、状じよう況きようを見る目や、二海を案じているみこを思いやる優やさしい心も持っているようだ。

　春華の局が、彼を結けつ婚こん相手として選んだ訳が判った気がした。

　家密が、百ひやく獣じゆう国こくの言葉が判るデズモンドに向かって、ことさらゆっくりと口を動かした。

「女王陛下にお送りする手紙には、アーサーの直筆の署名と一いつ緒しよに、私も竜之進に習って外国式の署名を書いておいた。ついでにアーサーが生きている証あかしとして、彼が女王から頂いたという勲くん章しようを添そえて、蘭刀斉に持っていかせたのだ。女王陛下が信じてくれるかどうか心配だったが、どうやら大丈夫だったようだな」

　その言葉に、なぜか蘭刀斉が胸を張った。

「ええ、これもすべて私の努力のたまもの。急いでいたので、みこに神通力を取り戻す方法についての手紙を書いて竜之進に預け、敵が攻撃してきた時の為に高輪の岬みさきをわざと書き換かえた事を秘伝の巻物を管理していたという信津名殿どのに伝え、外国まで赴おもむいて女王陛下に直接手紙を渡す為に城中を飛び回り、兵達と敵対して……」

「蘭刀斉、自じ慢まん話は後で聞く。それより、デズモンド王子……」

　竜之進が一度口を閉じた。そして次に発したのは、異国の言葉だった。

『あなたは百獣国の言葉をある程度理解されているはず。今の会話も理解できたでしょう。だったらもうお判りのはず。ここで観念しないと、あなたは女王陛下の命令に逆らった国こく賊ぞくとなりますが、いかがなさりますかな』

　デズモンドが低いうなり声を上げた。身体からだはぐったりと項うな垂だれて、そのまま地面に尻しり餅もちをつく。それを囲んでいた軍人達が無む理り矢や理り立たせた。

　アーサーが背筋を伸のばし、凜りんと響ひびく声を上げる。

『今この時点から、海軍の指揮官は私となった。──デズモンドを連れて行け！』

　アーサーに向かって整列したグレートビースト国の軍人達が、姿勢を正して敬礼した。

　それが、デズモンドとアーサーの立場が見事に逆転し、百獣国とグレートビースト国の戦いが終わりを告げた、瞬しゆん間かんだった。
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「すっかり傷が治りましたね、雅様。それに信ちゃんも」

　みこはにっこりと笑った。十一月も終わりに近づき、江戸城の中庭には木こ枯がらしが吹き始めていた。中奥の客間に敷しかれた布ふ団とんの上に身を起こしている雅が、面越ごしに仏頂面をしていると、長い間一緒に暮らしていたみこには予想がついた。

「お前の神通力で治してもらう日が来るとはな」

　どうやら不満の原因はそれのようだ。傷は治ち癒ゆしたものの、経過が気になって呼び出した信津名が、着物を直しながらにこにこしている。

「よろしいではありませぬか。お互たがい完全に傷は治ってしまったのですから。いやぁ～、しかしみこ様の神通力はすごいですね。あの高輪の戦いで怪け我がした者達すべて、治癒できてしまうなんて。敵味方関係なく治癒したから、そうとうな人数だったのに。……あっ、そういえば、とうとうアーサー様達が、今日帰国されるそうですよ」

　それはみこも知っている。あの戦いから二十日ほど経たち、その間に火矢で火事になった船を修理していたアーサー達だったが、ようやくそれが終わったらしいのだ。みこも後で二海達と一緒に見送りをするつもりだった。

　アーサーは微び妙みように空気を読まないし、間ま違ちがった百獣国の知識を本気で信じ込んでいるし、自由奔ほん放ぽうな王子様だしで、いたらいたでとても迷めい惑わくだったが、いなくなってしまうと思うと、寂さびしい気持ちになってしまう。だがアーサーとはそう接点がなかった信津名は、そうは思っていないようだ。満面の笑えみのまま、ぽんっと正座した膝ひざを叩たたいた。

「いやはや、戦いは我らの勝利で終わりましたし、怪我していた者達もみんな元気になりましたし。その上やっと外国人達は帰ってくれるしで、本当にほっとしました。これで百獣国に平和が訪おとずれますな。これもみんな、みこ様のおかげです」

　信津名は上じよう機き嫌げんだった。だけどみこはやや苦笑気味になってしまう。

「わたしだけの力じゃないよ。家密や信ちゃんが頑がん張ばってくれてなかったら、きっと間に合わなくて高輪の人達に被ひ害がいが出てたんだろうし。それに家密の秘策がなかったら、たとえ一度は神通力で敵を追い払はらったとしても、デズモンド王子はまたやってきたと思う」

　それには、腕うで組ぐみしている雅も頷うなずいた。

「そうだな、話を聞く限りでは、そのデズモンドとやらは、執しゆう念ねん深く誇ほこり高い男のようだ。そういう男は負けた自分が許せなくて、何度も何度も攻こう撃げきを仕し掛かけてくるだろう。家密公はそこまで読んで、もっと根本からデズモンドを叩かないと駄だ目めだと思ったのだろうな」

　きっとそこへアーサーが、母親である女王に連れん絡らくを取りたいと申し出てきたのだろう。とても無理だと思われたグレートビースト国との手紙のやりとりを、強ごう引いんではあるがやり遂とげられるだけの秘策を思いつくとは、さすが家密だと思う。

「それに、上様が早くから住民達を避ひ難なんさせるよう命じていて下さったので、我々はもちろんグレートビースト国側にも、怪我人はいましたが何とか死者だけは出さずにすみましたしね」

　それにはみこもほっとしていた。軍人達はさすがに訓練された海の男達ばかりで、船が燃えたり波に吞のまれたりはしたものの、どうにか海に飛びこんで陸地までたどり着いたのだ。もちろん海水を飲んで命が危なかった者達もいたが、みこが神通力を使って治癒をした。

「まあ、敵とはいえ、デズモンド王子に命令されて従っていただけですしね。しかし犠ぎ牲せい者しやが出なくて本当によかったです。うまくいきすぎて怖こわい気もしますが、これで万々歳ですね！」

　両手を上げて喜ぶ信津名から、みこはそっと目をそらした。俯うつむいていると、その様子に気付いたのか、雅がみこの耳元に顔を寄せる。

「……みこ。最近様子がおかしいな。高輪の戦いが終わってからだろう。何かあったのか？」

　鋭するどく聞かれて、どきりとした。雅は勘かんがよくて困ってしまう。みこはわざと明るい笑顔を浮うかべて顔を上げた。

「何でもありません。疲つかれちゃっただけです。戦いが終わってから、色々ありましたからね」

　高輪での戦いの後、デズモンドを拘こう束そくしてからのアーサーの行動は素す早ばやかった。

　幕府の力を借りて、数千人いる軍人達と沈しずんだ船を引き上げたのだ。ほとんどは修理もできないほど壊こわれていたが、三隻せきほどは軍人達の手によって何とか航行できるまでに修理された。

　だがたった三隻では、軍人達を全員は乗せて帰れない。だからまずはアーサーとブレイク、副将のバーニー、そして拘束されたデズモンドと、約三分の一の軍人達を乗せて国へ戻もどるという。残りの軍人達は竜之進の手配で、長崎まで陸路を旅して、グレートビースト国の貿易船に乗せてもらう手はずになっていた。みこも怪我人の治癒などを手伝い、ばたばたと毎日を過ごしていたので、疲れていたのは本当だ。それなのに、雅の目は誤ご魔ま化かせなかったようだ。

「本当に疲れているだけか？　私にはそうは見えないが」

　それ以上何も言えなくて、口を噤つぐんだ。どうしようと悩んでいると、ふいに襖ふすまが開く。

「みこ！　アーサーが国に戻るからって挨あい拶さつに来てるぞ」

　呼びに来てくれたのは、すっかり元気になった二海だ。みこはすぐに立ち上がった。

「すいません、雅様。アーサーにお別れの挨拶をしてきますね」

　そのまま足早に部屋を出る。二海の後に続きながら、みこは小さなため息をついた。

（雅様にも……ううん、まだ誰だれにも〝あの事〟は知られたくない）

　心の中の呟つぶやきでさえ隠かくすように、みこは笑顔を浮かべる努力をして廊ろう下かを進んだ。




　江戸城の大広間では、正装したアーサーと黒ずくめの燕えん尾び服ふくを着たブレイクが座り、正面にいる家密と談だん笑しようしていた。みこは二海と大広間に入り、アーサーの隣となりに正座する。

「アーサー、もう出発するの？」

「oh　寂しいのかい、ミコ。ワタシもオナジ気持ちだ。でもデズモンドを連れて戻らないと」

　アーサーがそこで言葉を句切って立ち上がり、みこの前で片かた膝ひざをついて右手を差し出した。

「……ミコ、君はヤハリ我が国を救う奇き跡せきの女め神がみだった。君のおかげでデズモンドを止める事ができたし、これで我が国も長い戦いの歴史から解放される。ありがとう」

　顔だけ見れば、麗うるわしい美青年のアーサー。こうやって礼れい儀ぎ正しくしているとため息がもれるほど恰かつ好こいい。ついうっとりしながら、異国式の握あく手しゆという挨拶をする為ため、右手を握にぎり返す。

「ううん、アーサーだってすごく苦労したでしょ、殺された事にされてたから、たった一人で百ひやく獣じゆう国こくで暮らす事になっちゃったし」

「イイヤ、噂うわさに聞いていた通り、百獣国はスバラシイ国だったよ。ただ一つ心残りなのは、ゲイシャさんに会えなかったことだ。ゲイシャさんは、お酒の席で客達を楽しませる為に、口から火を吐はいたりするパフォーマーなのだろう？」

　きらきらと輝かがやく瞳ひとみで言い放ったアーサーに、みこは思わず顔を引きつらせた。

「ちがーう！　何度も何度も言うけど、アーサーが商人から聞いたっていう百獣国の話は間違ってるんだって！」

　彼は以前も、相撲すもう取りや忍にん者じやの事を完全に勘かん違ちがいしていた。彼の国の商人の噂うわさ話ばなしを真に受けているらしいのだが、どれだけ違うと説明しても判わかってもらえないのだ。

「いいや、ゲイシャさんは火を噴ふいたり、猿さるを使って芸をさせるのだろう。そうそう、シャミセンという楽器を使って歌いながら踊おどって町をパレードするという……」

　所々判らない単語はあるが、みこにもこれだけは判っていた。

「間違いです！　かすりもしないほど間違ってはないけど、でも芸者さんはアーサーが思ってるような面おも白しろい感じの人たちじゃないからっ」

　そんなはずはないと言い張るアーサーを、何とかなだめる。まだ納なつ得とくいかない顔をしていたが、やがてようやく息をついて落ち着いたようだ。みこも気を取り直して微笑ほほえんだ。

「……でも国に戻れて良かったね。長い間戦いを続けてきたのなら、国だって国民だって疲れてるだろうし、それを立て直すのは大変だと思うけど、アーサーならきっとできると思う」

　彼は大切な友達だ。次にいつ会えるか判らなくても、一生続く絆きずながあると思っている。

「あなたと暮らしたのはわずかだったけど、とても楽しかった。一いつ緒しよに色んな所に行ったよね。絶対に忘れないよ。国に戻っても頑張って。わたし、応おう援えんしてるから」

　微笑みかけると、アーサーの紺こん碧ぺきの瞳がふいにいたずらっぽい色を浮かべた。

「オウエンなら近くでして欲しいな。ミコ、ワタシは君の事を諦あきらめた訳じゃないんだよ。覚えているかい？　ワタシは君にプロポーズする為にこの国に来たんだ」

　アーサーが握ったままのみこの手に、素早く口付ける。みこが驚おどろいて目を丸くするのと、いつのまにか両りよう隣どなりにきていた狼おおかみの兄弟から、一いつ斉せいに殺気が放たれたのはほぼ同時だった。

「「ぶっ殺す！」」
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　家密と二海が一斉に立ち上がり、示し合わせたかのように同じ言葉を放った。摑つかみかかろうとした彼らからさっと身を翻ひるがえして、アーサーが不敵に笑う。

「デズモンドの事があるし、母を手伝う為に一度国に戻るけど、ワタシは必ず帰って来るよ。そしてもう一度ミコにプロポーズする。君達兄弟には、決して負けないからな！」

　ハハハハハと高笑いして、アーサーがブレイクを連れてきびすを返す。襖まで進むと、ふいに足を止めて、顔だけをちらりとみこに向けた。

「百獣国とは友好国として、これまで以上に仲良くさせてもらう。ミコ、しばらくは会えないが、心配はいらない。落ち着いたらスグにまた遊びに来るよ」

　片目を瞑つぶるのはどういう意味なのだろう。アーサーにはよく似合うが、百獣国では見た事がない仕草だった。しかし、どうやら両隣にいる家密と二海はお気に召めさなかったようだ。

　思わず背筋が冷える程ほどの、とてつもない殺気が彼らから放たれた。

〝殺す殺す殺す殺す殺す殺す……！〟

「うっ……。君達の殺す殺すビームは相変わらず強力だな。だがワタシは負けないぞ。では、ミコ。しばしのお別れだ。サラバ！」

　さっとマントを翻して、アーサーはブレイクを従えて部屋を出ていく。みこはそれを呆ぼう然ぜんと見送って、思わずぼそりと呟いた。

「……最後まで、変な人だったなぁ」

　変だけど、面白くて優やさしくて、本当は頑がん張ばり屋で責任感が強いアーサー。彼は生まれて初めてできた異国の友達だ。これから国に戻ったらきっと大変な思いをするだろう。

　だけど、アーサーならどんな苦難も乗り越こえられる。みこはそう信じて、大切な友達の新しい門出を見送っていた。
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「もう十二月か。一年って早いな……」

　出航するアーサーの船を見送ったのが、五日ほど前だった。みこは寒さが厳しくなってきた江戸城の広い庭で、どんよりとした空を見上げていた。そろそろ日が暮れるせいか、吐く息も白くなってきている。最近になってようやく、侍さむらい達も外国の軍ぐん艦かんが来る前の静けさを取り戻しつつあった。だけど今度は違う忙いそがしさが彼らを襲おそい始めている。師も走ると書いて師走しわすというが、十二月はまさに一年の終わりの月で、目も回るような忙しさがやってくるのだ。

「もうすぐ雪が降りそうだな」

　富士山で育ったから、雪は見慣れている。凍こごえそうに寒いし、積もると生活するのに影えい響きようが出たりもするが、みこは早朝のまだ誰も足あし跡あとをつけていない新雪の光景が好きだった。

「みこ」

　ふいに声をかけられて振ふり向くと、いつのまにかすぐ近くに家密が立っていた。手にした羽織をみこの肩かたに着せかけながら、そっと微笑む。

「風邪かぜをひくぞ」

　家密が吐く息も白かった。何だかそれを見ていると、少しだけ不思議な気持ちになる。

　彼と再会した時は春で、桜が咲さいていた。雨が降り続けた梅雨つゆや、汗あせが流れる程暑い夏。そして紅葉が目に鮮あざやかな秋を一緒に過ごした。

　そして今は冬。まだ一年には満たないが、四季を感じるほどに長く一緒にいたのだ。

　だけど実際には、そんなに長かったのかと驚く自分もいた。思い出してみても、一緒にいた間は、時が一いつ瞬しゆんで過ぎ去ったような感覚があった。

「……ありがとう。これ、暖かいね」

　彼と二人だけで話すのは、ずいぶんと久しぶりだと思った。デズモンドが攻せめて来てからずっと、家密はその対応に追われていた。戦いが終わっても、被ひ害がいは少なかったとはいうものの、やはりそう簡単にはすべて片付くはずがない。みこが見ただけでも、家密は寝ねる暇ひまもないくらい忙しそうだった。家密がみこと同じように灰色の雲を見上げる。

「もうすぐ年末だな。どうにか年内には、すべての片がつくだろう。何とか落ち着いて年を越せそうだ。……そうだ、正月にはみこに晴れ着を買ってやらなければ。赤い花はな柄がらの振り袖そでがいい。いや、お前には桃もも色いろも似合うな。しかし、紫むらさきも捨てがたい。──よし、京から職人を呼べるだけ呼んで、色んな色を作らせよう。すべてお前に贈おくるから……」

「家密、そんなに職人は呼ばなくていいし、晴れ着も遠えん慮りよします！　着物なら前に何枚も作ってもらったよ。あれで十分だから。お願いだから、職人さんを山ほど呼んだりしないでね」

　放ほうっておくと、家密はみこに似合うからと、どんな高価なものでも買ってくれようとする。それが一つならまだ嬉うれしいですむのだが、部屋に入りきらないほど大量に買うから困ってしまうのだ。だから説得しているのに、家密は不満げだ。

「みこに似合うものを買うのは、私の楽しみだ。それを奪うばうつもりか？」

「いや、あの、奪うっていうか、無む駄だ遣づかいは駄だ目めだって……」

「みこの為に何か買う事は、無駄遣いではない」

　きっぱり言い切られて、頭を抱かかえてしまう。きっと今はこれ以上何を言っても聞いてもらえないだろう。経験上それはよく知っている。説得は、また後日改めての方がいいという事も。

　ため息をつきつつも、みこはこんな会話も懐なつかしいと感じていた。以前はこんなやりとりはしょっちゅうだったのに、最近は色々とあったせいで、こんなのんきな話はできなかったのだ。

　そう思うと、思わずくすりともらしてしまう。

「どうした？」

「ううん、何だかこんな風に話すの、本当に久しぶりだなと思って」

「ああ、そうだな。だがこれからはいくらでもできるぞ。ようやく百ひやく獣じゆう国こくにも江戸にも本当の意味での平和が訪おとずれたのだ。グレートビースト国からの客人達は帰ったし、江戸城も平へい穏おんを取り戻もどしている。……ただ、横山が見つからないことだけが気がかりではあるが」

　心臓がぎゅっと摑まれたような気がしていた。富士山で別れて以来、横山と一陸には会っていなかった。横山は幕府を陥おとしいれた罪人として手配されていたが、目もく撃げき者さえも見つからない。

「……あの人は、きっともうわたし達の前には、姿を見せないと思う」

　それは漠ばく然ぜんとした予感だった。何か理由がある訳ではない。だけど、一陸は確かにあの時、横山がもしまた何かしたら止めると約束してくれた。二海も空三も煙太も、あれから一陸の事は一言も口にしない。ただ彼の事を考えると、みこの胸には寂さびしい気持ちが湧わいてくる。

　もう一度会いたい、そして彼の芝しば居いが見てみたい。それが願いだったが、口にする事さえ許されないような雰ふん囲い気きだった。

　みこの考えている事を察したのか、家密がそっと肩を抱だいてくれた。

「みこ、もう何も考えるな。一陸は横山を選んだ。このまま横山が大人しくしているなら、私も絶対に捕つかまえてこいとは役人達に命じない。一応あれでも、私の兄だからな」

　苦く笑しようする家密に、みこも小さく頷うなずく。こんな時、家密は以前とは変わったと感じる。

　少し前だったら、家密は絶対に横山を許さなかっただろう。役人達を総動員して、生死を問わずに追い詰つめさせたはずだ。それだけではない。家密は自分を裏切っていたもう一人の男、叔父おじの頼伸とその配下の藤菜を本当に無罪放ほう免めんにしていた。

　頼伸は家密の要よう請せいで、デズモンド達に食料を届けに来た芯那国の船を捕とらえた。その時にした、二人を罪には問わないという約束を守ったのだ。そのおかげで藤菜は今、江戸城で堂々と頼伸に仕えている。先日彼女を見かけたが、頼伸の後を嬉しそうについて歩いていた。

　藤菜とは敵対した事もあったが、大事な友達だと思っていたので、みこはほっとしていた。

「家密は優しくなったね。前からわたしにはそうだったけど、今は色んな人にも優しくできるようになった。それって家密が強くなった証しよう拠こだと思う。誰だれでも心が弱くなると、他人をいたわる余よ裕ゆうがなくなってしまうけど、心を強くもてる人はきちんと他人の面めん倒どうを見る余裕がある。だから家密は本当に強いと思う」

「いいや、強いのはお前だ。お前は命がけで富士山の火口に入り、鳳ほう凰おうを説得して神通力を取り戻した。だからこの国も住民達も二海も、そして私も救われたのだ。……ありがとう」

　笑えみは優しかった。彼にも二海にも、富士山の火口で鳳凰と出会い、神通力を授さずけてもらった時のことは話していた。

「頑張ったのはわたしだけじゃないよ。だって家密は秘伝の巻物の情報を逆手にとって、敵を足止めして時間を稼かせいでくれたでしょ。それに嘆たん願がん書を送って女王陛下の命令書をもらってくるよう手配もしてくれたでしょ。そのおかげで軍人さん達はアーサーの命令を聞いてくれた。被害を最小限に抑おさえて一人の死者も出さなかったのは、家密の素す早ばやい対応のおかげだと思う。本当に家密はすごいね。尊敬しちゃうよ」

　敬意を込めて見上げたのに、家密はなぜか寂しそうな、辛つらそうな、複雑な表情をしていた。

「……尊敬か。何ヶ月も一いつ緒しよにいたが、結局お前が私に抱いだく感情は、それなのだな」

　珍めずらしく、呟つぶやくような小さな声だった。悲しげな金色の瞳ひとみに見つめられ、みこは俯うつむいた。

「あの……あのね、家密。わたし、話さないといけない事があるの」

　桜の花が咲き乱れる春。江戸にやってきたのは二人の幼なじみに会う為ためだった。二人は成長して、みこにそれぞれのやり方で愛を告げてくれた。

　それに対して、同じくらい好きとしか返せない日々が続いた。本当に二人とも好きだったし、愛と友情の違ちがいもよく理解できていなかった。

　だけど今は違う。江戸で出会った人々と、この数ヶ月の間起こった事件を通して、人を愛するのがどういう事かをみこは知った。愛と友情はどう違うのかも、はっきりと気付いた。

　だからこれはきちんと、自分の口から彼に告げなければならないと思った。

　自分が〝一番好き〟なのは、二海なのだと。

「あの……あのね、わたしが好きなのは……んっ」

　意を決して口を開いたのに、みこの唇くちびるに家密が人差し指を当てた。驚おどろいて見上げると、家密が微笑ほほえんでいる。

「……みこ、私はこうみえて気が長い方だ。それに忍にん耐たい力もある方だと思う」

　突とつ然ぜんの言葉に、みこは目を丸くしてしまう。家密は、今までたくさんの愛情表現をしてくれた。だからこそちゃんと自分の口から、二海が好きだと言わなければならないと思った。

　気持ちをきちんと伝える事が、彼の誠意に応こたえる事だと思ったのだ。しかし勘かんがいいはずの家密は、言わんとする事に気付いているはずなのに、ただ穏おだやかに笑みを浮うかべるだけだった。

「……えっと、それってどういう意味？」

　気が長いとか、忍耐力があるとか、およそ家密とはかけ離はなれた言葉だった。冗じよう談だんでも言っているのかとも思ったが、彼はいたって真しん剣けんなようだ。

「いいか、みこ。悲しい事に、人の気持ちとは移ろいやすいものだ。もちろん私はこれからもみこをずっと愛していくつもりだ。お前に初めて会ってから八年。一度も気持ちが揺ゆらがなかったように、これからもこの気持ちは変わらないだろう。……だが、お前が今心に思っている気持ちは、つい最近生まれたものだろう？」

　それには反論できなかった。確かに恋こい心ごころを自覚してから、そう時間は経たっていない。

「だったら、私にはまだまだお前を口説く機会があるはずだ。お前の気持ちが本当に固まって、そしてお前が奴やつの花はな嫁よめになるとでもいうなら、さすがに私も諦あきらめられないが、そうする努力はしよう。だが今の時点では、お前が何と言おうと諦めるつもりは毛頭ない。八年間想おもい続けた私の初はつ恋こいを、ここで終わらせるつもりはないぞ」

　自信満々な声と、強気な笑み。少しは彼の性格にも変化が出始めたのかと思っていたが、そうでもないのかもしれない。みこは思わずあんぐりと口を開けた。

「で、でも、それってわたしの気持ちはどうなるの？」

「嫌いやなら拒こばめばいい。まあ、そのぐらいで私は引かないがな」

　家密がみこの手をさっと握にぎった。そしてその手に口付けを落とす。

「国も落ち着き始めたし、これからいくらでも口説いてやるぞ。覚かく悟ごしていろ、みこ」

　不敵な笑みを残して、家密がその場を去って行く。呼び止めようかと思ったが、みこはそのまま口を噤つぐんだ。

（これでいいのかもしれない。だって〝これから〟はわたしにはもう……）

　心の中の呟きは、決して口には出せなかった。
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「ああ～、せいせいしたぜ、兄貴を振ふり切って帰ってこられてさ」

　十二月の中ちゆう旬じゆん、みこは二海と空三、そしていつのまにか兄の煙太と入れ替かわっていた煙助と、木挽町の芝居小屋に帰る事になった。ここに至るまで、みこだけは江戸城に置いていけという家密と、絶対に連れて行くという二海との間で壮そう大だいな兄きよう弟だい喧げん嘩かが繰くり広げられたのだが、結局は町に戻って芝居小屋の手伝いがしたいというみこの意志が通った形となった。

　久々に歩く木挽町は、寒いせいかみんな冬物の着物を着ていた。だけど住民達は元気いっぱいだ。威い勢せいのいいかけ声が店先から聞こえてくる。

「あら、お帰り！　二海さん。ずっと芝居小屋が閉まってたから心配してたんだよ」

　そこへ声をかけたのは、魚屋の女将おかみだ。みこ達を見て慌あわてて駆かけ寄ってくる。

「まあまあまあ、みこちゃんも。みんな無事に帰ってきてくれてよかったよ。空三さんからしばらく地方に興行に行くって聞いてたけど、最近高輪に外国の船とかが来たりしてぶっそうだったろ。何かあったんじゃないかって思っちまってね」

　女将の声が合図のように、次々と町の人達が家から出てくる。集まった町の人達に囲まれていると、ふいに甲かん高だかい声が響ひびいた。

「やだっ、みこ！　あんたどこに行ってたのよっ」

　人ひと混ごみをかき分けて駆け寄ってきたのは、口入れ屋の娘むすめ、お琴ことだ。みこと年が近く、気は強いが面めん倒どう見みがいいので、何かと世話を焼いてくれていた。

「心配してたんだからね。二海達も興行に行ったにしては、長い間帰って来ないしさ。……あたしいつもあんたにきつい事言っちゃうから、田舎いなかに帰っちゃったんじゃないかとか。二海はあんたを連れ戻しに行ったんじゃないかとか。色々考えちゃって……。みこぉぉぉ。ちゃんと帰って来てよかったぁ。うわぁぁぁん！」

　いつも気の強いお琴が、膝ひざをついてみこに抱きつきわんわんと泣き出した。

「ごめんね。心配させて。でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。……みんな無事でよかった。本当によかった」

　みこも涙なみだが溢あふれてくる。敵の船があのまま攻せめ込んでいたら、彼らの笑顔はもう見られなかったかもしれない。自分を心配して泣いてくれるお琴、そして周りを囲んで笑顔を見せてくれる町の人達。彼らのこんな笑顔が見たくて、みこは今まで頑がん張ばってきたのかもしれない。

（みんなが無事で、平和に暮らせている。それがすごく嬉うれしい）

　たくさんのお金をもらえたら幸せだろうか。高い地位についたり、誰もがうらやむような名めい誉よがあれば、それで幸せだろうか。

　人によってはそうだと答えるかも知れない。だけど、みこは自分はそうではないと思った。

　優やさしい町の人達と、大好きな二海達に囲まれている今、みこは確かにこの世で一番幸せなのだと、心の底から感じていたのだ。




　町の人達に挨あい拶さつして、泣いているお琴をどうにか慰なぐさめ、みこ達は芝しば居い小屋へとようやく帰り着いた。みこは玄げん関かんを開けて、早さつ速そく腕うでまくりをする。

「ずいぶん留守にしてたから、大おお掃そう除じしなくちゃ。まずは雨戸を開けて風を通して……あれ？」

　やる気満々だったのだが、玄関から中の様子を見て思わず声を上げる。空三と煙助で、留守をする時にきちんと戸と締じまりをしたと聞いていたのだが、雨戸は開いているし、部屋もずいぶんと綺き麗れいだった。ぱっと見た感じだが、埃ほこり一つないようなのだ。空三が丸眼鏡を押し上げる。

「おや、戸締まりしたはずですけど、ねぇ、煙助」

「そうやな。確かにちゃんとやったやんな。あ、ま、まさか泥どろ棒ぼう……!?」

　ちょうどその時、ゴトッと中庭の方で物音が聞こえた。みこ達は全員で目を見合わせる。そして全員で頷き、そっと足音を忍しのばせて音がした方に急いだ。

　時折聞こえる音は、やはり中庭からのようだ。二海が仁に王おう立だちで袖そでをまくり上げた。

「こらぁ！　俺の家に泥棒に入るたぁいい度胸だ！　ぶっとばしてやるから覚悟し……ん？」

　障子を開けて勢いよく怒ど鳴なったのに、二海の声が途と中ちゆうでしぼんでしまった。

　原因は中庭にいた人物だ。ほうきを片手に驚いた顔でこちらを見ている。以前は芝居小屋にいて当たり前の人物だったが、今は違う。彼はみんなを、手て酷ひどく裏切ったのだから。

「一陸……？」

　いつもの羽織を着た一陸の顔には、困こん惑わくの色が浮かんでいた。どうやら彼は掃除をしていたようだ。二海達からさっと目をそらした彼の様子からすると、ここにいるのはみこ達に会いたかったからではないらしい。

「……すぐに出ていくよ。別に戻もどってきた訳じゃないから。荷物とか取りに来たら、母屋おもやも芝居小屋も雨戸を締しめ切ってて風通しもしてなかったから、ちょっと片付けてただけで……」

　声が珍しく小さかった。背を向けてほうきを動かす一陸に、二海がそっと目を細めた。

「そういや、お前けっこうきれい好きだったな。芝居小屋と母屋を建てたばっかりの時、ここはこれから自分達が住む〝家〟で〝仕事場〟なんだから、掃除はきちんとしようって提案したのお前だったもんな」

　ぽつりと思い出したように呟いた二海に、空三が頷うなずいた。

「そうでしたね。私と二海はそこそこ生まれ育ちがいいので、掃除などほとんどした事がありませんでしたが、一陸がこれからは町民として生きていくのだし、ちゃんとやらなきゃ駄だ目めだと言って。当番表まで作って無む理り矢や理り朝からたたき起こされて、掃除洗せん濯たく炊すい事じをやらされて」

　空三の肩かたに乗っていた煙助も、なぜかうんうんと頷いた。

「せやせや。あの頃ころは大変やったなぁ」

「お前は五年前いなかっただろっ」

　一陸が調子に乗った煙助に鋭するどい突つっ込みを入れたが、すぐにはっとして口を噤み、こちらに背を向けた。二海が縁えん側がわにあぐらをかいて、そんな一陸に目をやる。

「……横山はどうしたんだ？」

　びくり、と一陸の背が震ふるえた。それでもほうきを動かす手は止めず、ぽつりと返事する。

「……旅に出ちゃった。みこちゃんに傷を治された自分が許せないって言って。もう江戸には戻らないって。──僕みたいに言う事を聞かない忍びはいらないから、ついてくるなって」

　極力、声こわ色いろを平静に保とうとしているのが感じられた。だけどわずかに震えている背中が彼の感情を表していた。

「僕、横山様に聞かれたんだ。お前は今一番何がしたいんだって。これは命令だから噓うそをつく事は許さないって言われた。正直に答えろって。だから僕……」

　一陸が顔を向けたのは、表にある芝居小屋の方だった。

「芝居がしたいって答えた。色んな役を演じて、お客さんに楽しんでもらって拍はく手しゆをもらうのはとても楽しいって。最初は二海さんを見張る為ために始めた芝居だけど、今では本当に好きなんだって。そうしたら横山様は、主君以外に大切なものができるなんて忍しのび失格だって」

　一陸が肩を落とした。だけどみこはふと、それは横山なりの不器用な愛情ではないかと思った。自分と一いつ緒しよにいては、一陸は忍びとして自分を殺して生きる事になる。だから新しい人生を歩ませる為に、わざとそう言って突き放したのではないかと。

　一陸と横山はもとは義理の兄弟として、一緒に育ったといっていた。二人の間には、主君と忍びとしてよりも、もっと深い絆きずながあるようにみこには思えた。

　そしてそれに思い当たったのは、みこだけではないようだ。

「……横山は、それがお互たがいの為だと思ったんじゃないか」

　二海がぽつりと呟つぶやいた。一陸は何も言わない。きっと彼にもそれは判わかっているのだろう。沈しずんだ空気が流れた中で、煙助が無理に明るい声を上げた。

「ま、まあ、戻ってきたんなら、それでええやないか。ここは一つ、みんなそれぞれ色々あるやろうけど、何もなかったことに…………なんて、できひんのかなぁ……？」

　煙助の言葉も身体からだも項うな垂だれた。彼なりに周りの雰ふん囲い気きを和やわらげようとしているのだろう。一陸が自じ嘲ちよう気味に笑う。

「そんなの無理だよ。だって僕は五年も二海さん達を騙だましてたんだよ。それにひどい事もたくさんしたし、いっぱい人を傷つけた。だから今いま更さら戻もどるなんて虫がいい事はできない。芝居はしたいから、どこかよその芝居小屋にお世話になって一からやり直そうと思ってる。だけど……」

　一陸がほうきを持つ手に力を込めた。視線は芝居小屋を向いたままだ。

「だけど、最後に大好きだったこの芝居小屋に何か恩返しがしたかった。まだ二海さん達は江戸城にいると思ったから、せめて芝居小屋とこの母屋の掃除をして綺麗にしようと思ったんだ」

　一陸の真しん摯しな思いは、みこの心を打った。確かに一陸のした事は許される事ではないだろう。だけど彼にだって、事情はあったのだ。そして彼にだって、夢を摑つかむ権利はある。

「ねぇ、一陸。恩返しがしたいのは、本当に芝居小屋にだけ？」

　みこは一歩踏ふみ出して彼に歩み寄った。このままでは一陸は自分を責める一生を送ってしまう。何より、彼の才能をそんな事で潰つぶしてしまうのは惜おしかった。

「やり直そうって意志があるなら、いくらでもやり直せるとわたしは思う。一陸は横山様に雅様を殺せって言われても、急所を外してくれた。わたし達を殺そうと思えばできたのにしなかった。そして富士山の火口では、あの人から命がけで二海を庇かばってくれた」

　一陸が横山の命令を遂すい行こうしながらも、いつも戸と惑まどうような目をしていたのには、みこも気付いていた。彼は決して、二海達を憎にくんでいた訳でも嫌きらっていた訳でもない。むしろ大切に思っていたのだ。だから、横山に命じられても二海やみこを本気で傷つけたりはできなかった。

「わたしは今でも、一陸を友達だと思ってるよ。色んな事があったし、なかなかすんなり元通りにはならないって事も判ってる。でも、一陸はここを出ていくべきじゃないと思う。二海達を騙してて悪かったと思ってるなら、あなたなりに償つぐなって、そしてこの芝居小屋でまた一からやり直せばいいと思うよ。……一陸だって本当はそうしたいんじゃない？」

　一陸は無言だ。否定も肯こう定ていもしない。だけど、それが答えのようにみこには思えた。

「……掃除は、全部すんだのか？」

　黙だまって聞いていた二海が、ふいに辺りを見回して声を上げた。一陸が目に見えて判る程ほど、びくりとする。こんな時に何を聞くのかとみこが思っていると、一陸が震えているともとれる声で返事した。

「まだ、途中です。朝からやってるけど、芝居小屋と母屋の掃除全部はなかなか大変で……」

　二海が顎あごに手を当てて、ふっと口角を上げた。それがいたずらを思いついた子供のように見えたのは、みこの気のせいだろうか。

「じゃあ、一年だ」

　二海が人差し指を立てる。みこも一陸も、その場にいた全員が首を傾かしげた。

「一年って何が？」

　みんなの思いを代表して聞くと、二海がにんまりと笑った。

「芝居小屋と母屋の掃除、一年だ。俺達を騙してたのは、確かに許せない。だがお前はお前の正義の為にそうしたんだろう？　だったらそれは責めやしない。だけど、それじゃお前は戻って来にくいだろうから、優やさしくて寛かん大だいな俺は、特別にお前にばつを与あたえてやろう。一年間、芝居小屋と母屋の掃除を毎日きっちりしろよ。俺は心が広いから、それで全部水に流してやる」

　一陸が目を見張った。そしてその大きな青い目に、涙なみだが浮うかぶ。だけど慌あわててそれを隠かくすように二海に背を向けた。

「こ、心が広くなんかぜんぜんないよ。この大変な掃除を一人でやるなんて、よそに修しゆ行ぎように出た方がよっぽど楽だよ」

　憎まれ口を叩たたいているが、声がわずかに震えている。二海がふっと笑えみを浮かべた。

「俺の采さい配はいに文句があるのか？　何だったら、毎日の食事当番もさせるぞ」

　一陸が慌ててこちらを向いて首を振ふる。涙を無理矢理拭ふいたのだろう、目元が赤くなっていた。みこはその様子を見て、思わず微笑ほほえむ。

（二海ってば、ばつなんて言って。本当はもう許してるくせに）

　申し訳なくて帰ってきたいのにそう言えない一陸の心を知り、二海はふざけたふりをしながらも、戻ってきやすいように軽口を叩いたのだ。ただでは帰って来にくいだろうと、わざとばつまで与えて。

　二海の思いやりは、一陸に十分伝わったようだ。むっとした顔をしつつも、頰ほおは嬉うれしそうに染まり、頭には感情の高ぶりの証あかしとして本ほん性しようの猫ねこ耳がぴょこんと飛び出ていた。

　みこはくすくすと笑いながら、中庭に降りて予備のほうきを手に取る。

「よーし、じゃあさっさと掃除を終わらせちゃおう！」

「え？　まさかみこちゃん、手伝ってくれるの？　でもそんなことしたら……」

　ちらりと一陸が二海をみやる。だけどみこはにっこりと笑った。

「手伝っちゃいけないなんて一言も言ってないよね、二海」

　その言葉に苦く笑しようしたのは、空三と煙助だ。

「確かにそうですね。では、私は台所を片付けて参りましょう。師し匠しようのあの震えがくるほど素す晴ばらしい料理を味わう為にも、聖地である台所は綺き麗れいにしておかねば」

「ああーっ、煙助、一緒に行って空三を見張りつつ掃除の指導をして。台所破は壊かいされたんじゃ今日の夕飯が作れなくなるーっ」

　巨きよ大だいな緑色の蛇へびという本性を持つ空三は、よく周りを気にせずその姿となって、色んな物をめちゃめちゃにしてくれる。屋根を突き破った事も、一度や二度ではなかった。

　ははっと笑う二海の声と一緒に、ぷっと吹ふき出す一陸の声も聞こえてきた。

　みこは心の中でほっと安あん堵どする。きっと以前のように戻もどるには時間もかかるだろう。今は笑い合っていても、しこりのようなものがみんなの心にも残っているはずだ。

　だけどみこは信じている。彼らはきっとやり直せる。そしてみんなで協力して、以前のように素晴らしい芝しば居いでお客さんを楽しませてくれるだろう。

（だけど……わたしがその芝居を見る事は、もう一生ないんだ）

　みこはほうきを動かしつつ、こみ上げてきた涙を俯うつむいてそっと拭ぬぐった。
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　二海達と話し合って、芝居小屋を開けるのは年が明けてからにしようと決まった。さすがにしばらく舞ぶ台たいに立っていなかったので、当分は稽けい古こに専念しようという事になったのだ。それからみこは年末の大おお掃そう除じと稽古の手伝い、そして目前に迫せまったお正月の準備で大おお忙いそがしだった。

　だから大おお晦日みそかになり、新年が明日に迫った今日まで、考えたくない事はなるべく頭の隅すみに置いておけた。

「今日で今年も終わりだな……。とうとう新年がやってくるんだ」

　そろそろ日暮れだが、正月の買い物に行った二海達は、まだ帰って来ていなかった。気の早い江戸っ子の二海は、既すでに玄げん関かんに大きな門かど松まつと、しめ縄なわまで飾かざっている。それらを見ると、余計に年が明けるのだという実感が湧わいてきた。

　みこが留守番をすると言って残ったのは、ここにいられる時間がもうあとわずかになってしまったからだ。少しでも長く芝居小屋の雰囲気を肌はだで感じていたかった。考え込んでいると、ふいに頭上から声が聞こえる。

「みこ」

　ばさり、と羽ばたきがしたと思ったら、空を飛ぶ蘭刀斉の両手に摑まった雅が、中庭に降りてきた。

「雅様、どうしたんですか!?」

　驚おどろいて目を見張ってしまう。みこが城を出る時に、鳳ほう凰おうから預かった神具であるなぎなたは彼に渡わたしてあった。正式な炎守が元気になった以上、百ひやく獣じゆう国こくに関する事で神通力をふるうのは、彼の役目だったからだ。雅は、デズモンド達の後始末をする家密を手伝う為ために、江戸城に残っていたはずだった。般はん若にやの面を被かぶった雅が、忌いま々いましそうに舌打ちする。

「戦いの始末もほぼ完かん了りようした。後は家密公だけでもいいだろう。私は富士山に戻る」

「だったら、お師匠様にぶらさがっていかなくたって、なぎなたを竜りゆうに変化させれば……」

「そんな目立つ事をしたら、春華と竜之進に見つかるだろう。あの馬ば鹿か夫ふう婦ふは、私の世話をするという名目で昔の事を持ち出しては、ちくりちくりと嫌みばかり言う」

　苦々しい声を上げた雅に、蘭刀斉が腕うで組ぐみして嘆たん息そくした。

「ですから、昔申し上げたでしょう。いくら美しいからといっても、あんな人の皮を被っただけの大だい蛇じやに惚ほれると、ろくな事がないと。ごらんなされ、あの鰐わにと組んで一生雅様をからかって遊ぶ気ですぞ」

　鰐は夫である竜之進の本性だ。そして蘭刀斉が言う蛇が誰だれなのか思い当たったみこは、すっとんきょうな声を上げてしまった。

「ええっ!?　雅様、本当に春華の局様の事好きだったんですか！」

　確かにそんな会話をしていたから、うすうすはそうなのかと思ってはいたものの、冗じよう談だんだという可能性もかなり高くて、半信半疑だったのだ。

「若わか気げの至りだ。今はあれも結けつ婚こんして夫がいる。……幸せそうで何よりだ」

　最後の言葉だけが、ぽつりと呟つぶやくような声だった。だけどそれが雅の本音ではないかと、みこは思った。

「……とにかく、あの馬鹿夫婦は私の世話をするといいながら、実際にはからかうことしかしない。あげくに私の前でべたべたいちゃいちゃと。うっとうしくて仕方ないから、蘭刀斉に言って城を出てきたのだ」

「……なるほど、要するに春華の局様と稲葉様のアツアツな夫婦ぶりを見ているのが苦しくて、逃にげてきたんですね」

「違ちがう！　あいつらはアツアツを通り越こして暑苦しいのだ。一いつ緒しよにいると私まで汗あせをかく」

　思いっきり力を込めて否定しているが、そうすればするほど肯定にしかみえない。みこはため息をついた。

「判わかりました。じゃあそういう事にしておきましょう。……では、本当に富士山に戻られるのですか？」

「ああ、炎守の一族の者達が、私が江戸城にいる間に、社を建て直してくれたらしい。地下にあった本ほん殿でんは、幸い爆ばく発はつの影えい響きようはなくて無傷だったからな。これで何とか富士山でまた生活できるようになるだろう」

　地下の本殿とは、以前みこが雅の跡あとを継ついで炎守になる為の儀ぎ式しきを行おうとした場所だ。鍾しよう乳にゆう洞どうの中に、赤い鳥居と小さな本殿が建てられている。それを思い出して、みこは唇くちびるを嚙かみしめた。その地下の本殿は、これからのみこにとって、とても関かかわりが深い場所となるからだ。

　そんなみこの様子に気付かなかったらしい雅は、懐ふところから縮めて短くしてあるなぎなたを取り出した。みこが最も思い描えがきやすい形に変化した鳳凰のうろこは、持ち運びしやすいように小さく縮められる所まで、以前持っていたなぎなたとそっくりだった。

「お前がこのなぎなたを鳳凰様からもらってきてくれたからな。これがあれば何かあった時でも、富士山から江戸まで神通力を飛ばせる。だから江戸にいる必要はもうない」

　さすがに正式な炎守は違うと、みこは舌を巻いた。みこもそのなぎなたを使って神通力を発したが、遠くの場所にまで力を飛ばすなんてできなかったのだ。

「……やっぱり雅様はすごいな。炎守になる儀式って、神しん獣じゆう鳳凰と共鳴しやすくなる為でもあるんですよね。わたしなんて、あんな〝条件〟を吞のんですら、そんな事まではできな……」

　はっとして、慌てて口を噤つぐんだ。ずっと悩なやんでいたせいか、ぽろりと口をついて出てしまったのだ。何とか誤ご魔ま化かせないかと思ったが、雅の面の奥の目が鋭するどく光った。

「みこ、〝条件〟とはなんだ？　もしかして、お前が鳳凰の許もとから帰って来てからずっと様子がおかしいのと関係あるのか？　一体、何を隠かくしているのだ」

　やはり雅には隠しきれていなかったらしい。しまったと思ったが、みこは一度大きく深呼吸して気を落ち着かせた。いずれ彼には説明しなければいけない事だったのだ。うまく話せるか判らないが、炎守である雅には知っておいて欲しかった。

「……雅様、能面をお持ちですよね？　神獣鳳凰のうろこで作られた、神通力を使う為に炎守が代々受け継ぐ、あの能面」

　雅が頷うなずいて右手を差し出すと、蘭刀斉が持っていた布ぬの袋ぶくろの中から、布に包まれた能面を取り出す。布を取ると、女性の顔を象かたどった白い能面が出てきた。しかしそれには、大きなヒビが入っている。社の爆発が起こった時に、傷ついてしまったのだ。

　雅が受け取った能面に、みこは手を触ふれた。ヒビが入ってしまったせいで、以前のような神こう々ごうしいまでの獣じゆう気きは感じられなかった。

「炎守は元々、これを使って鳳凰と共鳴して神通力を使う。……そうですよね？　雅様」

「ああ、確かにそうだ。本殿に祀まつってあるこの能面を守る為に、本来炎守は富士山から出ないで暮らす。……だがもうこれは必要ないだろう。この能面は壊こわれてしまったせいか、まったく獣気が感じられない。それにお前が新しい神具を鳳凰から授さずかってきただろう。この能面はこのまま持ち帰って、鳳凰が眠ねむる火口に投げ入れて返そうかと……」

「いいえ、それはできません」

　きっぱりと言い切ったみこに、雅が息を吞んだ。

「どういう意味だ？」

「雅様、鳳凰様から頂いたそのなぎなたは、……実は不完全なものなのです」

「なんだと……！」

　さすがの雅も息を吞んだ。背後にいる蘭刀斉も目を見張っている。

「そのなぎなたは、すぐにでも神通力を使えるようになりたいと事情を説明して、急きゆう遽きよ作って頂いたのです。鳳凰様は仰おつしやいました。化か妖よう達の獣気は鳳凰の気を乱すのだそうです。ですから鳳凰様はわたしや雅様のような獣の姿をもたない化妖の気がお好みなのです。苦手な獣気に溢あふれた現世では、鳳凰様のうろこでできたなぎなた……つまり神具は長い間は使えないと」

「馬鹿な！　そんなはずはない。……同じ神具であるこの能面は、もうずいぶんと長い間炎守に受け継がれているのだぞ。それなのに、どうしてなぎなたは長くは使えないのだ」

　雅は手にした能面を、みこにも見えるよう掲かかげた。彼の言いたい事はみこにもよく判る。だけどその疑問に対する答えも、みこは知っていた。

「その能面には特別な術が施ほどこしてあるそうです。ですから獣気に満ちた現世でも、永遠に近い年月、鳳凰と共鳴できるほどの気を放つ事ができるそうです。ですがその急ごしらえのなぎなたは違います。しばらくは大だい丈じよう夫ぶだけど、おそらく何十年もはもたないとの鳳凰様からのお言葉です」

　みこは鳳凰から聞いた言葉を、そのまま雅に伝えた。

「なぎなたは、元々は身体からだの一部のうろこ。そのまま獣気に満ちた現世で使い続ければ、段々と力は失われていき、その内ただのうろこへと戻ってしまう」

　だからといって、今すぐどうという事はない、というのが鳳凰の話だった。だがこれから先百獣国の未来を考えれば、いつ力が失われてしまうか判らないなぎなたに頼たよるのはまずい。

　それは雅にも想像がついたようだった。

「……では、どうすればいいのだ。お前はその手段も聞いてきたのだろう？」

「その手段を話す前に、もう一つお話があります。……わたしはご存じの通り、炎華姫ではあっても正式な炎守ではありません。ですからたとえ神具を使っても、本当はそんなに大きな神通力を発する事はできないのです。そのなぎなたも、わたしでは外国の敵を追い払はらうほどの力を発揮できるかは難しいと鳳ほう凰おう様に言われました」

　みこはそこで一度言葉を止め、息を整えた。これ以上は本当は口にしたくない。だけど、そうはいかなかった。鳳凰に提示された〝条件〟をみこは受け入れたのだから。

「そこで鳳凰様にお願いしました。わたしに一月だけ、炎守と同じくらいの神通力を使えるようにして下さいと。本来なら炎守としての儀式をしなければ駄だ目めだと言われましたが、一刻を争う事態だと説明したら、何とか鳳凰様も判って下さって。なぎなたを通して直接わたしに神通力を送ると約束して下さったのです。しかしそれには、一つだけ条件があると……」

「条件？　それはなんだ」

　雅の問いに、心臓が張り裂さけそうに苦しくなる。それでも、みこは自分で選んだ道だと心に言い聞かせた。

「……鳳凰様は百獣国と江戸の守り神。炎守は現世での鳳凰様の使者です。その使者と共鳴する為ための能面が壊れてしまったのには、鳳凰様もお困りになっておられて。急ごしらえのなぎなたも、どれだけの期間使えるかは判らない。だから、わたしにしばらくの間強力な神通力を使えるようになる条件として────能面を修理せよと」

　蘭刀斉も雅も息を吞んだ。きっと彼らはそれがどういう事か判っているのだ。

「みこ、能面は本来、社の地下にある本殿に安置されているものだ。もしや修理は……」

「はい、百ひやく獣じゆう国こくが本当に平和になったか見届ける時間も必要だろうから、年が明けたら本殿で修理を始めるように言われました。あそこが一番、能面の気が安定するからと。そして……」

　ぐっと唇を嚙みしめた。だけど発した声は平静だった。なぜならこの一月の間に、みこは覚かく悟ごを決めていたからだ。

「……本殿で修理する間は、化妖の獣気が混じってはならない為、炎守以外の者とは会ってはならないし、会話してもならないそうです。もちろん身を清めて本殿に入った後は、修理が終わるまで外にも出てはならない」

　雅が驚おどろいたように息を吞んで、みこの両りよう肩かたを摑つかんで揺ゆさぶった。

「お前、判っているのか？　あんな日もささぬ鍾乳洞で、たった一人で暮らすのだぞ。それにそう簡単に修理は終わらないだろう。ただの能面ではないのだ。修理に数年……いや、数十年かかるかもしれぬのだぞ」

　炎守を継いで富士山にこもったとしても、世話をしてくれる炎守の一族はいてくれる。社の外には出られなくても、富士山の自然の中で、四季は感じられる。

　だけど、あの地下の本殿には何もない。こもってよどんだ空気と、太陽すら拝めない日々。そして、雅以外には誰だれにも会えない孤こ独どく。

　それでもみこは、わずかに口角を上げた。

「ええ、生きている内に、修理を終えられるのかさえ判わからない。だけど、わたしはやります。能面を元の状態に戻もどさなければ、いずれ炎守と鳳凰を繫つなぐ神具がなくなってしまう。そうなったら炎守は神通力が使えません。……わたしは、もう江戸のみんなが苦しむ姿は見たくない」

「ならば私が修理しよう。私が本殿に入る」

　雅ならそういうのではないかと思っていた。だけどみこは静かに首を振ふる。

「いいえ。わたしが大きな神通力を使える約束の期間は過ぎてしまいました。これからは正式な炎守である雅様が、百獣国を守っていかなくてはなりません。それに鳳凰様と修理のお約束をしたのはわたし。その代わりわたしは神通力を使って、異国の敵を追い払えたし、二海達の命も救えた。わたしの願いは叶かなったのだから、今度は約束を守らなければ」

　強い意志は変わらなかった。凜りんとした視線で雅を射抜ぬくように見つめると、面の奥から彼が息をつくのが判った。

「……本当にそれでいいのか？　あの狼おおかみの兄弟達にも会えなくなるのだぞ」

「判っています。でも一度は彼らと別れて、炎守の跡を継ごうと決めていましたから……」

「おい、俺に内ない緒しよで勝手に別れを決めるな」

　ふいに聞こえた声に、心臓が飛び跳はねた。慌あわてて振り向くと、いつのまに帰って来たのだろう、二海が腕うで組ぐみして縁えん側がわに立っている。

「話は聞かせてもらったぞ。お前の様子がおかしいのには、俺も気付いてた。だから一人で留守番するって言ったお前が気になって、俺だけ先に戻ってきたんだ。まさかこんな事になってたとはな」

　二海から怒いかりともとれる獣気が溢れている。みこは一番知られたくない人物に事情を聞かれてしまったことに混乱してしまう。それでも何とか平静を取り繕つくろって話しかけた。

「二海、あの……」

「話なら後で聞く。炎守様、悪いがみこは本ほん殿でんなんかに行かせないし、炎守の跡あとも継つがせねぇ。ここで一生俺が面めん倒どうを見る！」

　二海が縁側を降りて素す足あしのままみこに近づき、ぐっと腕うでを握にぎる。痛いくらいの握あく力りよくに、みこは思わず身を竦すくませた。だけど同時に心の中に、ぽわんと温かい思いも生まれた。彼の怒りも強ごう引いんな態度も、すべて自分を心配していてくれるからだと、判っているからだ。

　だけど、二海の気持ちに甘えてこれ以上ここにいる訳にはいかなかった。状じよう況きようが判っている雅も当然反対だろうと思っていたら、彼はふいに大きく息をついた。

「……いいだろう」

「え？　み、雅様、今なんて」

　聞き違ちがいかと思ったが、どうやらそうではないようだ。雅がそっとみこの頭に手を置いた。それは子供の頃ころ、彼が褒ほめてくれた時の手と同じ温かさだった。

「怪け我がをして寝ねている間、ずっと考えていた。そして一つ決めた事を、お前に伝えようと思ってここにきたのだ」

　雅がそっとみこの頰ほおにも触ふれる。優やさしい指先は、そのまま肩に移った。

「みこ、お前はもう炎守の跡を継がなくてもいい。私は炎守の間は年をとらない。だから時間はかかるだろうが、次に炎守となれる跡あと継つぎが生まれるまで、根気よく待つつもりだ。それがたとえ何十年、何百年先だろうとも」

「そんなっ、そんなことしたら、雅様はずっと富士山から外にも出られない生活を続ける事になりますよ！」

「判っている。だが私は炎守でありながら、国の危機を前にして何もできなかった。私の代わりに鳳凰に会いに行ったお前が、すべての決着をつけてくれた。だから、お前が自由を望むのならそうさせてやりたいと思う。それが今回何もできなかった私の、せめてもの償つぐないだ」

　雅の能面の奥の瞳ひとみが細められた。そしてみこと二海を交こう互ごにみやる。

「みこ、お前は今、この時点から自由の身だ。もう炎華姫としての責任も負わなくていい。好きに生きるがいい。江戸に残って狼達と暮らすのも、富士山に戻って能面の修理をするのも、どちらもお前の自由だ」

　雅がそっと手を放して、ゆっくりと背を向けた。

「お前の出した答えに、私は何も言うつもりはない。もしここに残るというなら、能面の修理は私がどうにかしよう。だからお前は好きな道を行くがいい。……それが今までお前を育ててきた私の出した答えだ。──お前には、幸せになって欲しいのだ」

　最後は呟つぶやくような声だったが、みこにはしっかりと聞こえた。だがみこが声をかける間もなく、雅は蘭刀斉の両手に摑まって、空へと舞まい上がって行ってしまった。

「雅様……！」

　空に向かって叫さけんだが、雅は振り返らなかった。だけど長い間一いつ緒しよに暮らしていたみこには、彼の全身にまとう雰ふん囲い気きから、面の下の様子を計り知ることができた。

　そう、彼はきっと今────微笑ほほえんでいる。




「みこ、富士山には戻らないよな」

　雅を見送っていたみこのすぐそばで、真しん剣けんな顔の二海が肩を抱だいた。そのまま二人でみこの部屋に戻る。とにかく落ち着いて話し合うことが必要だと、みこにも判っていた。

「でも約束したの。わたしが能面の修理をしますって。それと引き替かえに敵を追い払えるぐらいの神通力を授さずけてもらったんだよ。それなのに約束を破るなんて、わたしにはできない」

「だけどそんな事したら、今度は本当にいつ会えるかも判らなくなるんだぞ。富士山の社だって結界が張られてるから、俺達みたいな肉にく食しよく獣じゆうは近づくのも難しいのに、その地下の本殿なんて。しかも修理をしている間は、お前と炎守様以外は誰もそこには入れないんだろ」

　二海はどうやら本当にすべて聞いていたようだ。みこはそっと頷うなずいた。

「でも、百獣国にとっては必要な事なんだよ。神具の修理をしないと、また遠くない未来大きな敵がやってきた時に、たくさんの犠ぎ牲せい者しやが出てしまうかもしれない。──ねぇ、二海。修理をする間だけだよ。雅様が炎守の跡継ぎからわたしを外すって仰おつしやって下さったから、修理が終わったら本当に自由になれるよ」

「だけど、その修理はいつ終わるんだ！　一年後か、十年後か、百年後か」

　それには答えられなかった。みこが生きている間に終わるという保証はなかったからだ。

「その長い時を、お前は暗い本殿から一歩も出られずに過ごすんだぞ。俺とも江戸にいる他ほかの誰とも会えずに！」

　言葉が胸に突つき刺ささった。それはみこにもよく判っていた。嫌いやで嫌でたまらなかったが、それでも考え抜いた末、やはり修理をしに本殿へ行こうと決めたのだ。

　黙だまり込んでいると、向き合って座っている二海が、俯うつむいているみこの顔をのぞき込んだ。

「俺が……意識を無くしてた時、〝一番好き〟だって言ってくれたよな」

　どうして知っているのだろう、驚いて顔を上げると二海がそっと苦く笑しようした。

「目は開けられなかったが、声は所々聞こえてた。──お前は俺を一番好きだって言って、口付けしてくれただろう？」

　みこはわずかに顔を赤くしてしまう。さすがに面と向かって言われると少しだけ恥はずかしかった。

「俺はそれを聞いてて、すごく嬉うれしかった。お前から口付けしてくれるなんて夢じゃないかって。──八年だ。最初に会ってから八年の間、ずっとお前に恋こいしてきた。お前に認めて欲しくて役者の道でも頑がん張ばれたし、横山みたいに道を外れずにすんだ」

　二海がじっとみこの目を見つめた。真剣すぎて怖こわいような目を、正面から見つめるのには勇気がいった。だけど、彼の真しん摯しな思いを受け止めたくて、みこは視線をそらさなかった。

「ずっと一緒にいよう。お前は俺が守る。能面の事も炎守様が引き受けてくれると言っていただろう。……意識が戻ってから、ずっと言おうと思ってたんだが、言う機会がなかなか見つからなかった。だから、今聞いてくれ。みこ、……俺の嫁よめさんになって欲しい。結けつ婚こんしてくれ」

　握った手に、熱い唇くちびるが押し当てられた。

　優しい唇と彼の告白は、みこにこれまでに感じた事のない温かな幸福感をもたらした。

　結婚しようと、彼は言ってくれている。そうすれば、ずっと二海と一緒にいられる。芝しば居い小屋で働いて、大好きな人達に囲まれて、毎日賑にぎやかで楽しい生活が送れるだろう。

　想像すればするほど、もっともっと幸せな気持ちになった。愛する人とずっと一緒にいられるなんて、なんて素す晴ばらしいのだろうと。だけど……。

「嬉しい。すごく嬉しい。わたしも二海のお嫁さんに……なりたい」

　言葉にするだけで、頰が熱くなった。心臓がどきどきと早はや鐘がねを打つ。二海が満面に笑えみを浮うかべた。

「だったら……」

「でもね、今は……駄だ目め」

　思い切って口を開いた。二海の顔がみるみる青ざめていく。それでも言葉を止めなかった。

「二海、信じて。わたしは絶対に帰って来る。時間はかかるとは思うけど、必ず。そして自由になったら、あなたのお嫁さんになりたい。わたしはあなたが好き。誰だれよりも一番好き。あなたはわたしに、友達と恋こい人びとの好きの違いを教えてくれた人」

　二海の大きな手を自分の頰に持っていった。この温かな手が大好きだ。

「だから──ひどい事を言ってると判わかるけど、でも……待ってて欲しい。一生に一度のお願いだから、わたしを待っていて。必ず戻もどってくると誓ちかうから。わたしも、あなたが好きだから。あなたのいない人生は考えられない……！」

　感情が高ぶったせいか、泣くまいと決めていたのに涙なみだがつうっと頰を伝った。

　二海が好きだ。彼が自分ではない誰かを選ぶのはどうしても嫌だった。

　だからみこは、人生でたった一度のわがままを口にしたのだ。

　でもそんな事できる訳はないと判ってもいた。いつ帰って来るかも判らない自分を待つなんて、いくら二海でも無理だろうと。だけど今だけは自分のわがままを聞いて欲しいと思った。

　たとえ、この場限りの噓うそでもいいから。

　二海がそっとみこを抱きしめた。髪かみを撫なでる手がすごく優しかった。それ以上何も言わず、ゆっくりとみこの顎あごに手をかけ、上を向かせる。そのまま落ちてきた口付けは、震ふるえがくるほど心地ここちいい。今まで何度か口付けは交かわしていた。だけどそれは、みことしては恋れん情じようからくるものではなかった。

　だけど今は違う。愛する人との口付けは、みこの全身に甘あまやかなしびれをもたらした。

　二海の右手が腰こしの辺りに降りて、背中を撫でるように動いた。いつもだったら、恥ずかしくてすぐに手を振ふり払はらってしまうが、今日はそうしなかった。

「お前はもう──俺の嫁さんだ」

　耳元で囁ささやく声に、みこは頰を染めながらも頷いた。異論なんてあるはずがない。みこの心はすべて彼へと向けられている。

　背中を撫でていた手が、頰に移動する。ぎゅっと目を瞑つぶると、その手が優やさしく瞼まぶたに触れた。確かめるように動く手は、大きくて筋張っていて、みこの小さな柔やわらかい手とはまったく違ちがっている。その手に触れられているのだと思うと、ぞくりとした何かが身体からだを走った。

　どうしていいか判らなくて、目を瞑ったまま彼の手に触れてみる。すると、二海がふっと笑う気配が伝わった。

「……震えてるな。怖いか？」

　怖いか、と聞かれたらそうかもしれないし、違うかもしれない。逃にげ出したい気持ちもあるけれど、このままずっと抱きしめていて欲しい。相反する気持ちが、みこを混乱させていた。

「判らない……」

　正直に伝えると、二海がぎゅっと抱きしめてくれる。痛いぐらいに、強く──。

　大おお柄がらな二海に抱きしめられると、みこはすっぽりと包まれてしまう。広い胸に耳を当てると、みこの大好きな鼓こ動どうがトクトクトクと聞こえてきた。それに心の底からほっとする。

　この鼓動は一度動きを止めてしまっていた。あの時は、二海にこうして抱きしめてもらう事は二度とないのかと、強い喪そう失しつ感かんで頭が真っ白になって立ってすらいられなくなった。

　だけど今、みこは再び二海の鼓動を聞いている。彼の腕うでに包まれて、彼の体温を感じながら。

　それは胸が震えるほどの、大きな喜びだった。

「まだ、震えてる」

「ううん、これは怖い震えじゃないよ……」
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　そっと目を開けた。もう少しも怖いとは思わなかった。なぜならみこは知ったのだ。

　恋をする事、人を愛する事、そしてその人の為ためならどんな困難にも立ち向かえる事を。

　言葉の意味を悟さとったのか、二海が優しく微笑む。その顔も大好きだ。だからみこは微笑みを返した。

　二海の手がゆっくりと着物の襟えりに伸のびてくる。ドクドク脈打っているのは自分の鼓動だ。その手がゆっくりと襟の中に入ると、もっともっと鼓動が早くなって、堪こらえきれずに身じろいだ。

「ん……」

　小さく呻うめいたが、二海はそれを口付けで塞ふさぐ。やがてそれは息もできないほど激しいものに変わっていく。抱きしめる腕にも更さらに力が入って、そのまま二人で畳たたみの上に倒たおれ込んだ。

　二海の重みは幸せの重みだと感じた。

　この幸せを放したくなくて、彼の背に腕を回して力の限り抱きしめた。

　唇に頰ほおに首筋に口付けが何度も降ってくる。そのたびに彼の甘やかな匂においや、少しだけ早い息づかい、みこの身体をさまよう手の平の熱が感じられた。

「愛してる、みこ」

　彼のすべてを感じながら、彼の声で愛を囁かれると、またぞくりと何かが身体を走る。

「わたしも……愛してる。あなただけが〝一番好き〟」

　ようやく目を開けている二海に伝えられた。喜びに満ちあふれた二海の顔を見ると、今までよりもずっとずっと大きな幸福感が身体を支配した。

　江戸に来てから、みこは精いっぱい生きて、精いっぱいの恋こいをした。

　そして今、その恋が実って愛へと変わった瞬しゆん間かんだった。

　だからみこは、どんどん大だい胆たんになる二海の手を止めはしなかった。誰にも祝福されなくても、彼の花はな嫁よめとして一生を捧ささげる覚かく悟ごができていたからだ。

　そう、たとえこれから、離はなれて暮らす事になったとしても────。
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　着物と袴はかまを調ととのえて、みこは横になって眠ねむっている二海に、そっと布ふ団とんをかけた。着物を着ていないから、風邪かぜをひいてしまうかもしれないと思ったのだ。

　こちらに背を向けている二海は、両手を畳に投げ出している。あの腕に包まれて眠る幸福を、みこはもう知っていた。

「……さよならは言わないよ。だってきっとまた会えるから。二海──今度会う時はあの思い出の場所がいい。あの場所で再会して、そしてまたあなたに恋をするの」

　そっと二海の背中に頰をつけた。裸はだかの背中からは、彼の心臓の音がする。それを聞いているだけで、みこの胸はいっぱいになった。

　だけどいつまでもそうしてはいられない。みこはゆっくりと立ち上がり、もうすっかり暗くなってしまった中庭に続く襖ふすまに手をかけた。

「またね。二海」

　これで終わりだなんて絶対に思いたくない。それが自分のわがままだと判っていても、みこはその思いを捨てる事はできなかった。

「──女のわがままを聞くのも、男の甲斐かい性しようだ」

　ふいに聞こえた声は、空耳かと思う程ほど小さかった。驚おどろいて顔を向けても、二海は背を向けたままだ。みこは声をかけようとしたが、口を噤つぐんだ。これ以上話したら、きっと決心が鈍にぶってしまう。二海はきっと、みこの意志を尊重した上に、みこのそんな心まで思いやってくれたのに違いなかった。

　彼の優しさはいつも身にしみていた。それにどれだけ助けられてきただろう。

　みこは無言のまま再び襖に手をかけた。それを開くのは、人生で最大の勇気を伴ともなった。

　だけど意を決して右手に力を入れ、襖を開く。そして廊ろう下かに出て、夜の闇に包まれた中庭を見つめた。

「あっ……雪」

　白い雪が空から落ちてきている。寒いと思っていたら、どうやら初雪まで降ってきたようだ。

　寒さに息を白くしながら、みこは静まりかえった芝しば居い小屋を見回す。

　そして淡あわい粉雪と一いつ緒しよに、堪えていた涙を一ひと粒つぶ、地面に落とした。

　年を越こす除じよ夜やの鐘かねが、どこか遠くで聞こえていた。
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　村はずれで畑を耕していた老人は、古い神社の方から聞こえてくる歓かん声せいを聞きながら、機き嫌げん良よく鍬くわを動かしていた。村の中央にある神社には、きっと今いま頃ごろたくさんの人が集まっているだろう。そう思うと、普ふ段だんは静かすぎる村で暮らしているせいか、わくわくしてしまう。

　ここは富士山の麓ふもとにある村だ。大きな桜が一本あるのが名物といえば名物だったが、それ以外は何もない。だけどここ数年、こんなへんぴな村に新しい名物がくわわっていた。

「ねぇ、おじさん。ずいぶんと村が賑にぎやかだね。拍ひよう子し木ぎの音にお囃子はやしが聞こえてくる。何かのお祭り？」

　声をかけられて顔を上げた老人は、軽く目を見張った。へんぴな村にはにつかわしくないべっぴんさんだった。年の頃ころはおそらく二十歳はたちぐらいだろう。もう少女とは呼べない年頃ごろだが、後ろで一つにくくった赤毛と、淡いすみれ色の瞳ひとみ。そして小こ袖そでに袴という凜り々りしい恰かつ好こうがよく似合っている。物もの珍めずらしそうに神社の方角を見ている女性に、老人はにっこりと笑う。

「ああ、四年くらい前からかな。江戸で……いや、百ひやく獣じゆう国こくでも一番だって言われてる歌か舞ぶ伎き役者が、毎年春の今頃の時期になると村で興行をするようになったんだ。しかしもの好きだよなぁ。こんな田舎いなかで芝居したって集まる客はしれてるのに。まぁ、いい村おこしになってるから、感謝してるがね」

　笑うと、女性も嬉うれしそうに満面の笑えみを見せる。その笑顔が眩まぶしくて、老人は思わず目を細めてしまう。

「お嬢じようさんは、どこから来たんだい。村のもんじゃないだろ？　芝居の事を知らなかったって事は、あれを観にきた訳でもないんだろ。こんなへんぴな村に何のようだい？」

　女性が視線を右手に向けた。その先には、やはり村はずれにある大きな桜の木がある。既すでに満開の桜は、風が吹ふくとさあっと桃もも色いろの花びらが舞まい散って、幻げん想そう的な光景だった。

「桜を見にきたのかい？」

「そう、思い出の桜なんだ。大好きな人とあの場所で初めて会ったの」

　少しだけ恥はずかしそうに、女性が顔を赤らめる。そんな淡い思いはもう何十年も忘れていた老人は、下世話だなと自分で思いつつも、つい口を開いてしまう。

「そうかい。そりゃいい思い出だね。それでその大好きな人とはどうなったんだい？」

　女性がふっと笑みを浮うかべた。それが幸せそうで、見ていて悔くやしいほどだ。

「──あの場所で待っていてくれてるよ。そう、約束したんだ」

　女性が足取り軽く、桜の木に向かって走っていく。それを見送っていた老人は、女によう房ぼうと初めて出会った時の甘あま酸ずっぱい気持ちを思いだして、いい年だというのに胸が熱くなった。

　今日は早く帰って、女房とゆっくり飯でも食おう。そう決めて、老人はさっさと仕事を片付ける為ために、鍬を動かし始めたのだった。
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　この桜の木を見たのは四年ぶりだ。そう思いながら、みこは花びらが風に舞う光景にうっとりしていた。

　あの時は、富士山に戻もどった自分を家密と二海が連れ戻しに来てくれた。

　そういえばあの時の自分は、まだ恋が何なのか判わからず、人を愛する気持ちがどんなものかも判っていなかったと思い出す。精神的に未熟だったのだと今なら判る。だけどあの時は、恋こい心ごころとはどんなものだろうと、よく悩なやんだものだった。

　四年ぶりに見る桜は、あの頃とちっとも変わっていない気がした。だけど、その下に佇たたずんで桜を見上げている男性は、四年前よりずっと男らしくなったと思う。

　逞たくましい身体からだはそのままだが、彫ほりの深い顔立ちはずいぶんと大人っぽくなって、落ち着きが出ていると感じた。だけど派手な女物の着物を羽織るという、色男にしか許されないような恰好は以前と同じだ。腕うでを組んでいる彼は、桜を見上げていてこちらにまだ気付かない。

　みこはしばらくそのまま彼を見つめていた。富士山の地下にある暗い本ほん殿でんで、四年間ずっと夢に見ていた。愛する彼と、もう一度思い出のこの場所で出会うことを。

　その想おもいがあったから孤こ独どくに耐たえ、ようやく仕事を終えてここに戻って来られたのだ。

　彼が気配に気付いたのか、ゆっくりと顔をこちらに向ける。そして信じられないように目を見開き、全身の動きを止めて、息を吞のんだ。

「……みこ？」

　彼に名前を呼ばれるのも四年ぶりだ。本殿で能面の修理をしている間は、雅としか顔をあわせる事も話す事もできなかった。ずっと暗い中にいたから、本当は太陽が眩しくて目が痛い。実は能面の修理は一月ほど前に終えていたのだが、目を太陽にならして体調を調えるのに、今までかかってしまったのだ。

　みこは何度も瞬またたきしながら、愛いとしい人の名前を呼んだ。

「二海……！　会いたかったっ」

　駆かけ寄って、大おお柄がらな彼に抱だきついた。いつもならそんな事恥ずかしくてできないが、会いたくて会いたくて、夢にまで見た彼が目の前にいる。とてもじっとなんてしていられなかった。

「本当にみこか？　本当に、夢じゃなくて？」

　みこは涙なみだを溢あふれさせながら、うんうんと何度も頷うなずいた。抱き合った所から、確かな二海の温ぬくもりが伝わってくる。現実の彼は、体温や感かん触しよく、そしてその匂においまでもが愛おしい。

　みこは彼に抱かれて、幸せのあまり胸がいっぱいになった。




　桜舞い散る春の日に、初めてこの場所で出会った。




　子供の頃ころ一いつ緒しよに遊んで、そしてまた会う約束をした。その約束は大きくなってから、江戸で叶かなえられた。再び離はなれる事になったけれど、今度も絶対にまた会える。

　みこはずっとそう信じて、孤独な四年間を過ごしてきたのだ。

「待ってた……！　俺はちゃんとお前を待ってた。今度会う時はあの思い出の場所がいいってお前が言ったから、この季節になると芝居をしにここに来て、炎守様からお前の様子を聞いていた」

「うん、知ってる。能面の修理が終わって地下から出る時、雅様が毎年春になると二海が様子を聞きに村に来るって教えてくれたの。だからここに来たんだよ」

　見つめ合うと、二海の金色の瞳が嬉しそうに細められた。

　二海は二十三歳。四年の間に、男の色気はぐっと増したようだ。髪かみも伸のびていて、頭の下の方で無造作に結んでいる。

「みこ、大人になったみたいだな。背も少し伸びたか？　前はずいぶんと瘦やせてたけど、今はいいぐらいになったな」

「え？　わ、わたし太ったかな？」

　慌あわてて身体に目をやると、二海が苦く笑しようして抱きしめてきた。

「いいや、抱き心地ごこちがよくなった。大人の女になったんだよ」

　二海の胸に顔を埋うずめると、彼の甘あまやかな匂いがした。本物の二海だと、心も身体も安心する。そっと頰ほおに口付けられると、再び震ふるえが走った。くすぐるような甘さについ笑みをもらしてしまう。すると、二海の顔が近づいた。

「ずっとずっと、会いたかった。もう、離はなさない……！」

　声も言葉も匂いも何もかも、とろけてしまいそうに甘かった。みこはゆっくりと目を瞑つぶる。彼との口付けを拒こばむ理由なんて、もうどこにもなかった。

　だけど、なぜだろう。二海の唇くちびるは一向に降りてこない。代わりに彼の焦あせった声がした。

「あ、兄貴っ、邪じや魔まするなよ！」

　はっとして目を開けると、銀色の長い髪も白はく皙せきの美び貌ぼうもそのままに、だが顔つきには明らかに大人の男の香かおりを漂ただよわせている家密が、すぐそばで立っていた。どうやら二海は彼に襟えり首くびを摑つかまれているようだ。

「邪魔するに決まっているだろう。私はみこを諦あきらめた訳ではない。だからお前がこの村で興行をする時には、仕事を整理して必ず同行しているのだ。私の目を盗ぬすんで、みこといちゃつこうなんて百年早い」

　声は四年前のままだった。みこは彼に出会えた事にもほっとする。

「家密、あれから江戸に変な事は起こっていない？　それに外国からは……」

　立て続けに問いかけようとしたが、家密がそっとみこの唇に人差し指を当てて遮さえぎった。

「みこ、まずは久しぶりの挨あい拶さつをさせてくれ」

　自然な動作で、家密がみこの手を取った。そして素す早ばやく口付ける。

「あ、兄貴ーっ。何をしやがる。みこはもう俺の嫁よめさんなんだぞ！」

「正式に結けつ婚こんした訳ではないだろう。それまでは私も好きにさせてもらう」

「ふざけんなっ！……よし、じゃあ今すぐ婚こん礼れいを挙げる。幸い神社もあるしな」

「四年ぶりにみこに会ったのだから、もう少し大人の男になったふりでもしたらどうだ？　お前は相変わらず言動が子供だな」

　二匹ひきの狼おおかみが睨にらみ合いを始めた。みこはその懐なつかしすぎる光景に、ため息をついてしまう。

「二人ともぜんぜん成長してないよ!?　どうして喧けん嘩かばっかりするの！」

　叱しかりつけると、二人が腕うで組ぐみをして互たがいに背を向ける。そんな所まで、まったく四年前と変わっていない。

「もう、久しぶりに会ったんだから、ちゃんとお話ししたいよ。喧嘩しないで」

　みこが取りなすと、二人は渋しぶ々しぶとこちらを向いた。先に口を開いたのは、家密だ。

「みこ、国の事を心配していたな。大だい丈じよう夫ぶだ、あれからは大きな事件は起きていない。多少強ごう引いんでも、炎は火種の内に消すべきだと学んだからな」

「それって何か問題があったとしても、大きくなる前に手段を選ばず対処してるって事？」

　家密はその疑問には答えてくれなかった。ただ、薄うすく笑っただけだ。

「みこ、お前はもう炎華姫ではない。炎守様はお前を跡あと継つぎの候補から外されたのだ。だから、お前は国の心配をする必要も、国の為に犠ぎ牲せいになる必要もない。それらの事は将軍である私と炎守様で考える。だから普ふ通つうの女の子……いや、普通の女としてこれからは生きるのだ」

　そう言われても、まだ実感は湧わかない。これからは江戸でずっと暮らしていいと、修理を終えて能面を渡わたした時に、雅に言われていた。二海が戸と惑まどっているみこを見て、ふっと微笑ほほえむ。

「新しい環かん境きように慣れるのは時間がかかると思う。だから、ゆっくりでいい。ゆっくり世間や自分の新しい生き方に慣れていけ。その手伝いはいくらでも俺がしてやる。──大丈夫だ」

　力強い言葉だった。二海が大丈夫といえば、すべてがうまくいくような気がするから不思議だ。そこへ背後から懐かしい声が聞こえてきた。

「あっ、みこちゃんだ！」

「おおっ、師し匠しよう！」

　振ふり返ると、四年前よりもすっかり背が伸びて、少年というより青年と呼ぶに相応ふさわしくなった一陸と、彼とは反対に年を取った様子一つ見えない、相変わらず整った顔をした空三が駆け寄ってくる所だった。そして空三の肩かたには、小こ猿ざるの煙助もいる。

「みこーっ。みこや、ほんまにみこや！　会いたかったでっ」

　空三の肩から飛び降りて、煙助がみこに飛びついた。みこもぎゅっと彼を抱きしめる。

「煙助！　それに空三も一陸も久しぶり！　みんな元気そうで嬉うれしいっ」

「みこちゃん、よかった。また会えて。僕……この通り頑がん張ばってるよ。最近は女形おやまだけじゃなくて、二枚目も三枚目もやらせてもらえるようになったんだ」

　一陸が少しだけ気き恥はずかしそうな表情を見せた。四年前、彼は二海やみこ達を裏切り、敵対した事があった。だけど、芝しば居いをもう一度やりたいと戻ってきたのだ。女役の女形だけじゃなく、男役の二枚目や三枚目まで演じるようになったのなら、きっと芸の幅はばが広がったのだろう。

「師匠、ご無事で何よりです。師匠がいらっしゃらない間、私は寂さびしくて寂しくて毎晩泣いてしまいました。師匠の料理が食べられないなんて地じ獄ごくです。何度本ほん性しようの巨きよ大だいな蛇へびの姿になって、富士山に乗り込んでやろうと思った事か。それなのに、二海が師匠をじっと待つと言われたので、必死で我が慢まんしました。褒ほめて下さい！」

　空三が頭を差し出した。それが意味する事に気付いて、みこは頰を引きつらせる。

「う、うん。空三、偉えらいね」

　目の前の頭を撫なでてやると、空三の顔が一気に綻ほころんだ。

「なんや、空三。嬉しそうな顔してからに。お前ほんまわっかりやすいわぁ」

　指差して笑う煙助を見て、みこはふっとある事を思い出した。

「……あれ？　そういえば煙助。煙太さんはどうしたの？」

　きょろきょろ辺りを見回した。煙助の兄の煙太は、どうやらこの場にはいないようだ。

「え!?　あっ、いや、その、煙太兄ちゃんは……し、仕事が忙いそがしゅうて……」

　なぜかしどろもどろの煙助に、二海がため息をついた。

「……そのばればれな噓うそは、もういいんじゃねぇか？」

「アホッ！　噓とか言うなや。ここまで騙だましてきたのに、今いま更さらそんなん言われへんやろ！」

　こそこそと二海と話している煙助に、みこは首を傾かしげた。

「どうかしたの？　煙助」

「いやいやいやいやいや、何でもあらへんで。と、とにかく兄ちゃんは、その内また顔見せにくる……」

「上様ーっ。お仕事がまだ残っておりま……ああっ、みこ様」

　そこへ駆かけ込んできたのは信津名だ。手にはたくさんの書類を抱かかえていた。

「信ちゃん。久しぶり。相変わらず忙しそうだね」

「ええ、ですが上様の方がもっともっとお忙しいですよ」

　ちらりと見上げた信津名に、家密が苦虫をかみつぶしたような表情になる。

「せっかくみこと再会したというのに無ぶ粋すいな」

「ですが、お休みをとってここに来ている間も、書類仕事はちゃんとやるとのお約束ですよ」

　家密は将軍としての仕事には手を抜ぬかない。それも相変わらずのようで、ぶつぶつと文句を言いながらも、信津名と一いつ緒しよにこちらに背を向けた。

「みこちゃんが帰って来たお祝いをしないと。今日は大だい宴えん会かいだね、ほらおいで、煙助。準備するよ」

　一陸に手を差し出されて、煙助がみこの肩からするりと降りた。

「せやな、美味おいしいもん、たらふく食うたるわ」

「美味しいといえば、師匠の料理でしょう。私はあの料理をもう一度食べる為ためだけに、毎朝毎晩師匠が早く帰られるようにと祈いのっていたのですよ。……裸はだかで」

「何で裸で祈る必要が!?」

　一陸に突つっ込まれても、空三はすました顔だ。四年会っていなかったというのに、彼らは見た目は少しばかり変わったようだが、中身は相変わらずのようだった。

　仕事の話をしながら歩いている家密と信津名。わいわいと賑にぎやかに宴会の計画を立てている、一陸と空三と煙助。そして隣となりには優やさしい表情でみこを見つめる二海がいる。

　みこの大切な人達の笑えみが、あちこちで桜の花と同じく満開に咲さいていた。

　大好きで大切な人達、彼らのこんな顔が見たくて、みこは四年間頑張れたのかもしれない。

　そう思うと、やり遂とげた達成感と無事にみんなと会えた事への安あん堵どで、胸がいっぱいになる。知らず知らずの内に溢あふれた涙なみだを拭ぬぐおうとすると、それより早く肩に手を置かれた。

　何だろうとそちらに顔を向けると、その瞬しゆん間かん二海の唇が落ちてくる。

　久々の口付けは以前のように……いや、以前よりもずっと甘さが増している。まるでお酒に酔よっているかのように、ふわふわとした気分になってしまうのだ。

　みこはおずおずと、二海の身体からだに腕うでを回した。途と端たんに、彼が強い力で抱だきしめてくれる。

　彼の胸の中は、どんな場所よりも安心できた。

「……お帰り、みこ」

　唇を離はなして、二海が微笑みかけてくれた。だからみこは、とっておきの笑顔を返す。

「ただいま、二海」

　桜の花びらが二人を祝福するかのように、華はなやかに舞まい踊おどっていた。







　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

『あやかし江戸物語　桜の下で誓う愛！』いかがでしたでしょうか。とうとう今回で最終巻となります。もう六巻も書いたんだと、自分でもびっくりしてしまいました。

　江え戸ど時代のお話を書きたーい！　と叫さけんで始めたこのシリーズ。

　紆う余よ曲折あって、こういう形で皆みなさんに発表できる事になりまして、そして力いっぱい書かせて頂けたので、とっても楽しかったです。

　投とう稿こう作でデビューした私にとっては、プロになって初めて一からお話作りをしたのが、このあやかしシリーズでした。書きたいと騒さわいだ割に歴史もうっすらとしか知らず、資料集めや調べ物をしたり、担当さんと話し合ってお話を作り上げていく作業は、難しいし苦しかったけれど、とてもやりがいがありました。

　一巻を書いていた頃ころは、読者さんに楽しんで読んでもらえるのかなと不安でしたが、たくさんの皆さんに読んでもらって、感想のお手紙とか頂けて、すごく嬉うれしかったです。まさに苦労が報むくわれた瞬しゆん間かんだと思いました。

　三角関係がテーマだったのですが、アンケートなどを見ていると、一、二巻の辺りは圧あつ倒とう的に二海の人気が高かったのですが、後半になるにつれて家密が追い上げてきたり、家密と変わらず人気だったのがみこだったり、なぜか空三にけっこうな人数のファンがついていたりと、意外な結果が出て、それもまた面おも白しろかったです。




　私的に一番書きやすかったのは、空三と煙助です。この二人は何も考えなくても、勝手に喋しやべって面白い事を言ってくれるので、ほぼ野放し状態でした。

　この二人みたいに、小説を書いているとキャラが勝手に喋って動き出す瞬間があります。そうすると、あとは彼らの言動を傍ぼう観かん者の立場で見ていて、それをパソコンに打ち込んで記録するのが私の役目になります。

　キャラが大暴走する事もちょくちょくありますが、私はこの小説のお母さんなので、子供達であるキャラがやんちゃをしても温かい目で見守っています。そして担当さんはお父さんなので、やんちゃがすぎる子供達とつい彼らを甘やかしてしまうお母さんの私を正しい道へと方向修正してくれるのだと、勝手に考えていたりします。最終巻を書き上げた今は、子供達が成長し、一人前の大人になって巣立つ姿を見て大満足している気分です。

　そうやって育てた子供達を、読者さんが愛して読んで下さるのだなと考えると、とても嬉しくて幸せな気持ちになります。




　イラストを担当して下さった音中さわき様。いつもいつも美び麗れいなイラストと表紙をありがとうございました！　とうとう一度もお会いできなかったのが残念です。きっとまた機会があると信じています！




　一～三巻でお世話になった担当様。あなたのおかげで新境地が開けた気がします。〝ラブ多めで、ラブですよ、ラブラブラブ～！〟とずっと電話で言い続けてくれた担当様の教えを胸に、これからも頑がん張ばります！

　四～六巻でお世話になった担当様。途と中ちゆうから交代されて大変だったと思います。でも優やさしく楽しく、あやかしシリーズを最後まで導いて下さってありがとうございました！




　さてさて、本当の終わりに近づいてきたようです。

　ですが完全に終わってしまうのではなく、皆さんの頭の片かた隅すみで、あやかしシリーズのキャラやお話が長生きしてくれるといいなぁと思います。

　長い間読んで下さってありがとうございました！

　またどこかでお会いできる事を祈いのって。


伊藤　たつき　　


















カバー・本文イラスト／音中さわき

カバーデザイン／須貝美華










あやかし江え戸ど物もの語がたり




桜さくらの下したで誓ちかう愛あい！








伊い藤とうたつき
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